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　　序　章　　　アルデバラン




　蒸し暑い夜の見回りほどうんざりさせられるものはない。

　肩に食い込む帯紐スリングで重い小銃を吊つったまま、すでに歩きづめで二時間。日課とはいえ、とうに集中力など切らしている。

　首に巻いたタオルで拭ぬぐっても拭っても汗が噴ふき出し、時折ねっとりとした微び風ふうに下した草くさが揺れるが、分厚いコットン地の迷彩服の下の肌には、わずかな涼すら感じられない。

　鼻び孔こうには、湿った土の匂においがする。

　たった一人、ザクザクとジャングルブーツの底で地面を踏みしめながら歩く陸上自衛官・佐さ藤とう良よし房ふさ三さん曹そうは今日もまたパトロールに出ていた。

　先輩たちにカードゲームで負けて見回りを押しつけられるのは、今日で三日目になる。

　歩きながら、調子悪く明滅する電灯フラッシュライトを鬱うつ憤ぷんを込めてがつがつと叩たたく。やけになって思い切り力を込めて叩くと、不意に点灯。よしと思いながらライトで周囲を照らしていく。

　東京エリア外周区・第四十区。

　良房がパトロールしているのは、この狭い世界の天国と地獄を分ける境界だった。

　良房から見て左手側にはライトの光が届く限り林が続いており、そして右手には一面の漆しつ黒こくの壁面が垂直に立ちはだかっていた。

　良房は立ち止まり、一分間だけ空を見るが、空をも壁が貫いて屹きつ立りつしており、その根本付近にいる良房からは頂いただきが見えない。

　もちろん、この壁は本当に天に届いてるわけではないが、たかだか一八〇センチ程度の上うわ背ぜいしかない良房からすればそんなことは些さ末まつなことだ。

　とにかく途方もなくでかいのだ。

　モノリス。

　縦に一．六一八キロメートル、横に一キロメートルもある長方形の巨大なバラニウムの構造物。闇やみよりもさらに濃い黒光りをする金きん属ぞく塊かいだ。

　そう、縦に一．六キロ強。

　低く垂れ込めた雲は高度六〇〇メートルまで降りてくるので、場合によっては雲を貫通するし、日本最高峰の富士山とて、たかだか三．八キロ程度の高さに過ぎない。モノリスを二つ積み重ねてもう少し足せば届いてしまう計算だ。

　横幅の一キロですら、良房が歩いていても優に十五分はかかる距離である。

　こんな途方もない大きさのものを見ていると、自分が巨人の国に迷い込んだのではないかと錯覚に陥おちいる時がある。

　これが神ならぬヒトの造形物だと言われて、誰だれがハイそうですかと受け入れるだろうか。

　こんなものが十キロおきに建って、万里の長城よろしく無む慮りよ何百キロも東京エリアを取り巻いているのだ。

　ある意味、古代建築のピラミッドに勝るとも劣らない、現代におけるバベルの塔ではないか。

　良よし房ふさは腕を上げてライトをモノリスの一端に向けると、光の環わがステンシル塗装の『ＮＯ．００３２』という文字を闇やみから浮かび上がらせる。

　モノリスは、人類を保護する優しいカーテンでもある。これより外は恐ろしい地獄が広がっており、身も竦むような怪物と、元人間だった怪物がひしめいている。

　歩き詰めでようやくモノリスの端まで抜けると、良房は外の世界に広がる闇を黙って見据えた。

　かつて良房の妻だった人間と息子だった人間も、向こうでガストレアとして無限の苦しみの中にいるのだろうか。それとも、そんなことすら気にならない存在に成り果ててしまっただろうか。

　物思いにふけっていたその時、突如ガサリと茂みが鳴り、反射的にライトをそちらに向けると、なにかが高速で目の前を横切っていくところだった。草むらに飛び込む寸前に、それがネズミだとかろうじて判別がつく。

　心臓がバクバクと鳴り、束つかの間ま、息の吸い方を忘れて激しく喘あえぐ。

　良房は首を振った。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。俺おれはなにに怯おびえているというんだ？

　十年前のガストレア戦争からこの方、ステージⅤ以外のガストレアが真正面から侵入に成功したことなど、一例たりともないというのに。

　思考を断ち切ろうとしたその時、不意にツンとくるほどの汚臭が鼻び孔こうに運ばれてきて鼻を押さえた。ドブのようなひどいにおいだ。一体どこから……。

　その時、頭上から肉にく食しよく獣じゆうの荒い呼吸めいた音が聞こえ、良房の総そう身しんが強こわ張ばる。

　噴ふき出す汗の種類が変質している。さきほどまでは蒸し暑くて仕方がなかったというのに、いまはとてつもない寒さと寄る辺べの無さに嘔おう吐と感かんすら覚える。

　パニックに陥おちいらないように一呼吸置くと、ゆっくりとライトをそちらに向ける。

　ぬらぬらと光る体表がライトの光を反射して、良房の網もう膜まくに映る。

　ライトを取り落とし、直後に下か肢しから力が抜け膝ひざから崩れおちそうになった。

「う……あ…………」

　なんだ、いま一いつ瞬しゆん垣かい間ま見えた生物は。

　良房のいるモノリスの根本付近から五〇メートルほど直上に、巨大な生き物がいる。天を覆おおい尽くさんばかりに巨体が視界いっぱいに広がり、モノリスに取り付いていた。

　闇の中、シルエットの胸郭が上下。凄すさまじい熱量を持って、吐き出す息が重低音を伴いながら大気を震しん動どうさせている。ここからでは縮尺が掴つかみづらいが、大きさにしてジャンボジェットほどもあるのではないか。

「そんな……ガストレア、なのか……？」

　あり得ない。どうやって。一体いつの間に。

　わけもわからぬままに、さらに異常事態は加速する。

　突とつ如じよ、夜や天てんに銃声が一発木こ霊だま。すぐに怒号と悲鳴が連鎖し、銃声が断続的に続く。

　銃声は、良よし房ふさの正面、自衛隊官舎からした。モノリスのすぐ内壁に設営されている良房たち自衛隊員の家でもある場所だ。

「敵てき襲しゆう？」

　良房は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　自分の頭が変になったとは思えなかった。だが、異常事態の連続に対して脳に合理的な解釈を与えることが出来ない。

　ハッとして我に返ると、ともかく官舎に全力で走り、扉に体当たりして中に飛び込む。




　──倒れた仲間の隊員たちの体を怪物がむさぼっていた。




　怪物はアリの形をしていた。だが、ただのアリではない。ガストレアウィルスの恩恵で肥大化した体は、四つん這ばいでも良房の胸元まである。

　巨大アリのガストレア、モデル・アントである。

　アリたちはおぞましい饗きよう宴えんを止めて、Ｌ字型の触覚ごと頭部をこちらに向ける。

　良房は呆然と、もう何度目になるかわからない『どうして』の疑問を宙に投げる。モノリスには、絶対に地上ガストレアは近づけない。その定説が最も忌いむべき形で眼前で蹂じゆう躙りんされている。

　ただ一つわかるのは、自分が想像していた以上の最悪の事態が起ころうとしているということだ。

「仲間を、離せええええ！」

　怒りにまかせて小銃を肩付けすると、トリガーを絞る。肩に鋭い反動、派手な銃口炎を上げて傍らのアリの右みぎ眼めを吹き飛ばし、天井にガストレアの破片が飛散、付着。ほとんど条件反射に至るまで研けん鑽さんされた良房の水際立った動きは、次の標的を求め、連続で発砲。着弾と共に凄すさまじい悲鳴をあげるガストレアに、後退しながら五．五六ミリライフル弾を連続で浴びせかける。

　勝てるぞ。そう思った途と端たん、不意に背筋に悪お寒かん。反射的に右に跳んで顔を上げると、たったいま良房がいた空間をアリの凶悪なハサミが擦さつ過かしたところだった。

　何事かと思って照準具アイアンサイトから顔を上げ、そこで良房は絶望に背筋を凍らせた。

　いつのまにか無数のモデル・アントのガストレアが良房を取り囲んでいる。その数は百匹はくだらない。

　──俺おれ以外の仲間はッ？

　そう思いあたりを見渡すが、すでに銃声も悲鳴も途絶えていた。

　どうやら、この施設で生きて呼吸をしている人間は良よし房ふさだけになってしまったらしい。

　ガストレアはアリらしからぬ獣じゆう臭しゆうを吐きながら、粘液で粘ねばつく口を開け、獰どう猛もうなハサミをカチカチならすと、徐々に包囲の輪を狭めてくる。

　良房は目をつぶった。心の中で、こうなったときどうするのかは、何度もシミュレーションしていた。

　誘惑はあった。

　だが自分は、国防を司つかさどる尖せん兵ぺいとして、妻子と同じ存在になることを断じて良しとすることは出来なかった。

　良房は小銃を放り出し手しゆ榴りゆう弾だんのピンを抜くと、硬く抱きしめ、自分のあとに続く者に祈りを託す。

　──誰だれか、誰かなんとかしてくれッ。このままじゃ、東京エリアが大変なことになる。







　東京エリア第一区、聖居地下シェルターの中にある日本国家安全保障会議ＪＮＳＣ・司令室シチユエーシヨンルームの扉が荒々しく開けられ、聖せい天てん子しが早足で入室する。

　すでに揃そろっていた閣僚と補佐官の天てん童どう菊きく之の丞じようが長机から一斉に立ち上がる。

　聖天子は手だけで着席を促すと、厳しい視線で菊之丞を見る。

「状況を」

「はっ。本日、時刻二にい一いち三さん〇まるに敵ガストレアが三十二号モノリス付近に出現。数は不明。詳細はまだわかっておりません」

「夜間撮像能力を持つ偵てい察さつ衛星と無Ｕ人Ａ機Ｖ、付近の自衛隊の部隊を急行させなさい。一刻も早く状況を把握して下さい」

「聖天子様がそう仰おつしやると思ってすでに手配しております」

　聖天子は労をねぎらうため、一つ黙って頷うなずく。

　直後に鳴った直通電話に飛びついた大だい門もん防ぼう衛えい大だい臣じんが二、三言電話口で言葉を交わしたあと、息急せききって顔を上げる。

「応援に出した自衛隊本隊がステージⅠ・モデル・アントのガストレアと交戦。感染爆発パンデミツクを起こす前に全滅させたとの報告が入りました」

　どっとシチュエーションルームが安あん堵どと歓喜に湧わく。

「続きがあります」

　大門大臣は電話に取り付いてさらに言葉を交わす。そこで彼の顔が一いつ瞬しゆんこわばると、青ざめた顔をゆっくりとこちらに向ける。

「本隊に先さきんじて到着した先せん遣けん隊たいが……親玉と思おぼしき巨大ガストレアによって壊かい滅めつ。親玉は本隊が到着する頃ころには立ち去っていたとのことです」

　菊きく之の丞じようが眉まゆをひそめる。

「立ち去っただと？　内地に侵攻してきたのではなくか？」

「はい。殺された先遣隊の一人が親玉をカメラで撮影した画像が残っています。現在その画像を転送中です──────出ます」

　正面の巨大ＥＬパネルに唐とう突とつに画像は表示された。

　聖せい天てん子しは眼めを細くする。手ぶれと暗くら闇やみで不鮮明な写真は、お世辞でも見やすい物とはいえなかった。

　よほど撮影者が焦っていたのかフラッシュが焚たかれておらず、まっ暗な闇の中、闇よりも濃いモノリスがうっすらと写っている。モノリスには、巨大なガストレアが取り付いていた。寒気がするほど恐ろしいシルエットだが、もどかしいことにその姿がよく見えない。

　やがて二枚目の画像が表示される。これも暗過ぎる。だが、聖天子の記き憶おく野やが何かを訴えかけていた。このガストレア、どこかで──

　三枚目の画像が表示された瞬しゆん間かん、シチュエーションルームに狂乱がぶちまけられた。

　聖天子の眦まなじりも裂けんばかりに見開かれ、パネルに釘くぎ付づけにされる。

　三枚目の画像はほかの二枚とは明らかに別物だった。

　地上から探照灯サーチライトが当てられ、頭の部分だけが闇やみから浮かび上がったおぞましいガストレアは、この場に存在するすべての閣僚にとって忘れたくとも忘れられない存在だった。

「バラニウム侵食能力を持つガストレア……ステージⅣ・アルデバラン…………」

　聖せい天てん子しは、忌いむべきガストレアの名前をそっと口にする。

　聖天子は、寒気がして二の腕を擦こする。このガストレアと自衛隊本隊が鉢合わせていたら、本隊とてタダではすまなかっただろう。

　しかしどうしてこの個体が、どうやってモノリスに……。

　いくら考えても明確な解答が得られない。

　ただ一つ言えることは、あり得ないことが東京エリアに起ころうとしている。

　写真のガストレアは、口こう器きを蠢うごめかして、モノリスになんらかの工作を行っていた。

　聖天子は椅い子すから立ち上がり手を振る。

「至急アルデバランが取り付いた三十二号モノリスの検査を。バラニウムの専門家を呼んでモノリスを点検させて下さい。また、解かい析せき用のスパコンのＣＰＵも優先的に割り当ててもらうように関係各省に連絡しておいて下さい。みなさん、今日は長丁場になりますよ」
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　そこからはじりじりと、時間だけが流れていった。

　時を追うごとに、現場の調査班の虚実入り交じった報告がシチュエーションルームに届く。

　何時間経たっただろうか、夜も白しらみ始める時刻になって、ついに決定的な証拠が陳列される。

　正面のパネルには写真が表示されていた。無人偵てい察さつ機きが撮ったものである。

　写真は、くだんのガストレアが取り付いていた付近のモノリスの拡大写真だった。

　一枚目は直径三十センチ程度のカビ状の白いシミがフォーカスされていた。

　二枚目、白カビ状の物体は直径一メートルほどに広がっている。

　三枚目、四枚目、五枚目──どんどん白カビ状の物体がモノリス全体に広がっていく。

　特徴的な白はつ化か現象。過去に出現したアルデバランの報告書の内容と完全に合がつ致ちする。

　もはや疑いようはなかった。

「聖天子様」

　菊きく之の丞じようがしかつめらしい顔をこちらに向ける。

「……はい、バラニウム侵食液ですね」

　その時、分析官が書類束を掲かかげながら血相を変えて飛び込んできた。

「スパコンの演算結果が出ました！　モノリスからの侵食液の分離は不可能ッ。このままいけば一週間後、白化現象が全体に行き渡った三十二号モノリスは磁場発生能力を完全に失い、倒壊しますッ！」

「倒壊したらどうなるのです」

「崩壊ラインから雪な崩だれ込んできたガストレアによって引き起こされるパンデミックのために二日後には東京エリア市民の七割、四日後には全市民が死にます。東京エリアはおしまいですッ」

「う、嘘うそだ！　調べ直せ！」

　官房長官がサルのような悲鳴を上げる。

「何度もやりました！　僕たちだって信じられないんだ！」

　苛いら立だった分析官が、敬語も忘れて手にした書類束を官房長官に投げつける。

　地下司令室に、ひらひらと書類の紙かみ吹雪ふぶきが舞った。

　水を打ったような静けさが舞い降り、誰だれひとり身じろぎすらしない。

　肩で大きく息をしていた分析官が我に返り、恥じ入るように俯うつむく。

　聖せい天てん子しは首から提げられたロザリオをたぐり寄せると、震ふるえる両手で包み込んだ。

　これを絶望的といわずして、なにを絶望的というのだろうか。

　最初こそどよめいていた閣僚たちも、いまは縋すがる表情で聖天子の言葉を待っている。

　ゆっくりと息を吸う。

　こんな時こそ、自分がしっかりしなければ。

　聖天子は胸を張ると、凜りんと顔を立てる。

「みなさん、我々の手で事態を制御出来るうちに対策を考えましょう。恐怖の感染を止め、可能な限り秩序を維持しなければなりません。いま私たちが理性を放棄すれば、手のつけられない大混乱が持ち上がることになります。首都機能の麻ま痺ひと無政府状態。その先にあるのは東京エリアの終しゆう焉えんです。戦わずに負ける事態だけは避けなければなりません」

　聖天子は、傍かたわらの菊きく之の丞じようを見る。

「菊之丞さん、こんな時のために東京エリアには大深度地下シェルターがあったはずです。シェルターにはどれだけの国民を収容出来ますか？」

「おおよそ三〇パーセント程度かと。食料をありったけ詰め込んで籠ろう城じようしても、二ヶ月救助がこなければ終わりです」

「やらないよりはマシです。いますぐ三〇パーセントの国民を選び出すシステムの構築をお願いします」

　官房長官が慌てた調子で口を挟はさむ。

「閣下、民みん警けいの護衛機をつけた航空機で、他エリアへいますぐ国民を輸送するべきです」

　菊之丞は首を振った。

「無駄だ。巨大な甕かめの水を、ひしゃくですべて掬すくおうとする行為に等しい。国民の千分の一も救えぬ」

「では海路は？」

「海かい棲せいガストレアがいる。イージス艦かんや空母ならまだしも、高級フェリー程度ではガストレアに餌えさを与えるようなものだ」

「じゃあどうすれば良いと言うんですか！」

　頭髪をかきむしる官房長官を横目に、聖せい天てん子しは静かに切り出す。

「菊きく之の丞じようさん、代替モノリスの製作にどれくらい時間がかかりますか？」

「最短で十日でしょう。とても間に合いません。他ほかの方法を考えた方が──」

「──ならばたったいまから代替モノリスの製作に着手して下さい」

　菊之丞はハッとしたあと、すぐに深く俯うつむき「御ぎよ意いに」と礼をする。

「マスコミにはなんと言いましょう？」

「記者クラブを召集して彼らにすべての事情を打ち明けて下さい。その上で協力を仰あおぎましょう。彼らとて東京エリアが壊滅的なパニックに陥おちいることは、望まないはず」

「……記者クラブを抱き込めたとしてもネットの情報には歯止めが利きかぬでしょうな」

「それでも時間は稼げるはずです。どちらにせよ白はつ化か現象が進めば遠くからでも白化したモノリスが視認出来るはず。せめてそれまで保もてば結構です」

「それでは……」

　菊之丞が口ごもるのを引き取って、聖天子は頷うなずく。

「はい、モノリス倒壊から代替モノリス完成までの三日間、東京エリアを死守しなければなりません。菊之丞さん、総力戦になりますよ。自衛隊の三十二号モノリスへの召集を」

「民みん警けいにも、協力を仰がねばなりませんな……。私からも集められるだけ、声を掛けておきましょう。この際私情は挟はさみません」

　そういえば、菊之丞は『呪のろわれた子供たち』に好意的な感情を抱いていなかったか。

　菊之丞は続ける。

「聖天子様、憚はばかりながら、あなた様からも是非、信頼の置ける民警のツテを当たっていただきたい」

　菊之丞は一いつ旦たん言葉を切って、こちらの瞳ひとみをじっと見ながら、続ける。

「あなた様の一番信頼の置ける民警を」

「私の、一番信頼の置ける民警…………？」

　聖天子は、目を閉じる。しばらくしてゆっくり開ける。

　心は、決まっていた。
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　里さと見み蓮れん太た郎ろうの背後には黒板があった。

　直上には太陽があった。

　足元には芝生があった。

　そして、正面には蓮太郎の苦手な子供がいた──それもうじゃうじゃと。

　隣となりを見ると、カチコチに緊張した真っ黒セーラー服少女、天てん童どう木き更さらが直立不動の体勢で口元を引き結んでいる。

　蓮太郎は覇は気きのない瞳ひとみでもう一度正面を見る。

　子供たちが好奇心を隠そうともせずこちらを見上げていた。彼らは芝生に直接体育座りしており、机代わりに渡された長い板きれの上には鉛筆と消しゴム、ノートが広げられている。

　蓮太郎は肘ひじで木更の脇わきを小突き、小声で語りかける。

「どっちから自己紹介するよ？」

「さ、里見くんからお願い。私、緊張で口から心臓が飛び出しちゃいそう」

　木更の声は細かく震ふるえている。

　面倒くせーなと思いながら、蓮太郎はのそのそと一歩前に出ると、後ろ頭を掻かきながら子供たちの顔を順番に見渡す。

「えー、今日からお前まえ等らの先生をやることになった里見蓮太郎だ。よろしくな」

　軽く手を挙げて挨あい拶さつするが、子供たちは反応を示さず、じっと蓮太郎を見つめている。他ほかにも、なにか言えということだろうか。

「趣味は昆虫観察。植物採取。微生物とかも好きだ」

「………………」

「……一応天童式戦せん闘とう術じゆつっていう、格闘技も出来る」

「………………」

「………………。……なにか、質問あるか？」

「「「「「ハイハイハイハイハイハイハイハイハイ！！！！」」」」」

　途と端たんにクラス全員が猛烈な勢いで手を上げ、そのあまりにも無軌道な元気っぷりに気け圧おされる。

　一体どうしてこうなったと思いながら、途方に暮れ天を仰あおぐ。

　空に雲は少なく、青空。風はなく、航空機が飛行機雲を引きながら通過して、空に轟ごう音おんをまき散らしている。

　太陽に掌てのひらをかざし、目を細める。今日も暑くなりそうだ。

　東京エリア外周区・第三十九区。青空教室に蓮太郎たちはいた。

「頑張ってくださーい。里さと見み先生！」

　ふと、生徒たちのさらに後ろ側から、間延びした声が聞こえてくる。

　蓮れん太た郎ろうは恨みがましい目でそちらを見ると、折りたたみ椅い子すに腰掛け、喜色満面で撞しゆ木もく杖づえを振り回している男性がいた。

　百六十に満たない身長、薄うすく日焼けした肌には苦労を重ねた深いしわが刻まれている。鼻の上に小さな丸メガネを乗せていた。

　外周区のマンホールチルドレンたちの保護者を買って出ている初老の男性で、名前は松まつ崎ざきといい、蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件の際、延えん珠じゆ共々世話になっている。

　だが、なぜ自分たちなのだろうと思いながら首を傾け、生徒の中に混じってニコニコと手を振ってくる藍あい原はら延珠に視線をやる。隣となりのティナ・スプラウトは大胆にもホームルームの時間から机に突っ伏して寝ていた。

『里見さんと天てん童どうさんに、外周区の子供たちを教えてやって欲しいのです』──延珠を外周区の小学校に入学させて数日経たって、突然松崎からそう切り出されたのだ。

　蛭子影胤テロ事件の際、延珠は体内にガストレア因子を宿した『呪のろわれた子供たち』だと曝あばかれ、通っていた小学校の退学を余儀なくされている。

　その新しい受け皿としての小学校探しは差し迫った課題だったが、同時にデリケートな問題でもあったので、事は蓮太郎と木き更さらの間で慎重に進められた。

　最終的に二人の間で『他ほかの何を差し置いても延珠の居心地が一番』という合意が生まれ、外周区の青空教室（正式には東京エリア第三十九区第三仮設小学校）への転入へと至る。

　その矢先のことだったので、提案を受けた直後、蓮太郎と木更は困惑した。

「どうして、俺おれたちに先生なんてやらせようと思ったんだよ？」

　松崎はにこにことした相そう好ごうを崩さない。

「いえね、私ほどの老骨になると、教え方がいまいち古くなっていけません。新しい風を入れたいんです。ご覧の通り新しい先生は外周区ここには来ないし、ウチは半分ボランティアの形で運営されている吹けば飛ぶような学校です。現役の学生さんである里見さんたちに是非教きよう鞭べんを執とっていただけないかと」

　木更が眉まゆを八の字にして手をこまねいてしまう。

「私たちにだって、学校があるわ」

「はい、ですので土日の空いている時間だけでも、なにとぞお願いできないでしょうか？」

　蓮太郎と木更は、困惑して顔を見合わせた。







「「「「「ハイハイハイハイハイハイハイハイハイ！！！！」」」」」

　かまびすしい声に我に返ると、少女たちの剣山のような挙手攻勢がまだ続いていた。

　二十人からなる女生徒たちの服はボロボロで、いつ風ふ呂ろに入ったとも知れない汚い身なりをしている。当然だ、生徒は皆、外周区に捨てられた『呪のろわれた子供たち』と呼ばれる女児なのだから。

　蓮れん太た郎ろうは不安になる。果たして自分に、他人を教え導くなどという大任が勤まるのだろうか。

　弱気の虫につかれていることに気付いて頭を振る。駄目だな、こんな考え方じゃ。

　目を閉じ深呼吸すると、肺に日光を吸い込み、腹から声を出す。

「よしガキ共、先生がなんでも答えてやんよ──じゃあまずそこッ」

「ハイ先生！　先生は延えん珠じゆちゃんと結婚を前提に同どう棲せいしてるって本当ですか？」

　いきなりヘビー級のパンチが飛んできて呻うめいた。

　延珠がいきり立ちながら「本当だぞ！」と叫ぶ。

　蓮太郎は頭を抱える。お前、ちょっと黙ってろよ。

「そんなわけねぇだろ、居い候そうろうだよ。ハイ次ッ」

「里さと見み先生って呼べばいいんですか？　蓮太郎先生って呼べば良いんですか？」

　なんだそんなことかとホッとしながら、蓮太郎は顔の前でさっと手を振る。

「好きに呼んでくれ」

「変態！」「ロリコン！」「不幸顔！」

「ぶっ飛ばすぞテメェ等ッ」

　生徒たちはなぜか、楽しそうにキャッキャと笑い出す。

　それからいくつかの質問を捌さばくが、子供たちは蓮太郎がムキになるほど楽しそうに笑い出し、蓮太郎はあっという間に疲労してしまう。

「じゃあ、もう一人の先生に代わんぞ」

　質問の連打を浴びた蓮太郎は、げっそりしながら木き更さらにバトンタッチ。すれ違いざま「手て強ごわいぞ」と耳打ちする。木更はロボットめいたギクシャクした動きで進み出る。

「て、天てん童どう木更です。えーと、その……」

「ハイ先生！　延珠ちゃんが言ってたんですけど、おっぱいにパッドはいってないのにその大きさって本当ですか？」

「え？」

「先生！　延珠ちゃんが言ってたんですけど、おっぱいでかすぎて足元見えてないって本当ですか？」

「ええッ？」

　木更が真っ赤になって胸元を隠すとタジタジになる。やがてキッと蓮太郎を睨にらみ付けた。

「さ、里見くんなんとかしてッ！」

　無茶言うな。男の自分がその手の話題に介入できるわけねーだろ。

　イタズラが成功した延珠は、口元に手を当ててシシッと笑っている。蓮太郎たちより数日先に転入した延えん珠じゆは、最も早はやクラスを掌しよう握あくしているらしい。相変わらず凄すさまじい順じゆん応のう力りよくだ。

「ハイ木き更さら先生！　木更先生と蓮れん太た郎ろう先生は付き合ってるんですか？　結婚するんですか？」

　木更は赤面しながら叫ぶ。

「付き合ってません！　結婚も、し・ま・せ・んッ！」

　延珠はガッツポーズを取り、蓮太郎は心に深い傷を負った。

「あの、天てん童どう先生……」

　その時、松まつ崎ざき老人が遠慮がちに木更を手招きすると、何事か耳打ちする。

　途端に、木更がびっくりして松崎を見返す。

　次に松崎は「恭きよう子こ」と遠慮がちに女生徒の一人を手招きすると、女生徒が立ち上がり、恥ずかしそうに俯うつむきながら木更と松崎の元に行く。

　蓮太郎は事態の流れから取り残され手をこまねいた。一体、彼女たちはなにをしているのだろうか。

　恭子と呼ばれた少女が木更に耳打ちをする。

「え、早い。十歳で来たのッ？　私より二年も早い……」

　木更が声をひそめると、逆に少女に耳打ちする。

　最初こそ不安で押しつぶされそうだった彼女の表情が、徐々に緩和していく。

　木更は最後に恭子の両肩に手を置く。

「別に、女の子には必ず来ることなんだから、不安になることなんてないのよ。今度一緒にお買い物行きましょ。先生が色々教えてあげる」

　彼女は満面の笑顔を作ると、うんと大きく頷うなずいた。

「私、木更先生のこと好きッ！　これから、よろしくね！」

　そう言うと、そそくさと自分の席に戻っていった。

「里見くん……」

　木更がブルブルと体を震ふるわせながら、俯きがちに押し殺した声を出す。

「な、なんだよ……」

「里さと見みくんッ、ちょっとこっち来て！」

　言うが早いが、蓮太郎の袖そでを掴つかんで生徒たちの見えない廃はい墟きよまで引きずってくる。なにか、この傲ごう慢まん社長の気に障さわることを言っただろうか。

　最悪カツアゲされる可能性も視野に入れ、蓮太郎は胸の前で十字を切る。

　しかし次の瞬しゆん間かん、木更が喜色満面で小さくジャンプし始める。

「ねえッ！　聞いた里見くんッ？　私のこと、好きだって！　私のこと、好きだって！　キャ～～～～～～～～！」

　木更は両手で口元を覆おおうと、頬ほおを紅こう潮ちようさせ、胸をきゅんきゅんさせ始める。

「どうしよう。私、『優しくて格好いい木更先生』路線で行こうと思ってたのに、こんなだらしない顔じゃ、みんなに合わせる顔がないわ」

「…………そういえば、木き更さらさん子供好きなんだっけか？　あんなのの、どこがいいんだ？　うるさいだけだろ」

　木更がムッとして腰に手を当てる。

「いいわよね里さと見みくんは。どこに行っても子供に好かれてッ！　どこに行っても子供から嫌われる私の気持ちなんて里見くんにはわからないわよッ」

「あれは、好かれてるんじゃねぇよ」

「違うの？」

「違ぇよ。木更さん、サバンナに生息するブチハイエナの群れを思い浮かべてくれ」

「ブ、ブチハイエナ？」

「そうだ。ブチハイエナの群れの前を草食動物のヌーの群れが通りかかんだろ？　そうすると、ハイエナは一番弱い個体を見つけて三十頭から八十頭の集団で襲おそいかかって狩りをするんだ。あいつらは、俺が一番弱そうなのを嗅かぎ分けて、集団で襲いかかってきてるんだよ。別に好かれてるわけじゃねぇ」

「そういうものかしら？」

　木更が釈然としない顔をするが、すぐに頬ほおを叩たたきキリッとした表情を作ると「さ、いい加減戻りましょ」と言って踵きびすを返すと、生徒たちの元に戻る。そして粗末な教きよう壇だんに立つと、漆しつ黒こくのストレートロングの髪をパッと掻かき上げた。

「まだ、私に質問ある子いるかしら？」

「ハイ先生！　木更先生の着てる制服って美み和わ女じよ学がく院いんのものですか？」

「あら、よく知ってるわね。結構有名な高校なんだけど、みんな知ってる？」

　どうやら、質問した子以外はミワ女じよを知らないらしく、一斉に首を振る。

「じゃあ、みんな聖せい天てん子し様って知ってる？」

　今度はクラスメイトのほとんどが首を縦に振った。

「あの、キレーなお姫様だよね」「コッカゲンシュなんだよね？」

「そうよ、聖天子様もミワ女に在籍なさってるわ。といっても、政務が忙しくてまだ一度も登校されたことがないけどね」

　子供たちから感嘆の声が上がる中、申し訳なさそうに肩を丸めていた女生徒の一人がおずおずと、手を上げる。

「私、聖天子様見たことない」

「あら……」

「聖天子様とはあんな奴やつだぞ！」

　延えん珠じゆが立ち上がって指差す方向を、なにを馬ば鹿かなと思いながら振り返り──そして蓮れん太た郎ろうは飛び上がりそうになった。

　草くさ原はらの二○メートルほど向こうの路肩。停車したリムジンの中からいままさに聖せい天てん子しが降り立ち、レース付きの日傘を片手に一直線にこちらに歩いてくる。

　ウェディングドレスに似た白い礼装に身を包んだ絶対的な美び貌ぼうの持ち主。間違いない、本物だ。どうして外周区に？

　聖天子は、絶句している蓮れん太た郎ろうを尻しり目めにさっと横を通り過ぎて生徒たちの前に立ち、にっこりと微ほほ笑えんだまま、小さく手を振る。

「ごきげんようみなさん。勉強は楽しいですか？」

　生徒たちは、小さく口を開けたまま固まってしまった。

「ふぁ？」という声を上げて、ただ一人、いままで寝こけていたティナが目を覚ます。

　やがて聖天子は振り返り、まっすぐに蓮太郎と木き更さらを見た。

「里さと見みさん、天てん童どう社長、国家の存亡に関かかわる非常事態です。あなたたちにお願いがあります」




　　　　２




　ハッピービルディング三Ｆ・天童民みん間かん警けい備び会がい社しや事務所内には、重い沈黙が降りていた。

　応接ソファセットの向かいには、聖天子。ガラステーブルを挟んで反対側、二人掛けのソファには蓮太郎と木更が並んで座っている。

　聖天子の前に置かれた湯飲みの中、ほうじ茶に浮いた茶柱が、所在なさげに揺れている。

　蓮太郎と木更は、たったいま、聖天子の説明を聞き終わったばかりだった。

　内容は、にわかには信じ難いものだった。

　チリンチリンと、場違いに澄み切った風鈴の音が室内に響ひびく。

　不快な顔の汗を拭ぬぐう。押さえたこめかみは、熱く脈打っていた。

　蓮太郎はゆるく首を振りながら顔を上げる。

「聖天子様、確認させてくれ。あと六日で、モノリスが倒壊してガストレアが乗り込んできて、東京エリアはパンデミックで壊滅するんだな」

「なにも対策を打たなければ、そうなります」

　蓮太郎は、ガラステーブルの上に広げられたモノリスの白はつ化か写真と、目を逸そらしたくなるおぞましいガストレア頭部の写真を見た。

「昨日のニュースでは、モノリスに近づいたガストレアはすぐに追い払えたって……」

「マスコミの方には、事情を話して協力していただきました」

「言論の自由が聞いてあきれるな」

「いま東京エリアが機能不全に陥おちいるのは里見さんも望まないはずです。知るべきではない情報、毒にしかならない情報は私の元で管理させていただきたいのです」

「独裁者も、アンタとそっくりのことを言うぜ」

「ちょ、ちょっと里さと見みくんッ？」

　聖せい天てん子しが「構いません」と言いながら小さく首を振る。

「どちらにせよ、数日ののちにはモノリスの白はつ化かが遠方からでも確認できるようになります。いま、アルデバランの号令の下、モノリスの外にガストレアが集結しつつあります。最終的には結集したガストレアは二千体に及ぶと予測されています」

「二千体！　冗談でしょッ」

　木き更さらの驚きよう愕がくに、蓮れん太た郎ろうも深く俯うつむく。

「……無茶だ。殺される。全滅だ」

「それが起こらないように、私たちも全力で奔走しているのです」

　蓮太郎は顎あごに手を当てた。

「でも、どうしてアルデバランなんだ？」

　聖天子はゆっくりと首を振った。

「私にもわかりません。現在調査中です」

「え？　どういうこと？」

　木更が困惑の声を上げる。

「木更さん、アンタ、アルデバランについてどれくらい知ってる？」

「えーと、たしか結構早い段階から確認されてるステージⅣのガストレアで、ガストレアが同時多発的に暴れ回った十年前、アジアを中心に猛威を振るった個体よね？」

「なんで、アルデバランなんて識別コードが与えられているかわかるか？」

「それは……知らないけど…………」

「アルデバランは、ステージⅤゾデイアツク・金牛宮タウルスにいつもくっついて現れた古参のガストレアなんだ。タウルスは群れで行動していた珍しいステージⅤで、アルデバランはその右腕とも言えるポジションにいた。だから十二星座の牡お牛うし座ざの中で一番明るい星であるアルデバランの名前が個体識別コードに据えられた」

「でも里見くん、タウルスって確か……」

　聖天子がその疑問を引き取って頷うなずく。

「その通りです。十一体存在するゾディアックガストレアの中で、現状三体の撃滅が確認されています。一体は里見さんが倒した天蝎宮スコーピオン、一体はドイツのイニシエーターにして現在の序列二位が倒した処女宮ヴアルゴ、そして最後の一体、かつて無敵のガストレアと恐れられた金牛宮タウルスの軍団は、現在序列一位、世界最強のイニシエーターによって撃滅が確認されているのです。そして一番重要なのはアルデバランは完全体ステージⅣであって、ステージⅤゾデイアツクではないということ」

　木更が口に手を当て「あっ」と小さく漏らす。

「そうだ木更さん、ゾディアック以外のすべてのガストレアは、モノリスによる磁場の影えい響きようを受けるから、本来なら絶対にモノリスの中に入ってくることなんて出来ないはずなんだ」

「でも、アルデバランは現実にモノリスに取り付いてバラニウム侵食液を注入して撤てつ退たいしている……」

「そう、そこが謎なぞなんだ」

　木き更さらも考え込んでしまった。蓮れん太た郎ろうは「ただ」と言って聖せい天てん子しを見る。

「そっちはわからないけど、アリの一件はきっと陽動だったんだろうな」

「陽動、ですか？」

　聖天子は目を白黒させるが、やがて考え込むような表情をして続ける。

「里さと見みさん、それは考えられません。幼体ステージⅠではモノリスへの侵入は不可能です。入ってこれないガストレアは陽動には使えません」

「聖天子様、アンタ『アリの自己犠ぎ牲せい』って知ってるか？　南米のアリの一種は日暮れ時になると巣を守るために巣穴を覆おおって塞ふさぐんだけど、その際働きアリのうち何匹かが外に残って外から作業を行い、翌朝までには全員死んじまう。つまり、巣というネットワークを守るための捨て石として職務をまっとうするんだ」

「里見さんは、自衛隊施設を襲おそったモデル・アントの行動は自己犠牲の末のものだとお考えなのですか？」

「そうとしか考えられねぇだろ。百歩譲って完全体ステージⅣがモノリスに取り付くことができるなにかがあったとして、末端の幼体ステージⅠまで侵入できるはずがない」

　体内にガストレアウィルスを保菌しているだけの『呪のろわれた子供たち』でさえ、モノリスに至近距離まで接近すると体調が悪くなったり、失神したりする場合がある。

　モデル・アントならば、自衛隊が殲せん滅めつするまでもなく放っておいても磁場の影えい響きようで衰弱死しただろう。

「つまり奴やつ等らは、アルデバランがモノリスに取り付いてバラニウム侵食液を注入するまでの時間を稼ぐためにモノリスを突破したんだ。自分たちが死ぬことは百も承知でな」

「随ずい分ぶん……組織的な行動ですね。いままでになく……統率が取れている」

　聖天子が唸うなったまま考え込んでしまうが、しばらくして顔を上げる。

「里見さんの説、大変参考になります。しかし凄すごいですね里見さん。いま複数のガストレア専門家が額ひたいを合わせながらモデル・アントがなぜモノリスの中に入ろうとしていたのか探ろうとしているのに、里見さんはそれを一いつ瞬しゆんで──」

「──里見くんは一種のオタクですから」

「グッ。それを言うなよな……」

　肩を落とす蓮太郎を、聖天子は不思議そうな表情で見た。

「里見さんは、昆虫に詳しいのですか？」

「昆虫だけじゃなくて動植物全般だよ。まあ、ファーブル昆虫記が好きだったんでその延長系でな…………」

「なるほど……。お友達がいなかったので虫が友達だったんですね」

「どうして俺おれが虫に詳しいと友達がいないことになるんだよ！」

　その時、彼女の唇くちびるの端が過度の緊張で一いつ瞬しゆん震ふるえたのを見み咎とがめて、蓮れん太た郎ろうの中になにかがストンと降りていく。冗談で気を紛らわさねばならないほど、聖せい天てん子しも思い詰めているらしい。

「聖天子様、アンタ俺になにをさせたい？」

　聖天子は静かにお茶に口をつけると、顔を上げた。

　風鈴が鳴り、その隙すき間まからクーラーの動作音が室内に響く。

「里さと見みさんに『アジュバント』を結成して欲しいのです」

「アジュバント？」

　隣となりを見ると、木き更さらが緊張に体を強こわ張ばらせている。どうやら木更には、アジュバントとやらがわかるらしい。

「木更さん、なんだよそれ？」

　木更が愕がく然ぜんとした表情でこちらを見る。

「ちょっと里見くん、『アジュバント・システム』知らないの？　民ラ警イ許セ可ン証ス取るとき座学で習ったじゃない」

「知らねぇよ。座学なんてほとんど寝てたからな」

　木更が「あきれた」と言って、額ひたいに手を当て、続ける。

「政府は、緊急措置として民警を自衛隊組織に組み込んで運用することが出来るの。アジュバントは、部隊を構成する民みん警けいの分隊システムの事よ」

「分隊システム？　俺にチームを組んで戦えってことかよ？」

「その通りです」と頷うなずいて、聖天子はそのまま続ける。

「アジュバントはチームリーダーの上にそれを統率する軍団長を置いて戦います。つまり『蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件』の際の依頼形式とはまったく異なるものなのです。

　現在私たちは、大規模な民警の部隊を組織するため主要な民警各社に呼びかけています。里見さんにも民警分隊のチームリーダーとなるためにメンバーを集めてもらい、来きたるガストレアとの決戦に参加して欲しいのです。

　里見さん、代替モノリスの製作と運搬にはどれだけ急いでもあと九日かかります。里見さんたちには、モノリス崩壊から代替モノリスの建造着手までの三日間、崩壊したラインから侵入してくるガストレアを一体残らず迎撃して欲しいのです」

　聖天子は膝ひざの上で手を重ねると、背筋を伸ばした。

「突然のことで混乱しているのはわかります。しかしお願いします里見さん、国家のために、いま一度力を貸していただけませんか？」
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　大変なことになってきたものだ。

　蓮れん太た郎ろうは両手をポケットに突っ込んだまま俯うつむきがちに帰路を急ぐ。

　空には月が輝かがやき、多方向から当たる街灯のきらびやかな明かりが石畳の上にいくつもの蓮太郎の影を投げる。

　どこからか、陽気なジャズ系の店内音楽が漏れ聞こえてきて、蓮太郎は立ち止まり、首を巡らせる。

　天てん童どう民みん間かん警けい備び会がい社しやのテナントが入っているハッピービルディング周辺は、夜になると飲み屋街に変わる。ネクタイを頭に巻いて千鳥足で歩く酔すい漢かん、ゴミ箱を漁あさる痩やせ犬、客引きやビラ配りなど様々な夜の種族がひしめき始めていた。

　普段気にも留めていなかった光景を、蓮太郎は随ずい分ぶん長い間見つめていた。

　まるで普通だ。とても、六日後に東京エリアの破滅が迫っているようには見えない。

　自分は、聖せい天てん子しに謀たばかられているのではないか。聖天子の悪質なジョークに付き合わされているだけではないか。

　蓮太郎は、呈ていの良い幻想にすがりつこうとしている自分に気付いた。

　首を振り、自分を叱しつ咤たする。

　あの堅かた物ぶつな国家元首はこの手のことに関しては嘘うそも偽いつわりも言わないのだ──非常に忌いま々いましいことに。

　遥はるか遠くにあるモノリスの方向を睨にらんだが、さすがに暗くて見えなかった。

　十年間もヒトを守ってきた不倒の壁。強固極まる頼もしい壁──人類の叡えい智ちが築き上げたモノリスは、倒壊する。六日後、確実に。

　蓮太郎は、自分の神経がささくれ立っていることに気付き踵きびすを返すと、帰路につく。

　聖天子が直じき々じきに訪れるということは、自分は個人的に期待されているのかもしれない。蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件の際に見た、人もなげな態度を思えば凄すさまじい進歩だ。

　だというのに、聖天子の依頼に自分は即答できなかった。

　この依頼、危険が大きすぎる。

　そもそもスタンドプレイヤーの代名詞のような民みん警けいがチームを組んで戦う？　こんな状況でもなければ冗談もほどほどにしろと言いたい。

　プライドの高い民警社員に、組織立った行動など求めるべくもない。司令官に当たる人間が命令を下したところで、精せい々ぜいがてんでんバラバラに戦うだけだろう。

　そして敵のガストレア軍団はといえば、モノリス襲しゆう撃げきの顛てん末まつから見ても高度に組織化されていると見て間違いない。

　いくら個人の戦力が特化していたところで、戦争などの軍団戦でまったく意味をなさないのは、幾多の近代戦史が証明している。

　夜の夏の生暖かい風が、顎あごから首にかけて撫なでていき、靴の裏がコツコツと石畳を規則的に叩たたく。

　自分は、延えん珠じゆになんと言えばいいのだろう。

『蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件』や『聖せい天てん子し狙そ撃げき事件』の記憶も新しいうちに、自分は延珠に命をかけろと言うつもりなのか？

　まだ、十歳の子供なのに。

　気付けばボロアパートの前に立っていた。

　疲れた頭を掻かきながらサビできしむ鉄階段を上り、自室のドアノブを回す。

　突然、鋭利な刃物が二振り胸元に押し当てられ、ぎょっとする。

　戸口には魔法少女が二人立っていた。

　正確には、赤穂あこう浪士系魔法少女アニメ『天てん誅ちゆうガールズ』のコスプレをした少女たちである。よく見れば刃物に見えたのはおもちゃの刀とう身しんで、それにマジカルステッキの柄えを組み合わせた『ステッキブレード』というオモチャだとわかる。
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「本当にやるんですか、延珠さん？」

　天誅ピンクことティナの不安そうな声に、天誅レッド・延珠が胸を張る。

「なにを言う。こういうのに、男という生き物はクラッとくるのだ。よしティナ、リハーサル通りいくぞ──」

　小さく「いっせーのーで」と呟つぶやくと、二人は可愛かわいらしくしなを作り、声をハモらせる。




「「────あなたのハートに天てん誅ちゆう天誅♪」」




　蓮れん太た郎ろうは、今日一日悩んでいたことが一いつ遍ぺんに馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきた。

　そういえば、今日はティナが泊まりに来る日だったか。







　蓮太郎は、居間の座卓の前に座布団を引いて腰掛ける。時計を眺めると、午後の七時を回っていた。テレビをつけるが、背後が気になって集中できない。

　台所を見ると、こちらに背を向ける形で二人がキャッキャとめん棒らしきものを振り回しながらはしゃいでいる。

『今日は妾わらわたちが料理を作るから蓮太郎は黙ってもてなされるといい！』そう言って、わけもわからず座らされて随ずい分ぶん経たつ。

　蓮太郎がそわそわと落ち着かないのは、持ち場である台所が取られたからだけではない。

　──しかしまあ、なんつー格好だ。

　座った蓮太郎の目線の高さからは、二人の腰元で揺れている、スカートと呼ぶにはあまりに短い布きれがちょうど目に入る位置にある。

　蓮太郎は、赤穂あこう浪士討ち入りと魔法少女モノのミックスマッチなどというアニメがどういう層に受けているのかさっぱりわからなかったが、多分純粋な少女世代プラスアルファ、お世辞でも純粋とは言えないような魂の濁った大人にも人気があるのだろう──天誅レッドと天誅ピンクのスカートからちらちら覗のぞくパンツを見てそう確信する。

　蓮太郎は頬ほお杖づえを突いていつの間にか、二人の料理風景をじっと見ていた。

　小麦粉まみれになっているティナの横顔は、グースカ寝ていた今朝方とは打って変わって溌はつ剌らつとした精気がみなぎっている。

　彼女は、体内にフクロウの因子を宿しているせいで極度の夜型なのだ。

　彼女の序列が、世界で二十四万組いる民みん警けいの正規ペアの内、元百番以内──一キロ以上先の標的を一撃必殺で仕留める暗殺者だと言って、誰だれが信じるだろうか。

　そうこうしているうちに、香ばしい匂においが漂ただよってきて延えん珠じゆとティナが大皿片手に戻ってくる。

　座卓に並べられた大判の料理を見て、蓮太郎は思わず感嘆の声を上げた。

　ＬＬサイズはあろうかという巨大ピザである。

　真っ赤なトマトケチャップの層を覆おおうグツグツ沸騰したチーズから漂ってくる芳ほう醇じゆんな匂いに、胃がキュッと鳴る。具もサラミやきのこのみとシンプルだ。申し分ない。

「さ、蓮れん太た郎ろうさん。腕によりをかけて作りました。食べてください」

　打ち粉で真っ白になったティナを横目に、蓮太郎は切り分けられたピザの一切れを口に運ぶ。

　焼き色のついたチーズの濃厚な旨うま味み、サラミから溶け出たジューシーな肉汁、薄はく力りき粉こが混ぜてあるのかサクサクしたクリスピーな食感が口の中に広がる。

　延えん珠じゆたちがまんじりともせず蓮太郎を見つめているのを横目で見て、もったいつけて空から咳ぜきをする。

「うん、うまい」

「そうですか」

　ティナが眼めを細めながらうっすらと微ほほ笑えむ。

　蓮太郎は意地悪く笑うと延珠の方を横目で見た。

「とくに鈴カステラやチーズ蒸しパンが生地に練り込まれていないところが高得点だな」

　延珠が悔しそうにいきり立った。

「も、もう入れないのだ！」

「延珠さん、そんなものを蓮太郎さんに食べさせていたんですか…………」

　嘆息するティナに、蓮太郎は改めて向き直る。

「いや、ウチの女性陣ははっきり言って料理の腕が壊かい滅めつ的だから、お前に関しても諦あきらめかけてたけど美う味まいもんだ。でもどうしてピザなんだ？」

　ティナは両りよう掌てのひらを合わせると、うっすらと笑った。

「ピザとペプシコーラは、私の国アメリカの伝統料理なんです」

　ティナは、イタリア人が聞いたら激怒しそうなことを言った。

「……なあティナ、頼みがある。その調子で木き更さらさんにも料理を作ってやってくれ。あの人は放っておくとコンビニ弁当ばっかり食ってるからな」

「じゃあ今度、アンチョビ・ピザをお作りします」

「え？　いや、そうじゃなくて他ほかの料理だよ」

「じゃあカルボナーラ・ピザ」

「だから他の」

「マリナーラ・ピザ」

「なんでピザばっかりなんだ？」

「私、ピザしか作れませんよ？」

「マジかッ？」

　ティナは、ピザマシーンだった。

　蓮太郎は溜ため息いきをつく。

　ティナ・スプラウト。聖せい天てん子し狙そ撃げき事件の下げ手しゆ人にんでありながら、聖天子自身の献けん身しんによって保護観察程度の処分に落ち着いた彼女は、現在木き更さらの家に居い候そうろうしている。あの事件から一ヶ月ほど経たったが、延えん珠じゆは友達として、木更は妹として、ティナに屈くつ託たくなく接している。

　蓮れん太た郎ろうは、運命というものの皮肉に苦笑を禁じ得ない。一時は延珠も木更も、ティナと命のやりとりをしたというのに。

　どうしてそんなに切り替えが早いのか不思議に思って二人に聞いてみると『戦いが終われば恨みは無用だ』と異口同音に返ってきて、蓮太郎は困惑した。

　そういうものなのだろうか？　自分にはよくわからない。

「ティナ、ところでその服装……」

　指摘されてティナがフリルまみれの天てん誅ちゆうピンクの服を見ると、ぎこちなくはにかむ。

「可愛かわいい……ですか？」

「お前、天誅ガールズわかんのかよ？」

「はい、この前延珠さんにファーストシーズン全話見せてもらいました」

「どうだった？」

「ジャパニメーションの神しん髄ずいを見ました」

「そこまで言うか……」

　ティナが、すす、と蓮太郎の横にすり寄ってくると、おもむろに腕を絡からませて頭を蓮太郎の肩にもたせかけてきた。柔らかい重み、さらさらのプラチナブロンドからは女の子特有の良い匂においがする。

「私、蓮太郎さんに感謝してます。ランド教授の元にいたら、決して味わうことのなかった、夢のような生活。私、蓮太郎さんみたいなお兄さん、ずっと欲しかったんです」

　一いつ旦たん言葉を切ると、ティナは蓮太郎の腕の中で薄うす笑わらいを浮かべながら上うわ目め遣づかいにこちらを見る。

「蓮太郎さんのこと『お兄さん』って呼んでもいいですか？」

　蓮太郎はドキッとして顔を逸そらしながら頬ほおを掻かく。

　木更といい延珠といい、天てん童どう民みん間かん警けい備び会がい社しやは美人美少女には事欠かないな、と内心独ひとりごちる。

「駄目だぞティナ！　抜け駆け禁止！」

　延珠が慌てて立ち上がると蓮太郎とティナの間に割って入るや、噛かみつきそうな表情で蓮太郎を見る。

「それに蓮太郎もなんだ！　いまデレデレとだらしない表情してた！　妾わらわがおっぱい押し当てても喜ばないくせに！」

　蓮太郎は後ろ頭を掻く。

「お前のは洗濯板押し当てられてるみてーでゴリゴリしてて痛ぇんだよな」

　延珠はその場で地じ団だん駄だを踏み始めた。

「ぬぅぅぅ！　妾わらわもそのうちおっぱいエリートになるの！　だからいまは我慢するのだ！」

　なんだよおっぱいエリートって……。

　その時、ティナが表情を消してすっと立ち上がり、延えん珠じゆを見た。

「延珠さん、不意打ちはしたくないので、ここではっきり言っておきます。──私、お兄さんのこと、本気ですから。延珠さんにも天てん童どう社長にも、渡しません」

　延珠は、戦友に背中から撃たれたみたいな顔をした。

「ティ、ティナ？　……で、でも、妾たちは当面の敵であるおっぱい大王の木き更さらを倒すために団結するって……」

　ティナは小さく首を横に振った。

「私も、最初そう思っていました。たしかに天童社長のハリのあっておっきいおっぱいは脅きよう威い的です。ガンダムで言うならビグザムです。けれど考えてみてください。お兄さんは一人しかいません。たとえ天童社長からお兄さんを略奪しても、あとに起こるのは私と延珠さんの血で血を洗う闘とう争そうです。ならば私には、最初から味方なんていらない」

　延珠はショックに瞳ひとみを見開きながらも、懸命な表情で自分の胸元にある服の生地を引っ張る。そこには『Ｃ．Ｏ』と書かれたバッジがあしらわれていた。

「じゃ、じゃあ妾たちが作った対巨乳組織『カウンターおっぱい』は、どうするのだ？」

　ティナは再びかぶりを振る。

「今日限りで、解散です」

　ティナも、自分の胸元にあしらわれた『Ｃ．Ｏ』バッジをむしり取ると、地面に叩たたきつけ、かかとでにじった。

「うわああああッ、な、なにをするのだティナッ。せっかく作ったのに！」

　延珠はティナの足元にかがみ込んで涙ながらに『Ｃ．Ｏ』バッジを掻かき抱く。

　ティナはクスクスと冷笑して延珠を見下ろす。

「それにホラ、私、延珠さんより胸ありますし」

「ティ、ティナッ。裏切り者ッ、泥棒猫！　牝め豹ひよう！　メス猫！　キイイイィィィィ！」

　とても十歳の女児たちの会話とは思えなかった。

　あっという間に内部分裂を始めた『カウンターおっぱい』の内ゲバを眺めながら、蓮れん太た郎ろうは嘆息する。

　ともあれ、ティナも無事、天童民みん間かん警けい備び会がい社しやに馴な染じみつつあるらしい。







　生暖かい夜の空気が八畳一間に漂っていた。蚊取り線香の薬臭いにおいが充満し、窓の外からはスズムシとマツムシの控えめなユニゾンが聞こえる。

　午後の十時を過ぎ、消灯してしばらく経たつ。

　眼めはすでに闇やみに慣れていた。川の字に敷しいた布団の真ん中で複雑な木目を描く天井を眺めながら、蓮れん太た郎ろうは物思いにふける。

　食事を取り、宴えんもたけなわの頃ころ、蓮太郎は二人を招いてモノリス崩壊と、そこから侵入するガストレアが引き起こす最悪のシナリオを説明して見せた。

　さすがに、二人も束つかの間ま顔色を失ったが、延えん珠じゆはすかさず「妾わらわたちも戦うぞ！　妾たちが何とかすれば良いではないか！」と憤然と切り返す。

「延珠、お前はそれで……良いのか？」

　死ぬかもしれないんだぞ？　──そう、口から出かける。延珠やティナとて、民みん警けいの社員として幾いくたびもガストレアとの戦せん闘とうを経験しているはずだ。徒党を組んだ二千体のガストレアがどれほどの脅きよう威いか、見誤っているとも思えない。

「お兄さん」

　ティナが一歩進み出る。厳しい表情が張り付いていた。

「ＩＩＳＯに祝福された序列九十八位ティナ・スプラウトは、かつて序列千番の里さと見み蓮太郎との戦いで敗れ、一度死にました。いま生きているのはきっと二度目の命──それは、あなたの好きに使ってください、お兄さん」

　蓮太郎は、こちらを見上げるティナと延珠の凜りんとした瞳ひとみに面食らった。

　死への造反か、生への諦てい観かんか──この二人の芯しんの強さはどこに根があるのだろうか。

　二人より大人であるはずの蓮太郎と木き更さらですら、聖せい天てん子しの依頼内容を聞いて即断出来なかったことなのに…………。

　蓮太郎はかぶりを振った。

「わかった。二人の意志、木更さんにも確かに伝えておく」







　右みぎ隣どなりの布団からは延珠のイビキが聞こえて、意識は、布団の中に帰ってきていた。

　静寂が耳に痛い。時計の秒針を刻む音がやけに大きく耳に響ひびく。

「お兄さん、起きてますか？」

　蚊の鳴くような声は、左側から聞こえた。ティナだ。

　蓮太郎はできるだけ穏やかに「眠れないか？」と切り出す。

「はい」

　無理もない。夜行性の因子を宿したティナにとって、本来ならいまが一番活動的になる時間帯だ。

「少し、話し相手になってくれませんか？」

「別に、構わねーぜ」

「私、色々考えたんですけど、これから夜は睡眠薬を飲んで、朝方の生活サイクルに直そうと思うんです」

「…………別に、無理しなくてもいいんだぞ」

「いえ、私がそうしたいんです。私も、お兄さんや延えん珠じゆさん、天てん童どう社長と同じ時間を生きたいから」

　そこまで言うなら、止める方が酷こくというものだろう。

「食事の時も言いましたけど、私、蓮れん太た郎ろうさんに感謝してるんです……。天童民みん間かん警けい備び会がい社しやは温かくて気持ちよくて、ずっとここにいたいって思います。いままで生きていた中で、一番幸せなんです」

　ティナの言葉は、だんだん熱を帯びていく。蓮太郎は逡しゆん巡じゆんしたが、ゆっくりと口を開く。

「ティナ、一つだけ言っておくことがある。多分、この生活は長くは続かない」

「アルデバランのことですか？　なら、心配しないでください」

「そうじゃない」

　窓の外を風が吹き、窓が振動。松風が地を払い、葉は擦ずれの音がカサカサと鳴った。

「延珠さんの……体内侵食率の、ことですか？」

　蓮太郎は横目で延珠を見た。布団を蹴け飛とばしパンツ丸出しで寝ている延珠は「むにゃ」といって、小さく寝返りを打つ。

「それもある」

「他ほかにもあるんですか？」

　蓮太郎は両手を頭の後ろに置いて天井を見つめた。

「そうだな、ティナももう部外者じゃないからな。──なあティナ、俺おれと木き更さらさんが最初に天童民間警備会社を始めたのはどうしてだと思う？」

　質問の意図を判じかねたのか、ティナの頭に疑問符が浮かぶのを感じた。

「ガストレアを倒して市民の平和を守るため、ですよね？」

「つまり正義の心で、ってことか？　残念ながら違ちげぇよ。俺たちが最初に民みん警けいを始めた理由は純粋な復ふく讐しゆうだ。俺は手足と目玉を食われてるし、木更さんもガストレアに両親をやられた。だからこの世のガストレアすべてを滅してやるんだって憎悪と復讐の念で民警を始めた。俺も『奪われた世代』の多分に漏れず、『呪のろわれた子供たち』が大嫌いだったから、本当はイニシエーターとパートナーを組むのも嫌いやだったし、イニシエーターが妙なことをしたらその場で撃ち殺してやると思ってた。でも、やってきた延えん珠じゆは、何回も人間に裏切られて、俺たち以上に冷たく乾いた瞳ひとみをしてた」

　暗くら闇やみの中、ティナが息を詰める音が聞こえてくる。おそらく現在の天てん童どう民みん間かん警けい備び会がい社しやと、当時の殺さつ伐ばつとした天童民間警備会社が同一軸上にあると信じることが出来ないのだろう。

「それからたった一年で、いまの状態に落ち着いたんですか？」

「そうだ。まず俺と延珠が変わった。そしてそれが木更さんにも波は及きゆうした。ただそれだけだ」

　ティナは暗くら闇やみで、しばし考え込むような沈黙を返す。

「その話、もっと聞いてみたいです。天てん童どう社長にも聞いてみて良いですか？」

「駄目だッ」

　気付けば布団をはねとばしてティナに詰め寄っていた。ハッとして口元に手を当てると、ゆっくり首を振る。

「すまん……。でも、木き更さらさんの過去に触れるな」

　蓮れん太た郎ろうは首を傾けてティナを見ると、彼女は眼めを白黒させていた。

「ティナ、お前の知ってる木更さんってどんなだ？」

「それは……。もちろん優しくて、仕事が出来て、包容力があって、格好良いです」

「じゃあ絶対に木更さんに過去の話は振るな」

「どうしてですか？」

「お前の知ってる木更さんじゃなくなる」

「え？」

　蓮太郎は鼻から長く息を吐いて眼をつぶる。眠気は、ほとんど散ってしまっていた。

「ティナ、俺おれたち三人にはそれぞれ目的がある。俺は両親の死の真相を、藍あい原はら延えん珠じゆは自分を生んでくれた両親を探して──そして、天童木更は自分の家族を殺した奴等を殺すために生きている」

　ティナがブルリと震ふるえ、布団を引き寄せて肩までかけた。

「そんな、天童社長が──」

「ティナ、そのうちもっと色々話してやる。俺の覚えてる限りの両親の記憶。なぜ延珠の名字が『藍原』なのか、木更さんの無念。けど、今日はもう寝ろ」

　蓮太郎はティナの頭の上に手を置く。ティナは、しばらく沈黙していたが、やがて視線を上げる。

「じゃあ腕うで枕まくらしてください」

「ハァッ？」

　なんで『じゃあ』になるのか、さっぱりわからない。

　こちらの了解も得ずに、ティナが蓮太郎の布団に潜もぐり込んでくる。しぶしぶ左腕を枕まくら代わりに貸してやると、ティナが嬉うれしそうに頭を乗せ、くんくんと蓮太郎の袖そでの匂においを嗅かぎ始める。

　なにをやっているのかと苦笑しながら視線を天井に戻す。

　どうせしばらくは眠れまい。そうタカを括くくっていたが、不思議と隣となりに体温があるのは心地良く、目ま蓋ぶたが重くなっていき、やがて意識が拡散していった。







　目蓋の裏にチカチカと光が明滅していた。

　朝の爽そう気きを含んだ微び風ふうが首筋から肩にかけて撫なでていく。

　何かが風になびくハタハタという音がして、薄うす目めを開け、頭を起こす。小さく開けた窓から入り込んだ風が、カーテンのドレープを揺らし、日の光を明滅させていた。今日も天気は良さそうだ。

　体を起こして時計を見ると、午前の六時。

　早起きの延えん珠じゆはすでに起き出しており、蓮れん太た郎ろうに気付いてツインテールを揺らしながら手を上げる。

「起きたか蓮太郎！　朝のコーヒー作ってるぞ」

　延珠の言葉が合図になったかのように、ヤカンが笛を鳴らし、テレビがきっかり六時の時報を告げながらアップテンポな音楽と共にニュース番組を流し始め、一気に朝が騒そう々ぞうしくなる。

「ちょっと里さと見みくんッ？　入るわよ」

　突然戸外から声がしたと思うや、合い鍵かぎを乱暴に突っ込む音がして、やや憤ふん然ぜんと腰に手を当てた黒セーラーの木き更さらが現れる。

「さあ、ティナちゃんを返してもらいに来たわよ」

　蓮太郎は、寝癖で跳ねた頭髪を掻かきながら抗弁する。

「返して、って……別に俺おれが奪い取ったわけじゃねーだろ」

「似たようなものじゃないッ。昨日は、私一人寂しく寝たのよ。最近、ティナちゃんを抱きながらじゃないと眠れないの。だからいますぐ返して。それに、里見くんがティナちゃんに変なことするんじゃないかって心配だし」

「そんなこと、するわけねーだろ」

「ところで、ティナはどこなのだ？」

　延珠の声にはたとして、蓮太郎と木更が辺りを見渡すが、八畳一間にはティナの影も形もない。

　その時、蓮太郎の寝ている布団の、ちょうど股こ間かんのあたりがもぞりと動いた。

　蓮太郎は天井を見ながら祈った。

　──おい嘘うそだろ、勘弁しろよ。

　だが祈りも虚むなしく、布団から這はい出して、眠そうに眼めを擦こすったティナが現れる。下半身のジャージはパンツごと脱げており、パジャマ代わりに貸したブカブカのＹシャツ一枚しか着ていない。

　絶句している延珠と木更には気付かず、ティナは蓮太郎の顔を見ながら眠そうな瞳ひとみで懸命に微ほほ笑えんだ。

「おはようございます、お兄さん。昨日の夜は楽しかったですね。お兄さん、とっても必死で、ちょっと怖い時もありましたけど、色々教えてくれて嬉うれしかったです」

　木更は真っ青になって蓮太郎を見ると、震ふるえる手で携帯電話を取り出す。

「け、警察に……通報するから」

「待て！　ちょっと待てよ！　夜バージョンのティナと一緒に喋しやべってただけだよ！」

「なにが『夜バージョンのティナ』よ変態！　最さいッ低てい！　信じられない！　まだティナちゃん十歳なのよ！」

　延えん珠じゆが泣きそうな表情で悲鳴を上げる。

「ティナに先を越されたー！」

　木き更さらが携帯電話を押し当て「あ、もしもし警察ですか？」と叫ぶ。いよいよ蓮太郎の逃亡生活が現実味を帯び始めたその時、突然背後から『〝呪のろわれた子供たち〟も、ついにここまでやるようになりましたか……』という嘆息が聞こえてきて、全員が動きを止めた。

　背後にあるのは、つけっぱなしのテレビである。普段から『子供たち』の情報に偏へん執しつ的てきと言えるほど神経を尖とがらせているので、蓮れん太た郎ろうは野性の勘とも言うべきもので、テレビの情報が良くないものだと悟った。

　恐る恐る振り返ると、現場に飛んでいる中継キャスターが、スタジオのゲストコメンテイターと談話しているところだった。

　キャスターは両手でマイクを握って真に迫った調子で蓮太郎を見つめている。

　画面右上のテロップには、荒々しい墨筆調で『〝呪われた子供たち〟の凶行、活動家殺害[image: ]』と書かれている。

　部屋の空気が凍り、ジリ、とこめかみが焼けるように痛む。

　もはや疑いようのないほど、緊張は高まっていた。

　キャスターの話を総合すると、日本に十万人近い会員がいるとする、反『子供たち』の秘密結社『日本純血会』の東京エリア支部長が、東京エリア第二区の自宅から数キロ北の公園で死体となって発見。この公園は若い不良のたまり場になっていたので、当初は彼らの犯行とされていたが、間違いだとわかる。目撃者の証言によると、彼は外周区出身と見られる身なりをした子供の集団に襲しゆう撃げきされ、もみ合った弾はずみに階段近くの手すりに頭部を強打。頭ず蓋がいが砕け、脳のう挫ざ傷しようで搬送先の病院で死亡したという内容だった。死ぬ前に、切り傷による外傷性疾患も確認されている。

『日本純血会』は政治家やエリア各区に有力者も多いとされる巨大な結社である。この事件について会長は、野蛮的かつ残ざん虐ぎやくな行為で、厳しく糾弾すると発表。

　女性キャスターは目撃者の証言を頼りに事件現場の公園を歩きながら、現場検証めいた伝聞を真に迫った調子で語る。

　彼女は礼儀正しく、放送コードを守り、敬語も崩さなかった。

　だがそれ以外のありとあらゆる言葉を使って『子供たち』を貶おとしめた。

　蓮太郎はゆるく首を振る。

「木更さん！」

　木き更さらは、瞳ひとみを見開いたまま青くなって自分の身体からだを抱く。

「マズイわ里さと見みくん……この事件、世論の流れが大きく変わるわよ」







　木更の危き惧ぐは、すぐに現実のものとなった。

　参院を通過しかけていた聖せい天てん子しの骨こつ子しの政策──『呪のろわれた子供たち』の基本的人権の尊重を求めた『ガストレア新法』が棄き却きやくされ、代わりに、あらかじめ用意されていたような手て際ぎわの良さで『〝子供たち〟からヒトへのガストレアウィルス感染の危険の再認とその対策』という法案が提出され、衆院を通過した。

　この法案は『戸籍剥はく奪だつ法ほう』と俗称され、これが法案化、施行された瞬しゆん間かん、延珠たちは戸籍と国籍を奪い取られ、あらゆる日本国憲法の庇ひ護ごの外に置かれることになる、あまりにも過酷な法律だった。
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「そうか、じゃあそっちは特に問題はないんだな。…………。ああわかった。わざわざ悪ぃな。恩に着るよ。……ああ、じゃあ切るぜ」

　蓮れん太た郎ろうは通話終了ボタンを押して溜息をつき、背を預けていた壁から身体を離す。

「オーライ！」と叫ぶ声に頭を上げ、正面、快活に動き回るサッカー部と野球部がシェアするグラウンドを陰気な目で見た。

　蓮太郎がいるのは、放課後の勾まが田た高こう校こうグラウンド前だった。

　モノリス崩壊まで残り四日に迫っている。

　いまだモノリス崩壊のシナリオは公表されておらず、東京エリアは仮かり初そめの平和が保たれている。あれが公表されたとき、この平和な風景はどうなってしまうのだろうか。

　蓮太郎は両手をポケットに突っ込み、背を丸めると校舎の日陰から出て歩き出す。

　途と端たんに灼しやく熱ねつの太陽が照りつけてきて、緑りよく陰いんが恋しくなる。制服を引っ張って胸元に涼を送るが、噴ふき出す汗は止まる様子もない。

　よくもまあ、こんな炎天下の中、部活など出来るものだ。

　学校正面のオブジェ前にさしかかると、小さな人垣が出来ていることに気付き、一いつ瞬しゆんビクリと足を止めたが、近づくに連れ、それは蓮太郎が危き惧ぐしたようなものではないことがわかる。

「外国人だー」「髪サラサラで超キレー！」「触ってみたーい」「眼め、青いし！」「お人形さんみたい」

　人垣の隙すき間まに無理矢理身体を滑り込ませて難儀しながら前に出ると、好奇の視線を浴びて困惑しているティナが中央に立っている。

「あ、アメ食べませんか？　ドゥーユーイートキャンディ？」

　女子三人組が代表して、おそるおそるティナへアメの包み紙を差し出している。

「いらないです」

「「「喋しやべった！」」」

　そりゃ、喋るだろう。

「悪わりぃ、遅れた」

　蓮れん太た郎ろうはわざと大声を出すと、手を振りながら近づく。

「お兄さん！」

　ティナが駆け寄ってきて腰に両手を回して抱きついてくる。

「お兄さんッ？」

　叫ぶ女子三人組を見て、どこかで見た顔だと思い、そしてはたと気付く。たしか蓮太郎のクラスメイトだ。名前は思いだせないが。

「里さと見みくんって、たしかこの子のほかにもう一人幼女家に飼ってるでしょ？　増やしたの？」

「飼ってねぇよ！　居い候そうろうだよ！」

「ねぇねぇ、この子に私のこと、紹介してよ」

　周囲の人垣も一いち様ようの似たようなざわめきを漏らす。みんな、ティナと知り合いになりたいらしい。

　蓮太郎は嘆息した。付き合ってられない。

「ティナ、行くぞ」

　返答も聞かずティナの手を引いて、女生徒の「あ、ちょっと！」という呼び止める声を無視。足早にその場を離れる。

「面白い方たちですね」

「スマン、遅れた。学校はどうだった？」

「今日も楽しかったです」

　ティナは遠慮がちにこちらを見る。

「松まつ崎ざきさんに、電話していたんですか？」

　横を歩くティナをちらりと見る。隠しても仕方がないと思い「そうだ」と頷うなずく。

　例の報道から数日経たち、事態はおさまるどころか、より容易ならざる方向に推移していた。

　いままで溜たまっていた憤ふん懣まんをようやくぶちまける対象を得た『奪われた世代』の行動は素早く、恨みは根深かった。『子供たち』擁よう護ご派の聖せい天てん子しへの批判から聖せい居きよへのデモ。報道は過熱し、いままで下火だった反『子供たち』の市民団体や、もっと過激な連中の活動も活発化している。

　いままで暗黙の了解で不干渉だった外周区へちょっかいを出す輩やからも出始める事態になって、蓮太郎も安あん穏のんと構えているわけにはいかなくなった。

　こうして暇を見ては松まつ崎ざき老人に電話を入れて外周区の状況を聞いているのも、情報如何いかんによっては、それが外周区に通う延えん珠じゆたちの安あん否ぴに直結するからである。

　蓮れん太た郎ろうとティナは連れだって勾まが田た駅まで行くと、券売機に小銭を突っ込み切符を二枚買う。

　切符と小銭が吐き出されるまでの短い間、見るものすべてが珍しいという顔で路線図を眺めているティナの横顔を見る。

　ティナは、蓮太郎宅へお泊まりした翌日から早速夜型の生活サイクルを矯きよう正せいし始めている。

　真っ昼間だというのに眠そうにしていないところを見ると、どうやら多少なりとも奏そう功こうしているらしい。

　蓮太郎はそこで自問する。彼女に言うべきだろうか。さきほど待ち合わせの校門前オブジェでティナが取り囲まれているとき、束つかの間ま心臓が止まりそうなほど緊張したことを。

　以前、似たような光景を見たことがあったのだ。

　その時取り囲まれていたのは延珠であり、彼女は体内にガストレアウィルスを保菌した『子供たち』であると曝あばかれて、退学にまで追い込まれたのだ。

　アメリカでのイニシエーターの待遇がどうなっているのかは知らないが、神として崇あがめられているなどということはあるまい。であれば、ティナとて当然赤い眼めを隠さなければならないのは承知しているはず。

　取り立てて注意するほどのことではないのだが、いまは時期が時期なので、どうしても神経質になってしまう。

「蓮太郎さん、どうしたんですか？」

　気付けばティナが不思議そうな顔でこちらを見上げていた。

「……いや、なんでもねーよ」

　都心行きの上り電車は特段混こんでも空いてもおらず、確保した席をティナに譲り、蓮太郎はその前のつり革に掴つかまる。

　やがて騒そう々ぞうしい発車ベルと共に慣性力によってわずかに身体からだを振られ、線路の刻み目を走る細かい震しん動どうに体を任せる。

　何気なく視線を上げて、そこで蓮太郎は不愉快な気分になった。『赤目の凶行[image: ]　彼女たちは突とつ如じよ街中でガストレア化する可能性を秘めている!?』という見出しキヤプシヨンが打たれた中なか吊づり広告が目に入った。

　蓮太郎は、ティナの視界に吊り広告が入らないように、そっと身体を横に滑らせた。早くこんな事をしなくても良い世の中が来ることを願いながら。







「ところで、これから何をしに行くんですか？」

　電車を降り、街中の雑踏を歩きながら携帯のＧＰＳ画面から顔を上げると、隣となりを歩くティナを見る。

「言ってなかったか？　民みん警けいの勧誘だよ」

「勧誘？」

「この前話したと思うけど、アジュバントはチーム戦だ。だからまずチームを組む連中を集めないといけねぇんだ」

　蓮れん太た郎ろうは右ポケットをまさぐって、木き更さらにもらった紙切れを取り出す。

　紙切れにはたくさんの名前と住所が列記されており、上から十五列目までは横線で消してある。

　これは、蓮太郎と木更が知恵を持ち寄って作成した、アジュバントの候補者リストだ。

　蓮太郎は十六列目に書かれた名前を睨にらむ。

「これから行くのは片かた桐ぎり民みん間かん警けい備び会がい社しやってところだ。一度だけ現場で会ったことがある。ウチと同じく小さい民警を兄妹きようだいで経営してる奴やつ等らだ。性格はアレだけど腕は確かだ」

　ティナが怪け訝げんな表情を返す。

「性格は……アレなんですか？」

「ああ、アレだ。ちょっと色々おかしい。だけど腕は確かだ」

「でも、どうして私を？」

「こういう時でもないと、お前に東京エリアを案内してやる機会が無いからな」

　ティナははっとした表情をすると、うつむき加減にはにかむ。「お兄さんとデート」と熱っぽくつぶやく声は、努めて聞こえないふりをした。

　駅前の青銅製の噴水のへりには、たくさんの人間が腰を休めており、その上に日陰を与えている新緑の葉は深くツヤのある色を増している。通りがかったアイスクリーム屋から甘い匂におい、スーパーの店頭に置かれているスイカからはみずみずしい夏の匂い、揚げパンの屋台からはシナモンの強い香かが漂ってきて、それらが渾こん然ぜん一体となって、鼻び孔こうを刺激する。

　ティナは蓮太郎の腕に両腕を絡からませると、浮き浮きした様子でデパート前のウィンドウを流していく。なにやら新にい妻づま気取りに顎あごをつんと逸そらして歩くティナが可お笑かしくなって小さく笑うと、むっとした表情でたしなめられる。

　願わくば、この時間が永遠であって欲しかった。心からティナとの時間を楽しみたいと思っている自分がいる。

　だが、この光景はまやかしに過ぎないと心のどこかで訴えかけるもう一人の自分が、それに待ったをかける。

　先日持ち上がった『戸籍剥はく奪だつ法』の一件は、東京エリア市民の心に、決して忘れ得ぬガストレアへの憎悪を呼び覚ましている。

　ティナが普通の女児には決して持ち得ない身体的特徴を持っていると露ろ見けんした瞬しゆん間かん、周囲のこちらを見る優しい眼まな差ざしは氷の温度にまで下がると覚悟しなければならない。

　市街中心部の大きな五ご叉さ路ろに差し掛かった時、不意に蓮れん太た郎ろうの耳に歌声が聴こえてきて立ち止まる。少女特有のソプラノの美声。聖歌だ。

　首を音の方に巡らせると、ほどなくして音源は上方、幅広の歩道橋だとわかる。

　無視して進んでも良かったのだが、蓮太郎はなぜか無む性しように歌声が気になって、ティナを促して歩道橋の階段を上る。中程にゴザが敷しいてあるのが見え、声はそこから聞こえた。

　どうも路上ライブの雰ふん囲い気きとも違うようだ。

　近づくに連れ、それがどういう類たぐいのものかわかってくると、蓮太郎は早くも来るんじゃなかったと後悔し始める。

　歌い手は、ボロをまとった少女の物もの乞ごいだった。

　折せつ角かく造ぞう作さくが整っているのに顔は煤すすけていて、油汚れの混じったケープを羽は織おっているのでみすぼらしい印象の方が強い。

　少女は托たく鉢はつ用の椀を両手で持ちながら、道行く人に向かって歌いかけている。

　彼女の横に置かれた板きれには『私は外周区の〝呪のろわれた子供たち〟です。妹を食べさせるためにお金が必要です。どうかお恵み下さい』と書かれていた。

　彼女の前に立つと、女の子に対しては失礼だが、やや体臭がする。

　ティナがショックを受けるんじゃないかと心配になったが、案に相違して彼女は冷静だった。ただ厳しい瞳ひとみがあった。彼女の国にもスラムはあるだろうから、外国の状況も東京エリアと似たり寄ったりなのだろう。

「おい、お前……」

「はい」

　少女が歌を止めてにっこりと顔を上げると、蓮太郎は、おや、と思う。

　彼女の目ま蓋ぶたは閉じられたままだった。目が見えないのかと訝いぶかったが、すぐに違うと気づく。『呪われた子供たち』はガストレアウィルスの恩恵で、あらゆる病気と無縁のはずだ。

「お前、その目、どうしたんだよ」

「ああ」

　少女はそっと両眼のあたりを撫なでる。

「鉛を流し込んで潰つぶしてるんです」

　蓮太郎は言葉を失う。

　これは、いわゆる貧困ビジネスというやつだろうか？　他人の同情を買って金銭を恵ませるために目玉を潰されたり、手足を不自由にして立たされるなどという非道が、この広い世界ではまかり通っていると聞く。

　少女は蓮太郎の逡しゆん巡じゆんを肌で察したのか、小さく首を振る。

「他人にやらされているわけではありません。自分でやっているんですよ」

「どうして……」

「これ以外、妹を食べさせる方法がないので。……それに、私たちを捨てたお母さんは、私の赤い眼めが嫌いだったんです」

　蓮れん太た郎ろうは舌の上に苦いものを感じながら、心の中で呟つぶやく。

『ガストレアショック』だ。

　すべてのガストレアに共通する赤く輝かがやく瞳ひとみ。戦時中それを見た人間が恐怖のあまり心ト的ラ外ウ傷マを負い、赤い瞳がトリガーになって引きつけや痙けい攣れんなどの発作症状に悩まされることになった。ガストレア大戦後に最もはびこった社会病である。

　ガストレアショックを負った家庭の子供が『呪のろわれた子供たち』だった場合、家庭の状況は大抵悲惨を極めることになる。

「あなたは、どうして笑ってるんですか？」

　ティナが、恐る恐る少女に聞く。

　蓮太郎も気になっていた。少女は、想像するに余りある逆境に倦うむ様子もなく微笑を浮かべている。十歳の少女にこんな言葉は甚はなはだ似つかわしくないが、まるで聖女のようだ。

　少女は問いに答えず、そっと両手をティナの方に伸ばす。ティナは最初こそビクリとしたが、敵意がないとわかると、されるがままになる。

　見えない目の代わりに手でティナの髪から目鼻立ちまでなぞり、首から鎖さ骨こつ、肩にかけてのラインを一通り撫なで、やがて少女はゆっくり顔を上げた。

「あなたも『呪われた子供たち』なの？」

　蓮太郎はドキリとして慌てて周囲を見渡す。

　歩道橋を行き交う人は、無関心な早足で通り過ぎていき、聞きとがめられた様子はない。

「どうして、わかったんですか……？」

　呆ぼう然ぜんとしているティナを見て、少女が微笑を深くする。

「綺き麗れいだね。男の子が放っておかないでしょ？」

　ティナは一いつ瞬しゆんチラリと蓮太郎を見てから「そんなことはないです」と、悄しよう然ぜんと首を振る。

「私はね、こうやって他人に縋すがらないと生きていけないから、自然に笑うことを覚えたの。もうこれ以外、どんな顔をすればいいのかわからないし」

　少女は苦笑を浮かべたあと、「でも」と言って、少し肩を落とす。

「ここ最近になって、突然殴られたり、汚い言葉をかけられたりすることが多くなってきたのは、少しつらいです。なにか、あったのですか？」

　その時通行人から、少女の鉄てつ鉢ばちに金属質のものが放り込まれる。

　少女はうっすらと微ほほ笑えむと、黙って深くお辞儀をした。

　蓮太郎は鉄鉢の中に放り込まれた缶ジュースのプルタブを見て、嫌いやな気分になる。

　蓮太郎は忍び笑いを漏らす背広のダブルを着た男を睨にらみ付けるが、すぐに視界から消えてしまう。

　蓮れん太た郎ろうは肩を落とし、ティナと顔を見合わせる。「実は……」と言って、蓮太郎とティナは、ここ最近起こった『呪のろわれた子供たち』による一般人殺害の顛てん末まつを語る。

「そうですか、そんなことが……」

　少女は神しん妙みような調子で頷うなずく。

「だからお前も、騒そう動どうが収まるまで内地で物もの乞ごいはやらない方が良い。みんな殺気立ってるから、いまここにいるのは危険だ」

　少女はそこで初めて、歯切れ悪く言いよどむ。

「でも……」

　蓮太郎は彼女の肩に手を置き、彼女を真まっ直すぐ見る。

「約束してくれ」

　少女はそわそわと逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて蓮太郎の方に顔を向けて大きく「はい」と言った。

　蓮太郎は鼻から大きく息を吐く。ひとまずは安心、といったところか。

　蓮太郎は財布に手を掛けて札を抜き取ると、彼女の手に握らせる。

「足りるか？」

　彼女は見えない目で札を受け取ると指ではさみ、ゆっくりとこすりあげたあと、鼻のあたりにもっていき、匂においを鼻び孔こういっぱいに吸い込む。

「わあッ、こんなに！　ありがとうございます」

　お礼のつもりか、彼女は両手を胸の前で組んで顎あごを上げると、低く、静かな調子で歌い始める。やがて声は大きく高くなり、荘そう厳ごんで透明なソプラノの声が街の喧けん噪そうを押して、優しく大気に広がっていく。

　──『アメイジング・グレイス』だ。

　蓮太郎は黙ってティナの肩を押して促すと、彼女に気付かれないように、そっとその場をあとにした。

　充分な距離を取ったあと、蓮太郎は後ろ髪を引かれる思いがして、少しだけ振り返る。

　祝福の歌声はまだ続いていた。

　ソプラノの声は、なぜか少し悲しげに聞こえた。




　　　　５




　目抜き通りを二本折れ路地に入ると、もうそこは別世界となり、どこか太陽光が届かない深海を思わせる。

　暗くじめじめした油汚れとサビ、カビのにおいが充満した路地を漂流していき、厚い錆さびに軋きしむビルの鉄てつ扉ぴを押し開ける間も、蓮太郎は携帯のＧＰＳ機能がおかしくなっているんじゃないかという疑念を捨てきれずにいた。

　だがその予想はあっけなく外れ、エレベータのない古ぼけたビル階段を昇ると、ほどなくして目的の場所にたどり着いてしまう。

　学校を出たときは燦さん々さんと照っていた太陽も、随分傾斜して、いまはオレンジ色の光を地上に投げかけている。

　どこかから、コーン、という重機を打ち込む工事音が、遠雷のように虚うつろにビルに反響した。

　蓮れん太た郎ろうとティナは、ぼろいを通り越して半分廃はい墟きよの扉の前にしばし立ち尽くす。

　元は白だったのだろう壁の変色は凄すさまじく、ラッカーによるいたずら書きも縦じゆう横おうにわたっている。

「ホントにここなんですか？」

　ティナの呆ぼう然ぜんとした声に、蓮太郎も『片かた桐ぎり民みん間かん警けい備び会がい社しや』というかろうじて判読できる看板を見ながら「多分な」と返す。

　たった二人で民警をやっているという前情報から大きな事務所ではないのは予想していたが、まさか天てん童どう民間警備会社よりもみすぼらしい事務所がこの三千世界に存在するとは、予想だにしなかった。

　呼び鈴がないのでドアを叩たたきながら「おい！」と何度か呼びかけるが、返答はない。

　帰ろうかと途方に暮れ始めたとき、不意に「あ、変態の里さと見み蓮太郎！」と活発な声がかけられる。

　見ればたったいま蓮太郎たちが上ってきた階段から金髪の少女が現れ、途と端たんに飛びすさったかと思うや歯を剥むいて唸うなり始める。

　知っている顔だ。

　全体的に黒エナメルの服にスレイブチョーカー、エンジニアブーツ。染めた金髪は左右に分けて結っている。そんなパンクなファッションの中で背中に背負っている真っ赤なランドセルだけが強烈な違和感を放っている。どうやら学校帰りらしい。

「片桐妹か」

「弓ゆ月づきだ、里見蓮太郎！　ファックユー！　こっちくんな変態！　変態がうつる！」

　そういえばこんな奴やつだったなとイラッと来たが、ここで怒りだしたら相手の思うつぼだと思って、落ち着け、落ち着け、と小さく十回唱える。

「久しぶりだな片桐妹。三ヶ月前の大おお捕とり物もの以来か」

　弓月が面白くなさそうな表情で腕組みする。

「フン、その時のアンタはまだ序列も低い下っ端民警だったのに、いまやゾディアックを倒した東京エリアの救世主様だもんね。なにアンタ？　もしかして嫌いや味みでも言いに来たの？　だったらいますぐ回れ右して帰れ変態」

「そうじゃない。お前の兄ちゃんに仕事の話があってきた」

「変態に恵んでもらう仕事なんてない！」

　蓮れん太た郎ろうは老朽化した廊下と事務所の扉を眺めながら、コンコンと壁を叩たたく。震動でボロリと漆しつ喰くいの一角が剥はがれ落ちた。

「話だけでも、聞いた方がいいんじゃねーか？」

　弓ゆ月づきは悔しそうな顔をしながらチョーカーの裏から鍵かぎを取り出すと、鍵を差し込みながらちらりと蓮太郎を窺うかがい、扉を開ける。

「兄貴ぃ！　お客さ～～ん」

　彼女に続いて中に入って、まずむせ返る臭気に圧倒される。どの家庭にも、その家独特の匂においというものが染しみついているものだが、片かた桐ぎり民みん間かん警けい備び会がい社しやのそれは、牛乳を拭ふいた雑ぞう巾きんを陰干しした感じだろうか。

　応接間に散らばっているカップメンやらジャンクフードのカラ容器。脱ぎ散らかした洋服に天井から吊つられたハンガープラント、うずたかく積まれた漫画雑誌。足元から空中に至るまで、訪問者を辟へき易えきさせるためにわざとやっているんじゃないと思うほどごちゃごちゃしている。

　その時、窓まど際ぎわの一画でモゾリとなにかが動いた。見れば、コンバットブーツを机の上に投げ出しながら三角椅い子すで寝ている男がいる。

「兄貴！　起きて！」と言って弓月が揺すると、男は「なんだよマイスウィート」と眠そうな声で、顔にかぶせていたグラビア雑誌を取り去り、ちらりとこちらを見る。そして「うわ……」と言って雑誌を被りなおす。

「おいコラ、なんだよ『うわ……』って」

「察しろよボーイ。起き抜け早々、見ただけで呪のろわれそうなほど不幸な顔の奴やつが立ってるんだぜ。一いつ瞬しゆんオレっちを迎えに来た死しに神がみかと思っちまったぜ」

　そこまで言って、「よっと」と掛け声を上げながら椅子から跳ね起きる。

　蓮太郎の身長では、立ち上がった男をわずかに見上げなければならなかった。

　黒のカーゴパンツにフィールドジャケット、飴あめ色いろのサングラス。妹同様くすんだ金髪にピアスにハーフフィンガーグローブ。筋肉質な体型も相まって威圧的な雰ふん囲い気きを発散している。ジャケットにプリントされた『I am私こそ anが Americaアメリカだ』という文章のあまりの趣味の悪さに、傍かたわらのアメリカ人少女が閉口している。

　片桐玉たま樹き。こんなチンピラみたいな出いで立ちでも、片桐民間警備会社の社長である。

　蓮太郎は雑然とした事務所を見渡し、わずかに口ごもる。

「まあなんつーか、繁盛してるみてーだな」

「フン、皮肉はよせよボーイ」

　玉樹が値踏みする視線でジロジロと蓮太郎を見たあと、どっかと社長椅子に腰掛け直す。

「久しぶりだな、なんの用だ」

　蓮太郎は後ろ頭を掻かく。

「実はだな──」

「当ててやろうか？　モノリス崩壊のクソファッキンなシナリオが迫ってるから仕方なくアジュバントを作るために仲間集めをして回ってるが、行った先々で断られて、仕方なくここにきた。どうよ？」

　ぐうの音ねも出ない。寸分の狂いもなく当たっていた。

　蓮れん太た郎ろうは、アジュバントの候補者リストに引かれた十五本の横線を思い出し、溜ため息いきをつきそうになる。

　聖せい天てん子しに依頼を受じゆ諾だくする旨むねを告げてからここ二日間、強力な民みん警けいを集めるために様々な民警事務所の門を叩たたいて回っているのだが、だがその進しん捗ちよくはお世辞でもはかばかしいものとは言えなかった。

　激怒する者、侮ぶ辱じよくされたと不愉快そうな顔をする者、門前払い、中でも前金だけくすねてとんずらしてしまった民警にはほとほと困り果てた。

　蓮太郎が言い返せないでいるのを玉樹は勝ち誇った顔をして腕組みする。

「まあ当然だろ。オメェみたいな成り上がりの若造は、日本中の民警の嫌われ者だからな」

「うっせぇな」

　拗すねた物言いをしつつも、蓮太郎は内心その通りだと思っていた。

　蓮太郎と延えん珠じゆのＩＰ序列は、ほんの数ヶ月前までは十二万三千四百五十二位。民警の中では、毒にも薬にもならないミドルゾーンに過ぎなかった。そんな民警が立て続けに二回、凄すさまじい功績を上げてごく短期間で序列三百番まで昇格したのだ。

　自らの社会的地位向上によって利害関係者ステークホルダーの増加が起こるのはいつの時代でも同じだ。つまり、ほとんどの同業者から蓮太郎は良い顔をされていないのだ。

　さらに輪をかけて自分が嫌われることになった要因が、『里さと見み蓮太郎が十六歳の高校生だ』ということだった。

　当たり前だが、高校生にして死と隣となり合わせの民警をやっている人間の数などたかが知れている。

　民警をやっているプロモーターの平均年齢は、二十八歳前後。

　そして、概して日本人という生き物は年功序列を重んじるので、子供から大人に至るまで『自分より年下の人間の言うことは聞きたくない』というまことに旧態依然とした性向を持っている。

　自分の年齢と、ステークホルダーの増加。この二つのコンボだけで、いままでたずねた民警十五社から手て酷ひどく断られるのに充分過ぎる理由になった。

　玉たま樹きが腰の位置を直すと、椅子のスプリングがきしむ。

「で、獲物は何体だよ」

「まだニュースにはなってないが二千体。敵の親玉はアルデバランだ」

　弓ゆ月づきが目を丸くして、玉樹はサングラスを持ち上げると目め頭がしらを揉もんだ。

「出口はあっちだ。おい弓ゆ月づき、お客様がお帰りだぞ」

「まだ話は終わってねぇだろ！」

「馬ば鹿かこけボーイ、そーゆーのを自殺行為っつうんだよ。カマキリが馬車に向かって前足あげて威い嚇かくしてるようなもんだ。悲壮を通り越して滑こつ稽けいだよ」

「何もしなかったら東京エリアはおしまいだ。お前等らも死ぬんだぞ」

「その情報はまだ民みん警けい以外には出回ってないんだろ？　なら、いまのうちに黙って東京脱出用の航空券を掴つかむのが一番賢い選択だ」

「じゃあテメェ等は、逃げ遅れた東京エリア市民がガストレアに殺される映像を他ほかのエリアで見ながら、ビール片手に愉快に笑ってられんのかよ！」

「…………」

「アンタ等みたいな強力な民警がいてくれたら、俺おれたちは百人力だ。力を貸してくれ片かた桐ぎり兄」

　玉たま樹きは黙って椅い子すから立ち上がると、威嚇するように蓮れん太た郎ろうの周りを回り始める。

「オレっちたちが仕事を受ける上で一番重要視してるのは、リスクがリターンを上回らないことだ。アルデバランって言うのはとんでもない怪物ガストレアだ。大戦期にタウルスと共に三つの都市を廃はい墟きよに変えた話は有名だよな。政府がどれだけ民警をかき集めるつもりかは知らないが、生き残る望みはあきらかに薄うすい。それに対して、政府側はオレっちたちに何を用意してくれるんだよ」

　蓮太郎は言いよどんだ。

「序列の向上とそこそこの成功報酬くらいだろうな。勿もち論ろんこっちからも少しは出せるが──」

「──クソファッキンとしか言いようがねぇな。そんなもんに命をかけろなんていうのは、こっちを侮ぶ辱じよくしているとしか思えないな」

「不満なら、俺が聖せい天てん子し様にかけあって報酬や序列の向上を上乗せしてやる」

「まったくわかってねぇなボーイ。カネじゃねぇんだよ」

「じゃあ──」

　蓮太郎は顔を上げると、まっすぐに玉樹を見る。

「──俺のために戦うっていうのはどうだ」

　玉樹は一いつ瞬しゆんきょとんとした顔をして、弓月と顔を見合わせる。

　次の瞬間、二人が腹を抱えて笑い出した。ティナが我慢できずに一歩詰め寄ろうとするのを手で制する。

「面白いこと言うガキだな。オメェちょっと見ない間に変わったな」

「…………」

　玉樹は肩をすくめる。

「一つ言い忘れてたことがあったな。俺は自分より弱い奴やつの下にはつかねぇ」

「じゃあ」

「ああそうだ」

　玉たま樹きは拳こぶしを突き出すと、犬けん歯しを剥むき出しにした肉にく食しよく獣じゆうの笑みを浮かべる。

「オレっちたちに勝つことが出来たら、アジュバント加入の件、考えてやるよ。テメェも男ならタマがついてるってところをオレっちたちに証明してみろやッ」







　決けつ闘とうは、片かた桐ぎり民みん間かん警けい備び会がい社しや事務所からほど近くにある市民体育館を貸し切って行われることになった。というより、玉樹は運動をしていた善良な市民の元に乗り込むと「散れ！　ガキは家に帰ってゲームでもしてろ」と滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言って追い出してしまう。

　玉樹が確保した第三体育館は、第一、第二に比べて小さいが、それでも二〇メートル四方はあって天井も高い。

　出入り口に詰めかけたギャラリーたちがガヤガヤと喚わめきながら熱い視線を送ってくる。民みん警けい同士の小こ競ぜり合あいを見るのが珍しいらしい。

　蓮れん太た郎ろうとティナ、それと片桐兄妹は距離を取って対たい峙じ、彼らの装備を見る。

　兄の玉樹はハーフフィンガーグローブの上から物々しいチェーンが巻き付いた手甲ガントレツトをまいており、腰には半自動式回転拳銃オートマチツク・リボルバー、マテバ社製ウニカ。

　さすがに公共の場での発砲沙ざ汰たは避けるだろうから、気を付けなければいけないのはガントレットの方だろう。

　対してゆったり構えた弓ゆ月づきの方は丸腰だった。蓮太郎の記憶が確かならば、彼女の体内に混ざっているガストレア因子は……。

「名乗るわよ里さと見み蓮太郎！　序列千八百五十位、モデル・スパイダー片桐弓月ッ」

　そう、クモの因子。モデル・スパイダーには良い思い出がない。

「同じく序列千八百五十位、片桐玉樹」

　場末の市民体育館に高位序列者がいることに気付き、ギャラリーが息を飲む。玉樹は慣れた様子でギャラリーに手を振ってから、こちらを向いて鼻を鳴らす。

「ヘイボーイ、お前のイニシエーターは、確かもっと小うるさいバニーガールだったよな。即席の非正規ペアでオレっちたちに張り合うつもりかよ」

「のみならず、勝ちます」

　ティナだ。彼女は悠ゆう揚よう迫せまらざる態度で構える。
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　蓮太郎は、玉樹の嘲あざけりを一笑に付すことができずに彼女を見る。

　ティナは夜間狙そ撃げきに特化した遠距離型イニシエーターだ。だが、いまのティナの手には狙撃ライフルもなければ、彼女のスペックがフルに発揮される闇やみ夜よでもない。

　ティナもこちらの懸け念ねんを察してか、微笑する。

「安心してくださいお兄さん。やるからには勝ちましょう」

　ティナは前方を見据え、続ける。

「それに私、良い機会だと思ってます。彼らの力だけじゃなく、私の力もこうしてお兄さんに披ひ露ろうする機会があるんですから。私、お兄さんに私がなにを出来るか知っておいて欲しいです」

　ティナが腕を前方に持ち上げると、ゆったりした服の袖そでからこぶし大の球形物が三つ転がり落ちる。ビットは地面に落ちる寸前ふわりと舞い上がると、意思ある生物めいた挙動でティナの周囲を幾何学的な模様を描きながら飛び回り始める。

『シェンフィールド』──彼女の脳に埋め込まれたニューロチップを使った思考駆動型インターフェイス。

「陣形フオーメーシヨンデルタ、及びフォックス・トロットの自律軌道を維持」

　ティナが水平に手を払うと、ビットがトライアングルを描きながら彼女の頭上に展開・回転。ギャラリーからどよめきが上がる。

　ティナはさらにポケットから黒い手袋を出して右手に嵌はめた。片手分しかないらしく、黒手袋の終端、手首部分に二つ、小さな金属製の輪っかが揺れている。

　妙に気になる装備だったが、いまは問い質ただしている時間がない。

　ティナが片かた桐ぎり兄妹きようだいを見み遣やる。

「名乗ります。私はモデル・オウル、ティナ・スプラウト。序列は剥はく奪だつ中なのでありません。お手柔らかにお願いします」

「お、おいなんだよ、そのユーの周りで回ってるその変な物体は？」

「ちょっ、ちょっとアンタ、それに序列剥はく奪だつ中って……」

　恐る恐る弓ゆ月づきがたずねる。蓮れん太た郎ろうには彼女の不安も理解できた。すでに彼女も、薄うす々うす感じているのだろう──ティナは、そんじょそこいらのイニシエーターと違うのではないかと。

　序列剥奪処分は、数ある民みん警けいの処罰の中でもかなり重いものだ。

　元々民警になるような人間はヤクザまがいだったり暴力や闘とう争そうが好きな血の気の多い連中なので、実際民警同士の小こ競ぜり合あいで一人二人死人が出るのは日常茶飯事だ。

　いちいちそんなことでライセンスを取り消したのでは、あっという間に東京エリアを防備してくれる民警がいなくなるので、一般人を害したりなどの重大な違反がない限り、ある程度は黙認されているのが現状だ。

　かつて対たい峙じした魔人・蛭ひる子こ影かげ胤たねペアは、残ざん虐ぎやく非道の限りを尽くした本物のサイコキラーだった。彼らは結局ライセンスを奪われ序列を凍結されていたが、逆に言えば、彼らほど殺しすぎてやっとそこまでの厳重な処罰が下される。

　おそらくいま弓月は困惑しているだろう。ティナはなにをやって序列剥はく奪だつ処分に処されたのか、と。

　ティナも、まさかギャラリーが湧わいている場で「聖せい天てん子し暗殺未遂です」とは言えないだろう。

　玉たま樹きと弓月が寄り添いながら拳こぶしを突き出す。相手が俄が然ぜん本気を出したのは、彼らの鋭く細められた目を見ればわかった。

　彼らは、ティナ・スプラウトに対する認識を改めたのだ。

　体育館内を覆っている空気の温度が下がり、殺意が充満。

　蓮太郎も腰を落とし天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ『金こん剛ごう不ふ壊えの構え』を取る。防御を軸に据えて回避やカウンターなどに即座につなげられる天童式戦闘術の防御と見切りの型である。

　蓮太郎は正面を見据えたまま隣となりのティナに語りかける。

「ティナ、言っておくが、あいつらは易やす々やすと勝てる相手じゃないぞ。戦ったことはないが、おそらく、油断すると一いつ瞬しゆんでやられる」

「わかっています。私はイニシエーターをやります。お兄さんはプロモーターをお願いします」

　ビリビリと肌が粟あわ立だつのを感じながらティナとぴったり寄り添い、同時に手招き。片かた桐ぎり兄妹きようだいを挑発。

　ティナ、弓月の瞳ひとみが同時に真っ赤に赤熱、力を解放。

「さあッ、踊ろうぜボーイ！」

　その言葉を合図に兄妹が並走しながら真正面から突っ込んでくる。

　彼らの性格通り姑こ息そくな手を使わない直情的な責め手。かと思いきや、いきなり弓月が玉樹の肩に乗ると大きく跳躍、ティナと蓮太郎の上空を大きく飛び越える。跳躍の軌道がキラキラと光を放つ。

　──なんだ、あれは。

　胸の内の疑問を解消する間もなく弓ゆ月づきが反対側に着地。囲まれたことを悟り、眦まなじりを鋭くする。

「ティナ！」

「ハイ！」

　狼ろう狽ばいしながらも、咄とつ嗟さにティナと背中合わせになる。

　弓月と玉たま樹きは、一定の距離を取りながら蓮れん太た郎ろうたちを中心にぐるぐると周回し始める。まるで二頭のサメが、獲え物ものを顎あぎとにかけるため執しつ拗ように恐怖を与えているかのようだった。

　片かた桐ぎり兄妹きようだいのゆったりとした動きに合わせてティナと蓮太郎も背を合わせながら位置を変える。ジリジリと重くまとわりつくようなプレッシャーに、背中越しのティナの体温も熱く、じっとりと汗ばんでいるのがわかる。

　長期戦は不利だ。即席のペアでは、緊張の糸が切れた瞬しゆん間かん、綻ほころびを突かれる。

　蓮太郎は、兄に仕掛けるため、地を蹴けり一気に距離を詰める。

　小手調べだ。天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ一の型八番──

「来いやぁ！」

　玉樹は蓮太郎の太ふと股ももほどもある豪腕を振りかぶり、蓮太郎もそれに合わせる。

「──『焔ほむら火か扇せん』ッ！」

「ハアアア！」

　打ち合わされた蓮太郎の拳けん打だと玉樹の拳打に体育館ごと震しん動どう。

　筋力に任せた重い一撃に蓮太郎の義手からビリビリと痺しびれが広がり、思わず片目をつぶる。

　玉樹我流のケンカ殺法には、決して蓮太郎ほどの技の冴さえはない。だが、通常体格や筋力の差というものは、それだけで戦せん闘とうにおいて決定的な差となる。

　加えて、玉樹の腕に巻かれたナックルダスターによって振り下ろされた拳こぶしの衝撃力を過小評価していた。

　だが、蓮太郎はまだこの段階において、片桐玉樹というプロモーターの脅威を見誤っていた。

　蓮太郎はそこで彼のナックルダスターにガイドレール──さもなくば自転車のチェーン受けにも見える物体の溝が走っていることに気付く。否いな、本当にあの武装はナックルダスターなのだろうか？

　彼の手の甲にコンパクト化した動力ユニットを見た瞬間、背筋が凍り付いた。

　そうか、あれは──

　玉樹がニヤリと笑い、慌てて拳を引き戻そうとしたが遅い。

　突如爆音を上げてダスターに見えたチェーンが回転し、打ち合わせていた蓮太郎の拳を削り取る。

「ぐああッ！」

　脳が沸ふつ騰とうするような痛みを覚えてたたらを踏む。

　右みぎ拳こぶしを見ると、完全に人工皮膚が削り取られ、内側の超バラニウムの拳が覗のぞいていた。

　痛覚神経をカットしていなかったので、脳が擦り切れるのではないと思うほどの激痛が走る。生身の左手を使っていたら、蓮れん太た郎ろうの手は二ふた目めと見られない有あり様さまに変じていただろう。

　蓮太郎は顔を上げ、奧歯を食いしばりながら彼を見た。

　玉たま樹きの腕に巻かれているのは回転ヤスリグラインダー。いやもっと正確な武器としての呼称がある──

「バラニウム製の回チ転エノーコンギソリーか……」

「そうよ！　ちっと気付くのが遅れたなボーイ」

　怒り狂ったハチのうなりに似た回転音をまき散らしながら彼の両りよう拳けんが鳴く。

「だけどテメーもオレっちに内側に仕込んだ武装を隠してやがったじゃねぇか。これでおあいこだよ」

　蓮太郎はギャラリーの目から、露出した超バラニウムの拳をそっと隠す。

　玉樹の拳は、攻撃の時はもとより、防御時にも猛威を振るうだろう。かといって攻めあぐねればジリ貧だ。どうすればいい。どうすれば。

「オラオラ行っくぜえええぇぇ！」

　恐ろしい回転音をまき散らしながら両拳でラッシュをかけてくる。蓮太郎はバックステップを踏みながら紙かみ一ひと重えで三発拳を避けると、玉樹はコンバットブーツを跳ね上げ、靴の裏で蹴りつけてくる。

　転てん瞬しゆん、彼の靴の溝パターンにびっしりとチェーンが巻いてあるのを見て、背筋が粟あわ立だつ。

　おい、冗談じゃッ──

　痛覚をカットオフしたのと彼の靴の裏のチェーンが猛烈な音を立てて回転し始めたのは同時だった。義ぎ肢しの右腕と右足を咄とつ嗟さに跳ね上げて防御。一瞬後、人工皮膚ごと制服が削り取られ、バラニウム同士が激しく擦りあわされる金属音が体育館中に響ひびき渡る。

　しこたま弾はじき飛ばされるが、なぜか蓮太郎は地面には倒れず、不意に背中に柔らかい弾力のあるものに捕獲される。まるでボクシングロープのように。

　背後を見て驚きよう愕がく。蓮太郎の背を包んでいるのはキラキラと光る不可視の糸だった。

　クモ糸だ。

　脳裏に、さきほど上空を飛び越した際、弓ゆ月づきの身体からだが薄うすく光って見えた姿がオーバーラップする。

　おそらく、弓月は自分の歩いた空間に不可視の糸を張り巡らせる、テリトリー作成能力がある。

　さきほど蓮太郎たちを取り囲む挙動で円運動をしたときに、すでに仕込みは完成していたのだ。

　そこで別の疑問が鎌かま首くびをもたげる。

　ではなぜ、玉たま樹きは不可視の糸にうっかり掴つかまってしまうということがないのだろうか。

　そこまで考えて、はたと彼がつけている飴あめ色いろのサングラスの存在が脳裏をよぎる。彼のサングラスにはなんらかの特殊な加工がしてあるのではないか。それこそ、不可視の糸を可視化出来る加工が……。

　ようやく、兄妹きようだいの戦法が見えてきた。

　妹が糸でテリトリーを作り獲え物ものを追い込みながら、兄が絶大な攻撃力を誇る回転ノコギリで暴ぼう虐ぎやくの伐採をしていくのだ。

　こんな巧こう緻ち極まるペアが序列千八百五十位止まりというのは、悪い冗談でしかない。

　その時、蓮れん太た郎ろうの体を濃い影が覆おおう。ぞっとするほどの金切り音を響ひびかせながら玉樹が拳こぶしを振りかぶる。死に物狂いで身をよじるが、それがかえって周囲の糸を巻き込んで強い引いん張ちよう性を発揮し、焦れば焦るほど上う手まくいかない。

　瞬間的に全身のバネを使ってしゃがみ、あわやというところで玉樹の拳を回避。耳もとを怪音がかすめ過ぎ、背筋に氷ひよう塊かいを入れいられたような寒気。

　反射的に足を上げ、次いで襲おそい来る左の拳を右足の靴の裏で止める。左拳がうなり声を上げ、激突したチェーンソーが火花を噴きながら靴底を牽ひくのを歯を食いしばって耐える。

　玉樹は勝利を確信して一いつ旦たんバックステップを引くと、体を捻ひねり円運動を加えながら足を跳ね上げる。次の瞬しゆん間かん、轟ごう音おんをあげてチェーンが回転。

　マズイ。

「死ねやこんにゃろおおおお！」

　蓮太郎は、咄とつ嗟さに脚部のカートリッジを激発させる。

　パアン、という炸さく裂れつ音おんがして蓮太郎の右脚部カートリッジが蹴けり出される。

　凄すさまじい超加速で糸を引きちぎりながら玉樹の回し蹴りをくぐると、左足で制動をかけながら玉樹の真後ろに回る。

「なッ？」

　玉樹の驚きよう愕がくの表情。

　蓮太郎は間かん髪はつ入れずにローキックで彼のふくらはぎを強打。たまらずうめいて膝ひざをつく玉樹を尻しり目めに、蓮太郎は右足を高々と振り上げ、束つかの間ま、直上でぴたりと静止させる。

　天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ二の型四番──

「『──隠いん禅ぜん・上しよう下か花はな迷めい子し』」

　ギロチンの速度で振り下ろされる踵かかと落としが、玉樹の後頭部を直撃。轟音がして彼の顔面が体育館の床にめり込む。

　勝利の手て応ごたえを感じながら蓮太郎は息を吐き、静かに呼吸を整え、心を整える。

　ギャラリーは絶句していた。

　蓮太郎は構えをとくと、後ろ頭を掻かきながら玉樹を見下ろした。

　──もしかして殺やっちまったか？

　まあお互い様だろう、と鼻から息を吐く。こいつ最後の方は『死ねやこんにゃろおおおお！』とか叫んで明らかにこっちを殺す気だったし、正当防衛だな。

　玉たま樹きの体がぴくりと動いたかと思うや、両手を床面についてめりこんだ顔面を引き抜き、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで蓮れん太た郎ろうに詰め寄ってくる。

「てんめえッ！　最後の一撃オレっちのことモロに殺す気だったろ。オレっちじゃなきゃ死んでたぞコラ！」

「なんだ生きてたのか」

「悪いかッ？」

　軽口を叩たたきつつも、内心、蓮太郎は玉樹の戦せん闘とう能力に舌を巻いていた。まさか衆目の中でカートリッジを使わされるとは思わなかった。

　片かた桐ぎり玉樹──奇き天て烈れつな言動は脇わきに置いても、やはり自分のアジュバントに欲しい。

「ヘイボーイ、妹たちの戦闘もそろそろカタがつきそうだぜ」

　玉樹の視線の先を負うと、ティナと弓ゆ月づきの戦闘も佳境に入っていた。

　イニシエーター特有の高速軌道で縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回りティナを幻惑する弓月とは対照的に、ティナは古武術の達人の如ごとく構えを取り、目をつぶったままみじろぎもしない。

　弓月のフェイントには目もくれず、時折襲おそい来る攻撃だけを的確に避けていく。

　蓮太郎はすぐにティナの攻撃回避のカラクリに気付く。彼女の頭上を正三角形を描きながら回転する『シェンフィールド』は、弓月の高速機動に対応してカメラアイをせわしなく動かしている。

　弓月の速力をもってしても『シェンフィールド』三機からの同時ロックオンを振り切ることが出来ないのだ。そしてティナは、『シェンフィールド』が無線で送信してくる弓月の位置座標を読み、それを必要最小限の動きだけで回避すれば良いのだろう。

　あれでは、三六〇度あらゆる方向に目があるも同然だ。さすが脚力特化型イニシエーター藍あい原はら延えん珠じゆを一度撃破しただけのことはある。神にも等しき元序列九十八位の面めん目もく躍やく如じよというべきだろうか。

「ふん、勝負あったな」

　隣となりで腕組みしてにやりと笑う玉樹にむっとする。

「ティナが勝つんだろ？」

「馬ば鹿か。これを見ろ」

　玉樹が寄よ越こした割れたサングラス越しに飴あめ色いろの世界を見て、蓮太郎は思わず声をあげた。

　夥おびただしい量の糸が二人のバトルフィールドに張り巡らされている。ティナは、もうほとんど身動きすら取れないほどクモの巣の中心に追い込まれていた。

　弓月はデタラメに飛び回っていたわけではないのだ。床を蹴けり、壁を跳ね回るたびに自分のテリトリーを拡大して、確実にティナを追いこんでいったのだろう。

　これは、マズイ。

　機は熟したと感じたのか、弓ゆ月づきが大きく跳び上がり、二十メートルはあろうかという体育館天井に張り付く。彼女の足場に即座にスパイダーネットが組み上がり、天地を逆さにぶら下がった状態で、ティナを見下ろし、叫ぶ。

「ちょっとアンタ、私の能力のこと、もう気付いてるんでしょ？　なら、降参してッ。アンタ、勝ち目ないわよ。首を少しでも動かしたら、私のネットにかかるから」

　音無しの構えのまま目をつぶったティナを見て、弓月が初めて苛いら立だちを露あらわにする。

「そう……じゃあケガしても、知らないよ」

　彼女の声の温度が下がり、膝ひざをたわませて思い切りバネの力を貯ためる。殺気が充満。

　直後、体育館中を震ふるわせるほどの破裂音と共に弓月が天井を蹴ける。

　イニシエーターの膂りよ力りよくに重力加速度をプラスアルファした凄すさまじい急降下攻撃がティナ目がけて襲おそい来る。

　転てん瞬しゆん、ティナが刮かつ眼がん、右手に嵌はめていた黒手袋を閃ひらめかせる。左手の人差し指と中指を右手袋の金属製の輪っかに引っかけて思い切り引っ張ると、そこから糸状のものが展開される。

　──ピアノ線ッ？

　ティナは手袋の中に収納されていたピアノ線を歯と指を使って一瞬で綾あや取とりよろしく編み上げると、真っ向から弓ゆ月づきを迎え撃つ。

　弓月とティナが衝突し床が爆裂。立っていることすら危うい激げき震しんと共にギャラリーの悲鳴。咄とつ嗟さに顔を覆おおった蓮れん太た郎ろうの体に、床材の破片と衝撃波が叩たたきつけられ窒息しかける。

　強烈な耳鳴りが去り、うっすらと目を開けると、辺りは濛もう々もうたる粉ふん塵じんが舞っている。

　ティナは？　弓月は？

　蓮太郎は掌てのひらにかいた汗をズボンで拭ぬぐいながら、息を詰めて爆心地を見守る。

　やがて舞い上がった塵ちりが晴れていき、二人の姿が露になり、そこに展開されている光景の凄まじさに蓮太郎は呪じゆ縛ばくされる。

　下になって組み敷しかれたティナの首筋に、弓月の手しゆ刀とうが押し当てられ、あと少し押し込めばティナの首の骨を叩たたき折ることも出来るだろう。だが勝敗の帰き趨すうは、弓月にとって残酷なほどの力量差を持って決着していた。

　手刀を押し当てている弓月の右腕には幾いく重えにもピアノ線が巻き付いており、彼女は指一本たりとも動かせていない。のみならず、ピアノ線は彼女の両足と両腕、そして首に至るまで巻き付いており、自分の糸に絡からまって吊つられたマリオネットのような有あり様さまになっている。クモの因子を宿した少女が、逆に絡め取られている光景の異様さを、どう形容して良いものか。

　ティナは左手と歯を使って糸の始点と終点を固定しており、ティナが歯で糸を引こうものなら、即座に弓月の首は落ちるだろう。

　弓ゆ月づきは、両眼を見開いたまま彫像と化している。否いな、彼女の目は閉じることすら許されていなかった。彼女の眼球のほんの数ミリ手前には、ティナの指が据えられている。

　ティナは自由になる右手でチョキ型を作って、彼女の両眼球にピタリと据えていた。
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　無論、ティナが指を少しでも押し込めば、弓月の両眼が無事である理由はなくなる。

　蓮れん太た郎ろうのみならず、玉たま樹きもギャラリーも、揃そろって呪じゆ縛ばくされていた。

　誰だれ一人ティナの逆転勝利など考慮すらしていなかったので、地面の爆裂から決着に至るまでの因果を、筋道立てて脳が把握できていないのだ。

　ただ『シェンフィールド』だけが、主人の勝利に歓喜しながら高速で回転すると、やがてティナのドレスの裾の中に帰っていく。

　ティナはゆっくりと目つぶしをどけると、糸を巻き取っていく。掃除機のコードよろしく地面をのたうちながら自動的に格納された糸を眺めてから、ティナは最後に立ち上がって手袋を外し、ポケットにしまう。

　その圧倒的な姿を見ながら蓮れん太た郎ろうは、ティナ・スプラウトの使って見せた技の数々に思いを馳はせる。

　彼女の手袋に仕込まれたピアノ線は、間違いなく暗殺用の武器だ。

　昔映画で見たことがある。ターゲットがトイレの個室に入ったところに、隣となりの個室から糸を垂らして首に巻き付け、背負い投げの要領で相手を絞殺するのだ。

　残酷な技だが、それでも眼球を突く技に比べればまだまだ上品と言える。

　蓮れん太た郎ろうは、自分とティナとの間に横たわる断絶の深さと暗さに思いを致いたさずにはいられなかった。

　ティナは、天てん童どう民みん間かん警けい備び会がい社しやの中で明らかに異質な存在だ。

　蓮太郎や木き更さらが修めている天童流に限らず、あまねく『武道』と名前のつくものは、礼に始まって礼に終わると言われるほど精神修養の側面が大きい。

『力無き正義は無力であり、正義無き力は暴力である』という少しよう林りん拳けんの教えなどは、その最たるものだろう。

　そして武道のどこを見渡しても、噛かみつきや目つぶしなどは邪じや道どうと罵ののしられる星の下にある。

　しかし元殺し屋のティナは、人体をいかに効率よく破壊できるか以上のものを求められてこなかったのだろう。

　蓮太郎は、これまで殺しと裏切りが横行する闇やみ社会をどうやって彼女が渡り歩いてきたのか、想像するだけで胸が苦しくなった。

　きっとティナは、女の子らしい楽しいこと、嬉うれしいことなど、何一つ知らないに違いない。

　室むろ戸と菫すみれが『序列百番以内の連中は、悪魔に魂たましいを売り渡した掛け値なしの化け物共だ』と言っていたのを、いまさらながらに思い出す。

　序列向上を目指す上で、自分はこれからこんな連中と渡り合っていかなければならないのか……。

　そこまで考えたところで、蓮太郎の意識は体育館に戻ってきていた。

　自信を叩たたき折られ、床に両手を突いたまま立ち上がる気配のない弓ゆ月づきの背中を、痛々しい思いで見守る。

「立ってください、弓月さん」

　ティナだ。弓月はしばらくの間、差し出されたティナの手を見ていたが、やがて自じ嘲ちよう的に首を振る。

「強いねアンタ。こんなあたしじゃ、アジュバントにいても迷惑だよね」

　今度はティナが微笑を浮かべながら首を振る。

「そんなことないです。序列元九十八位の私をあそこまで追い詰めたことは誇って良いと思います。想像していたよりもずっと弓月さんは強かったです」

「きゅ……きゅうじゅうはちいッ!?」

　裂けんばかりに見開かれた弓月の瞳ひとみを見ながら、ティナはもう一度、今度はさきほどより強く、手を差し伸べ、綺き麗れいな微ほほ笑えみを浮かべる。

「私からもお願いします、片かた桐ぎり弓月さん。お兄さんのアジュバントに、是非入ってあげてください」

　弓月は一いつ旦たん顔を伏せてから、やがて、がっしとティナの手に掴つかまり立ち上がる。

　かと思うや、感極まった弓ゆ月づきは、喜色満面でティナの頭を抱きかかえた。

「ティナやん好き！　チョー強くて格好良かった！　あたしのお嫁さんになって！」

　突然抱きかかえられたティナは照れと困惑で手をばたつかせている。ストレートに好意をぶつけてくる相手に慣れていないのだろう。

　隣となりを見ると、玉たま樹きが呆ぼう然ぜんとその光景を見守っていた。

「弓月は赤い瞳ひとみがバレないように人を避けてっから、学校で友達が出来なくってな。見ろよあの嬉うれしそうな表情…………」

　蓮れん太た郎ろうは自然と口元がほころぶ。

「じゃあ俺おれたちは合格か？」

　玉樹はハッと我に返ったかと思うと、やがて大きく頷うなずき、右手を差し出してくる。

「感服したよ里さと見み蓮太郎。オレっちたち片かた桐ぎり民みん間かん警けい備び会がい社しやの力、テメェのために一つ役立たせてくれ」

「よろしく頼む」

　蓮太郎は強く玉樹の手を握り、大きく振った。

　お互いの視線が絡からむと、恥ずかしそうに苦笑する。

　ぱち、という拍手の音がして首を巡らせると、ギャラリーの一人が民みん警けいたちの健けん闘とうに手を叩たたいている。

　拍手はやがて一人増え二人増え、嫌悪感を覚えていた差別主義者でさえ、最後は根負けしたように手を叩く。音はみるみる膨れあがっていき、体育館を押し包むほどの万ばん雷らいの拍手になって、いつ果てることなく続いた。
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　熱かった日中が過ぎ去り夜になり、じっとりと汗ばむ大気が肌にまとわりつく。

　大学病院の受付をパスし、薬くさい廊下を歩きながら、気け怠だるい疲れと共に隣を見る。

「悪ぃなティナ、疲れてるだろうけど、もうちょっとの辛抱だ」

「大丈夫です。私、お兄さんと一緒にいられるだけで嬉しいですから」

　それに、とティナは一いつ旦たん俯うつむき、やがて顔を上げる。

「遠からずドクター室むろ戸とには会わなければならないと思っていました。一人だと不安なので、お兄さんと一緒だと心強いです」

「先生のこと知ってるのか？」

「ええ、プロフェッサーから話を聞いています」

　プロフェッサーとは、彼女の元プロモーターのエイン・ランドのことだろう。ティナは元々はランドとペアを組んでいた。だが任務の失敗によって、彼はあっさりとティナを見限った。

　それ以来、ランドがティナにコンタクトを取ってきた様子はないが、ティナはそれをどう思っているのだろうか。話題が話題なだけに切り出すタイミングが難しかったが、気にならないと言えば嘘うそになる。

「なんでも、ドクター室むろ戸とは、天才の例に漏れず大変な変人だとか」

「……そんな、生やさしいもんじゃねーぞ」

「え？」

　人ひと除よけの悪魔のモニュメントをくぐり、じめじめと黴びた階段を足を踏み外さないよう慎重に下っていく。

　お化け屋や敷しきもかくやという不気味さにティナの表情が徐々に強こわ張ばっていき、蓮れん太た郎ろうの服の裾が握られる。

　ほどなくして、蓮太郎の靴の裏が緑色の陶製タイルを叩たたくカツンという音が地下室内に反響する。

　天井からぶら下がった裸電球の頼りない明かりが、うっすらと室内を照らす。

　散らかり放題の机の上にはスプラッタホラーの洋画コレクション、棚にはホルマリン漬けのガストレアの胎児。複雑な数式が刻まれた黒板。左右の壁には引き出しタイプの霊安ボックスの取っ手が見える。

　雑然とした室内を見渡すが、菫の姿はどこにもない。耳が痛いほどの静寂と、かすかに電球のフィラメントが白熱するジー、という音。そして静せい謐ひつな死の匂におい。

「おーい、せんせー、どこだよ」

　ずちゃ、という湿った音がして、突とつ如じよ背後の暗がりから白衣を着たお化けが現れ、ティナの背にのしかかる。

「きゃわわわわわわわわあッ！」

　怖おぞ気けだったティナが怪け鳥ちようめいた悲鳴をあげると、電光石火の速度で蓮太郎の背後に逃げ込む。

「お、お兄さん。あ、あれッ！　あれ！　あれなんですかッ？」

「あれが先生だよ。けど──」

　蓮太郎はティナの視線の指差す先を追いながら手をこまねく。

　ティナに振り払われてタイルに横倒しになった菫すみれは、ぴくぴくと痙けい攣れんしたまま起き上がる気配もない。

　菫はやがて弱々しい表情で首だけゆっくりとこちらを向け、切れ切れな声を出した。

「なにか、食べるものを持ってないかい、蓮太郎くん？」

「食い物？」

　蓮太郎は黙考し、そこではたと手を打つとティナの背中をぽんと押す。

　彼女は、片かた桐ぎり民みん間かん警けい備び会がい社しやを去り際ぎわ、すっかり友達になった弓ゆ月づきにおみやげをもらっていたはずだ。

　ティナは不安そうな表情で蓮れん太た郎ろうの方を見たあと、背中に背負ったデイパックから干し柿を取り出し、恐る恐る前に進み出て設置、後退する。

　途と端たんに起き上がった菫すみれが中身も見ずにひったくると、こちらに背を向けてガツガツとかき込み始めた。包み紙を破る音に混じって「干し柿かよ」という、盗っ人猛たけ々だけしい舌打ちが聞こえてくる。

　ティナは、信じられないものを見る目で菫を見てから、蓮太郎に視線を移す。

「これが、世界最高の頭脳の一人なんですか？」

「ん………………。まあな」

　蓮太郎は、即答できなかった。

　やがて人心地ついた菫が掛け声と共に立ち上がると、鷹おう揚ように両手を開いてこちらに歩いてくる。

「いやいや助かった。礼を言うよ蓮太郎くん。危うく死にかけた」

「どうしたんだよ」

「いや、備蓄の食糧が尽きて君に買い出しを頼もうと思ったんだけど、そこで携帯電話を紛失してしまったことに気付いてね。まったく不ふ甲が斐いない話さ」

「行き倒れなんて木き更さらさんみたいだな」

　菫は顔の前で手を振った。

「あんな貧乏人と一緒にしないでくれ。私はカネは腐るほどあるけど外に出ないだけだよ」

「……アンタ延えん珠じゆの定期検診とかの時は地下室から出てくるだろ」

「ああ、あれね。護ご摩まを焚たいて五ご体たい投とう地ちしたあと蓮れん華げ座ざの上で座禅を組んだまま二十四時間コーランを読んでやっと半日外に出られるくらいだね」

　蓮太郎はあきれかえってしまった。

「そんなに外に出たくないのか？」

「当たり前だろ。ちょっと考えてもみたまえ。外はケバイ女の香水とおっさんの体臭が混じって鼻が曲がるくらいくさい世界が広がってるんだよ。ああいうのは我慢がならんね。私以外の人類をチリに変えてやりたくなる」

「俺おれも入ってるのか？」

「君の不幸面づらは見ているだけで気が滅め入いるから、真っ先にチリになって欲しいと三時間ごとに祈ってるが、なかなか聞き届けられないもんだね」

　そこで菫はティナに気付いたのか、おや、という表情をした。

　かがみ込んでティナに顔を近づけて仔し細さいに眺めたあと、立ち上がり、悲しそうな表情で蓮太郎を見た。

「蓮太郎くん……ついにやっちゃったか。一応言っておくが、これは相当長い間ぶちこまれることになるぞ」

「攫さらってきたんじゃねぇよ！」

「しかも金髪ロリと来たもんだ。エロゲーのやり過ぎで頭沸いてるんじゃないのかい？」

「それはアンタだろ！」

　ティナがカチコチに緊張した様子で一歩前に出た。

「ティナ・スプラウトです、ドクター室むろ戸と。プロフェッサーからお話は聞いていました」

「ほう、じゃあ君がエインのところの……。あの馬ば鹿かは私についてなにか言ってたか？」

　ティナはわずかに言い淀よどんで、一度チラリと蓮れん太た郎ろうの方を見る。

「空前絶後の変態、と」

「フン、今度奴やつに会ったら言っておいてくれ。じゃあ貴き様さまは空前絶後の堅かた物ぶつだろう、とね」

「先生とエイン・ランドって、やっぱ仲悪かったのか？」

　菫すみれはにっこりと笑って両手を広げる。

「まさか。アイツの顔を見た瞬しゆん間かんツバを吐きかけてやりたくなるくらいの仲良しだったよ」

　どうやら、相当険悪な間柄だったらしい。

「おっと紹介が遅れたねティナちゃん。私は菫。室戸菫だ。突然だが君が好きだ。一緒に解剖室で愛し合いたい」

　ティナが泣きそうな顔でこちらを見た。

「お兄さん、この人なんなんですか？」

　蓮太郎は首を振る。

「先生はもう、死体だったら男だろうが女だろうがなんでも良いんだ」

「ええッ？」

　蓮太郎はあきれ果てながら菫を見る。

「先生、アンタそのうち死体調達するために自分で殺人に手を染めそうだな」

「おお、その可能性は気付かなかったよありがとう。なに、君が悩み苦しむ姿が見たいから、まず延えん珠じゆちゃんや木き更さらからアレしていってやるよギヒヒ」

「アンタが言うと冗談に聞こえないからやめてくれ！」

「人間の皮剥はいで作ったジャケットでも着て踊っちゃおうかね♪」

「だから怖こえぇよ！　アンタ本当に医者なのか？」

「勿もち論ろんさ。医者の宣誓文ヒポクラテスの誓いも読んでるよ。『ひとつ、不正や堕だ落らくからは遠ざかり、他人を悪にひきこむことはしません。ひとつ、頼まれても、たとえそそのかされたものだとしても、犯罪の目的のために薬を用いたり、手術をしたりはしません』ってね」

「………………」

「もっとも、手っ取り早くカネを儲もうけたかったら、あれと正反対のことをすればいいから、そういう意味でも貴重な資料だね」

　菫は一いつ旦たん会話を切ると、下世話な笑いを浮かべてティナを見る。

「ところでティナちゃん、彼に変なイタズラはされてないかい？　たとえば性的なやつとか」

　ティナがムッとした表情をする。

「お兄さんはそんなことはしません」

「おやおや、君は蓮れん太た郎ろうくんについてなにを知っていると言うんだい。すれ違い様ざまに幼女の尻を撫なでること百回。小学校に侵入して検便と検尿を盗むこと千回。悪魔が取り憑ついてるんじゃないかと思って、バチカン市国が毎日のようにエクソシストを派遣するか頭を抱えているレベルの変態だよ、彼は。

　英和辞典を引いてみるといい。和製英語として『津波TSUNAMI』の隣となりあたりに『里見SATOMI』が載ってて、非常に高度で政治的な変態という意味だと書いてあるはずだ。グランドマスタークラスの変態ＳＡＴＯＭＩと言えば、世界でちょっとした有名人でね、蓮太郎くんはその卓越した変態性から死後三十分以内に聖人の列に加えられるのは間違いないと言われている横綱級の真の三さん国ごく無む双そうさ」

　ティナは蓮太郎の方を見ながら真っ青になってあとじさりすると、小さく首を振る。

「そのような大層なお方とは露つゆ知らず、いままでとんだご無礼をば……」

　なぜかティナが敬語になった。

「おいちょっと待てよ先生！　いい加減にしろ！」

　どうして俺おれを社会的に抹殺することに、アンタはそんなに情熱的なんだ？

　散さん々ざん蓮太郎を小こ馬ば鹿かにして満足したのか、菫すみれはケラケラ笑いながら戸棚まで行くと、いつも通りコーヒーの準備を始める。ガリガリと電動ミルの引く音がするさなか、「君たちもそこら辺にかけたまえ」と促す。

　蓮太郎とティナは、黒板をはみ出して壁にまで描かれた難解な数式を横目で見ながらスツールに腰掛ける。

「先生、なんだこれ」

「『双子素数の予想』というミレニアム問題だよ。面白そうだから解いてみた。国際数学者会議ＩＣＭに送ったけど、合ってたらこれでまた小銭が入るね」

「はーん。なんだかよくわかんねーけどスゲーなこれ」

「そうでもないさ」

　そこで菫がはたと手を打ち、半分だけこちらを見る。

「そうだ忘れるところだった。つい昨日だか一昨日だかに彰しよう磨まくんが私の所にたずねてきたよ」

　反射的に椅い子すを鳴らして立ち上がる。

「彰磨兄にぃが！　どうしてッ？　てかあの人、いまなにしてんだよ？」

「まあ落ち着きたまえ君──ホラ、コーヒー」

　耐熱テーブルの上に置かれたコーヒーの香ばしい湯気が顔を撫でていくのを感じながら、不ふ承しよう不ぶ承しよう腰を下ろす。

「実は君を訪ねてきたんだが、いまはここにいないと言ったら話を聞かずに出て行ってしまったよ。相変わらず無口なところと人の話を聞かないところは変わってないね、彼」

「彰しよう磨ま兄にぃが……」

　蓮れん太た郎ろうは顎あごに手を当て黙考していると、横から控えめな声が差し挟はさまれる。

「お兄さん、その彰磨って人、誰だれですか？」

「ん？　ああ。そうだな、お前が知ってるわけないもんな。ティナ、俺おれが使う天てん童どうの技について木き更さらさんから聞いてるか？」

「天童流、でしたっけ？　たしか天童社長が抜刀術の免許皆かい伝でんで、お兄さんが戦せん闘とう術じゆつの初段でしたか？」

　蓮太郎はひとつ頷うなずく。

「薙なぎ沢さわ彰磨、って言ってな。天童式戦闘術の八段まで行った俺の兄弟子にして、天童式戦闘術の高こう弟ていだよ。正直、かなり懐なつかしい……」

「尊敬、してたんですか？」

　蓮太郎は驚おどろいてティナを見た。再び顎あごに手を当てると、自分の中に散らばっている記憶のピースを組み立て直して、言語化しようと試みる。

「……そう、だな。純粋に俺じゃ敵かなわないくらい強かったしな。天童助すけ喜き与よって師範代に目をかけられてたのに、ある日突然理由も言わずに道場を辞めちまった時はすげー悲しかった。というより、裏切られた気分だったよ。……うん、考えたことなかったけど、多分尊敬してたんだな」

　無理矢理会話を終わらせると、沈黙をごまかすために苦みばかり強いコーヒーをすする。

　彼は、一体何のために自分を訪ねてきたのだろうか。

　ティナが申し訳なさそうな表情をして、菫すみれを見た。

「一つお願いがありますドクタードク」

「なんだい？」

「『シェンフィールド』のメンテナンスについてなんですけど──」

　菫はそこですべてを察したのか、面倒くさそうに顔の前で手を振る。

「まあエインの奴やつに出来て私に出来ない理由はないしな。蓮太郎くんの義手のメンテのついでだ。一人増えたところで問題あるまい」

　ティナは折り目正しく礼をするが、まだなにか喉のどにつっかえたような表情をしている。その横顔を盗み見ながら、蓮太郎はできるだけ穏やかな調子を装って切り出す。

「ティナ、言いたいことは全部吐き出せよ。これからも天童民みん間かん警けい備び会がい社しやにいるつもりなら、なおさら俺たちに隠し事はすんな」

　それが駄目押しになったのか、ティナは背筋を伸ばしたあと顔を上げ、蓮太郎と菫を順番に眺める。

「私には、遠からず追っ手がかかります」

　地下室の空気が、ピンと張り詰めたものになる。

　菫すみれが腕組みして、深く椅い子すに腰掛けると、ギッと鳴った。

「エインの奴やつか？」

「イエス、ドク」

「おいティナ、でもそのランドって奴、なにもモーションかけてくる様子ないだろ」

　ティナは首を振った。

「きっと慌てているだけです。プロフェッサーも、私がよもや自決せずに敵に降伏するとは思わなかったでしょうし……。でも準備さえ整えば話は別です。プロフェッサーは忠誠を好み、裏切りを憎みます。私が安あん穏のんと東京エリアで生きていることがプロフェッサーの耳に入れば、間違いなく私を消しに動くはずです」

「待ってくれ、ランドがお前を消すつもりだとして、どうやってやるんだ？」

　ティナは、『呪のろわれた子供たち』でありながら、米国版『新人類創造計画』とも言える『ＮＥＸＴ』の機械化兵士という全能性を併せ持ったイニシエーターのはずだ。その実力は折り紙付きで、かくいう蓮れん太た郎ろうも、一度はその圧倒的な力を前に膝ひざを屈しかけたことがある。

　おいそれと手を出そうなんて考えているとしたら、ランドという奴はよほど後先を考えない愚か者ではないか。

「私以外にも『ＮＥＸＴ』機械化兵士手術を受けたイニシエーターがいるとしたら？」

「いるのかッ？」

　これには菫も顔色をなくすが、ティナは重々しく頷うなずいただけだった。

「私の知る限り五人。すべて私の妹世代です。私は、プロフェッサーが生み出した一番最初の『ハイブリット』なので……」

「ハイブリット？」

「『子供たち』でありながら機械化兵士能力を持っているイニシエーターのことです。プロフェッサーは闇やみに流れてきた戸籍を買い取って、複数の名前で彼女たちと正規契約しています。そして彼女たちは、全員が私と同じかそれ以上の戦せん闘とう力りよくを秘めています」

　ティナは一いつ旦たん言葉を切って顔を上げると、蓮太郎の目を真まっ直すぐ見た。

「序列百位『ギガ・ヘッジホッグ』の二ふたつ名なを持つアシュリー・スプリングスティーン、序列九十五位『メテオフォール』アイリーン・スペンサー、序列八十八位『フェルドランス』フェイ・クロンミラー、序列七十位『魔王ブラツドクリーク』ルイーズ・ゼラズニー、そして序列二十一位『冥王プルートー』リタ・ソールズベリー。中でもリーダー格だったリタは、あらゆる点で私を凌りよう駕がします」

　聞くだに怖おぞ気けを振るわずにはいられない内容だった。エイン・ランドの最強の兵士創造に関する情熱と狂気の総量は、菫のそれすらも凌駕するのではないか。

「お兄さんたちも知っているかもしれませんが、序列百番以内のイニシエーターとプロモーターには尊敬と畏い怖ふを込めて二ふたつ名なが与えられます。私にもかつて『黒い風サイレントキラー』という二つ名がありました」

「『黒い風サイレントキラー』……」

　もし、いま彼女たちが徒党を組んでやってくるような事態になれば、東京エリアそのものが壊滅しかねないほどのダメージを受けることになるのではないか。

　それにリーダー格は序列二十一位……現状の蓮れん太た郎ろうでは、おそらく太た刀ち打ちできる相手ではないだろう。

　横目でティナを見て、不意に胸を突かれる。

　もしかすると、ティナとその五人とは友情で結ばれていたのかもしれない。彼女の沈ちん鬱うつな横顔は、蓮太郎にそんな邪じや推すいをさせた。

　前髪で半分隠れた菫すみれの瞳ひとみが、さらに鋭く細められる。

「ティナちゃん、君、なにを考えてる？」

「私、やっぱり天てん童どう民みん間かん警けい備び会がい社しやを出るべきじゃないでしょうか？　私がいたらみなさんに迷惑をかけてしまうことになります」

　ティナは強く首を振った。

「ティナ・スプラウトは一度死にました。二度目の人生を歩ませてくれた天童社長や延えん珠じゆさん、お兄さんに迷惑をかけることだけは、私にとって耐えられません」

　束つかの間ま、蓮太郎と菫は顔を見合わせ、そして二人同時に言った。




「──アホ」「──馬ば鹿かだねぇ君」




「ふぇ？」

　小さく口を開けたまま固まってしまったティナに近づくと、頭髪に手を置いてぐしゃぐしゃと乱暴に掻かき乱す。

「木き更さらさんも延珠も俺おれも、お前に心配されるほど弱かねぇよ！　ガキのくせに遠慮なんかすんな」

　菫もニヤニヤ笑いながら蓮太郎を指差す。

「ティナちゃん、蓮太郎くんの言いたいことを意訳すると『お前は幼女ハーレム計画の貴重な一匹だから逃がすわけにはいかねぇぜ、あと幼女の脇わきうめぇペロペロ』とまあ、こんなところだ」

　ティナが可か哀わい想そうな生き物を見る目で蓮太郎を見た。

「お兄さんの十歳の女児に対する異常な執着は、一体どこに根があるんですか？」

「先生の作り話に決まってんだろッ！」

　菫すみれが腹を抱えて笑っているのを横目で睨にらんでから、蓮れん太た郎ろうは「あークソッ」とバリバリ頭髪を掻かく。

「なあティナ、一つ聞くぞ。お前は天てん童どう民みん間かん警けい備び会がい社しやが嫌いなわけじゃないんだよな？」

　ティナは、千ち切ぎれんばかりに首を縦に振る。

「居たくないわけでもない？」

　再びの首しゆ肯こう。蓮太郎は目を閉じて大きく息を吐いた。

「じゃあなにも問題ねーだろ。難しい話は俺おれと木き更さらさんでするからお前は宿題でもしてろ」

　蓮太郎は片目を開けてティナの様子を窺うかがう。ティナはまだ煮え切らない様子で「でも」とそわそわと体を動かしている。

　蓮太郎はティナの両肩に手を置き、一言ずつ区切って発音する。

「安心しろ。俺も、もっと強くなるから」

　それが駄目押しだったらしい。ティナは困惑気味に薄うすく笑ったかと思うと、神しん妙みように頷うなずく。そして深々とお辞儀をした。

「よろしく、お願いします」

　菫と素早く目配せする。とりあえずは、一安心というところか。まったく、延えん珠じゆとは違った意味で手がかかる。もっとも、そんなところも愛いとおしいと思うが。

　菫は鷹おう揚ように手を広げる。

「ティナちゃん、悪いんだがこっからは少し蓮太郎くんと大人の話をしたい。外してもらえるかな」

　ティナの視線が不安に揺れるのを見て、蓮太郎は小さく頷いてみせる。

「一人で木更さん家ちまで帰れるか？」

「大丈夫です」

　それから二言三言交わしてから、ティナは出入り口でもう一度大きくお辞儀をして、そのまま振り返らず地下室を出て行く。

　蓮太郎は、その後ろ姿を長い間見送っていた。

「いい子じゃないか」

「まったくだ。木更さんが拾ったんだけど、あの人の人を見る目は本物だよ」

　菫は机についた両りよう肘ひじの上に顎あごを乗せながら、にやにやと笑う。

「順調に君の周りに幼女が増えていくね」

　嫌いやな言い方しやがる。

　菫が人差し指で机の上をトントンとタップする。

「実際のところどうなんだい蓮太郎くん？　延珠ちゃんやティナちゃんに性的な魅力は感じるのかい？」

　蓮太郎はムッとする。

「やめてくれ。あいつらはまだ十歳だぞ」

「建たて前まえの話をしてるんじゃない」

　見れば菫すみれは、まんじりともせずこちらを見ている。

　どうやら、真ま面じ目めな質問らしい。蓮れん太た郎ろうはぶっきらぼうに視線を逸そらしながら後ろ頭を掻かく。

「可愛かわいい、と思うよ。時折俺おれも何気ない動作にドキッとさせられるからな。──これでいいのかよ？」

「素直でよろしい。ところで蓮太郎くん、こんな童話を知っているかい？」

　──童話？

　菫は足を組み替えると首を傾け天井を遠い目で見る。

「あるところに体が大きすぎて仲間から疎そ外がいされたクジラがいてね。彼は孤独の放浪の末、ようやく見つけた仲間のクジラと勘違いして、潜せん水すい艦かんに恋をするんだ」

「潜水艦？」

「そうだ。潜水艦はクジラを追い払おうとするが、完全に懐なついてしまって離れない。クジラは一いち途ずにも様々なアプローチをかけ続ける」

「………………」

「戦時中でね。やがて敵の駆く逐ちく艦かんに発見されて、潜水艦が沈められようとした時、クジラは身をもって爆雷から潜水艦を守り抜き、死ぬんだ。海が一面クジラの血で真っ赤に染まってね、それでも愛する者を守り抜いたクジラは幸せでした、という内容だ」

「…………先生、何が言いたい？」

「蓮太郎くん、クジラと潜水艦は別の存在だ。その交わりはハッピーエンドにはなり得ない」

「延えん珠じゆは人間だ。俺ともアンタとも変わらない人間だ」

「言いたいことはわかる。だがそう思っている人間は少数派だということを理解しておくんだ。そして、あまり肩入れしすぎるな」

　蓮太郎はゆるく首を振る。

「無理だよ、先生。延珠たちのいない生活なんて、もう考えられない」

「だが彼女たちはいずれ散る花だ。蓮太郎くん、散る花を追うな。『呪のろわれた子供たち』の寿命は、体内侵食率という逃れられない枷かせがはまっている」

　蓮太郎は歯を食いしばると、菫から視線を逸らした。

「先生、逃げてるわけじゃない。必ず俺から延珠には話す。でもいまその話はやめてくれ。俺だって、なんて言って切り出せばいいのか、わかんねぇんだよッ」

「……告知は本来医者の義務だが？」

「やめてくれ。言うときは、必ず俺の口から言う」

　菫は肩をすくめる。

「まあ君がそう決めたのなら、口出しはすまいよ。ところで知ってるかい蓮太郎くん、『呪われた子供たち』と普通の人間の間には子供が残せるらしいよ」

「理論上の話だろ？」

「いや、実地で」

「どういうことだ」

「君は児じ童どう婚こんという風習を知っているかい？　女児の段階で結婚させられる国が実は結構数ある」

「いや、でも法律が……」

　曲がりなりにも文明国ならば、身体的に成熟していない女子の結婚を禁じる法律があるはずだ。

「なにを寝ぼけたことを言ってるんだ？　中東などのレイプ犯罪が横行している国では、女性は外を出歩いているだけで処女を失うことがあるんだ。そして概がいしてそういう国では、傷きず物ものにされた女性は嫁のもらい手がなくなってしまうから、そうならないよう親の方が物心すらつかない女児の段階で男に内ない々ないに嫁がせてしまう。そして出産の最年少ギネスは五歳だ。別に世界のどこかで『呪のろわれた子供たち』が出産を経験していたとしても、不思議ではないだろうさ」

「……『子供たち』は抵抗しないのか？　誰だれだって嫌いやだろ。いつの間にか変な男と結婚させられたりしたら」

　それに、彼女たちには人間の規格を遥はるかに超えた力を持っている『新人類』だ。望まない状況を自分の手で打開するだけの力は、持ち合わせているはずだ。

　菫すみれは椅い子すの上で足を組み替える。

「蓮れん太た郎ろうくん、君はゾウの調教の仕方を知っているかい？」

「ゾウ？　いや……」

「ゾウはね、子ゾウの段階で足に強きよう靭じんな鎖の片方を巻き付けて、もう一方を地面に打ち込んだ杭くいに固定するんだ。子ゾウは泣いて暴れるが、逃げることは出来ない。すると子ゾウはね、『諦あきらめることを学習する』ようになる。そうなるともう駄目さ。大人になって力が強くなっても、細い麻あさ紐ひもを足に巻き付けられただけで、一歩もその場を動こうとしない」

　蓮太郎はふと、地下室の一端に置かれた姿すがた見みに映った自分を見た。眼めが細められ、恐ろしい表情をした蓮太郎がこちらを見ている。

「……先生、何が言いてぇんだよ」

「ゾウを『子供たち』に置き換えてみると良い。残念だけど君が考えてるみたいに『子供たち』が自主独立して自由を勝ち取るなんていうストーリーは、現実を見ていない幼稚な絵空事と言わざるを得ない。ただでさえ女性の地位が低い国では、女性は戦争で勝った時の戦利品扱いされてまともな人間扱いをされていない。そこに『呪われた子供たち』という新たな差別要因が加わったとする。もうね、彼女たちは人間じゃないんだ。家畜だよ。切り刻みながらレイプしても死ににくいからね。変態からすればなかなか楽しいオモチャだろうさ」

「やめろ」

「いいや、やめないよ。いままで黙っていたがね、私は君みたいな現実を見ていない奴やつがね、大嫌いなんだよ。君は刃物でズタズタにされて縄で吊つるされた八歳の『子供たち』に腐乱してハエがたかっているのを見たことがあるかい？　病院に運び込まれてきた時、ブタみたいな男に性行為を強要されて内臓が破裂した六歳の『子供たち』の苦く悶もんにゆがんだ壮絶な表情を見たことは？　まだまだある──」

　途と端たんに、地下室にけたたましい破は砕さい音おんが響ひびき渡る。

　左手に鈍痛がして、ゆっくりそちらを見ると、自分の意思に反して動いた左手は、裏うら拳けんで鏡を破壊していた。手に破片が突き刺さり、血が糸をひいて地面のタイルに垂れる。

「やめろ！　吐き気がする」

「蓮れん太た郎ろうくん、君だって東京エリア以外の国の『子供たち』が天国みたいな生活を送っているなんて思っているわけじゃないんだろう？　君がすべての問題を解決しようとするのは傲ごう慢まんだ。いま東京エリアで起こっている『子供たち』への強力な差別運動もね、起こるべくして起こっている。すべての物事には原因と結果があるんだ」

　ようやく蓮太郎は、菫すみれが話をどこに持っていこうとしているのかを理解する。

「国外のイニシエーターの扱いよりはまだマシだから、延えん珠じゆやティナが汚い言葉を吐きかけられて踏みつけにされても仕方がないと？」

「極論するとその通りだ。どうせ君のことだから、どうしようもないことに心を痛めて馬ば鹿かな考えを巡らせているんじゃないかと思ってね」

「言わせてくれ先生。俺おれは先生のそういう冷めたところ、大嫌いだ」

「君は無力だよ蓮太郎くん。君がこんな世界を本当に変えたいと思うなら、君は政治経済を裏で牛ぎゆう耳じる天てん童どう一族の家を出るべきじゃなかった」

「俺は…………」

　間違っているのか？

　続く言葉が出てこないことに焦りを感じ、喘あえぐ。

　一いつ旦たん首を振り目を閉じ心を落ち着けると浅くなった呼吸を落ち着け、菫の意図を探ろうとする。

「じゃあ政治家の代わりに民みん警けいとして、俺はガストレアを世界から駆逐する。世界の変え方は一通りしかないわけじゃないだろ？　東京エリアは狭い。民警の護衛機をつけないと航空機は飛べないし、海かい棲せいガストレアの危険があるから海も基本的に泳げない。俺は延珠に、広い世界を見て回ることができる自由を与えたい。先生、俺は延珠のために世界を変革するよ。そのために倒す。ステージⅤのガストレアも全部全部ッ」

　菫は小さく口を開けたまま固まってしまった。だが次の瞬しゆん間かん、天井を仰あおいで額ひたいを叩はたきながら爆笑し始めた。

「ハハハハハ、なるほどそう来たか。ステージⅤを全部ね。いや参った。出来るか出来ないかはさておき、よく言ったよ蓮れん太た郎ろうくん」

　途と端たんに笑いを引っ込めると、椅い子すに座り直し、口元を吊つり上げながらこちらを見る。

「やはり君は私とは違うね。君はまぶしいよ」

「そんなことねぇよ。先生だって──」

　菫すみれはやんわりと首を振る。

「──いや、私は駄目だ。少し物事に詳しくなるとね、人間のどうしようもない面ばかりが見えてくるからね。やはり私にはこの薄うす暗ぐらい地下室がお似合いだ。日の光の下は歩けない」

「………………」

「蓮太郎くん、この宇宙で一番美しいものがなんだか、知ってるかい？」

「いや……なんなんだ？」

「仏教の世界観ではね、蓮はすの花だそうだよ。つまり君だ。『蓮』太郎くん。君の魂たましいは美しい」

　蓮太郎は胸が詰まって、言葉もなく菫を見つめた。迂う遠えんな菫の性格からいって、いまのは最大級の賛辞と言えるだろう。

「先生……」

　菫は立ち上がると、両手を開く。

「いまの君ならば、あれを見せても大丈夫だろう」

　来たかと思って、蓮太郎は気を引き締める。

　そもそも今日、蓮太郎が菫の研究室を訪れた本当の目的は、ティナと菫の顔合わせを見届けることではない。

　先月の聖せい天てん子し狙そ撃げき事件の折り、序列九十八位にして神しん算さん鬼き謀ぼうの狙撃兵、ティナ・スプラウトを撃破し聖天子を守り抜いた功績から、蓮太郎は序列三百番まで躍進し、機密情報アクセスキーはレベル五にまで上がっていた。

　序列十番以内に入ることで与えられる最高機密アクセスキー・レベル十二までは程遠いが、それでもアクセスキーも五までいけば、なにかしら蓮太郎の両親やガストレア大戦の詳細についてわかるのではないかと思い立ち、アクセスキーを菫に託し、詳細を調べてもらっていたのだ。

　菫の口ぶりから察するに、いままでの舌ぜつ鋒ぽう鋭い詰きつ問もんは、すべてこれから見せるものに対する覚悟を問うものだったらしい。本当に、回りくどい人だ。

　知らず掌てのひらから汗が噴ふき出し、ズボンの裾すそで拭ぬぐう。うなじのあたりがピリピリとした。

　菫は机の上からデータが焼き付けられたディスクを取り出し、ノートＰＣに送り込む。リモコンを壁に向けて操作すると、いつだか見たスクリーンがするすると降りてきて、無線でプロジェクターと連動。本来は、菫が趣味の映画鑑賞に使うためのものだろう。

　こちらに背を向け作業をしていた菫は、ちらりとこちらを見て意味深に笑う。

「どうにもこの手のヤバいデータはネクッラトウ上ドに預けておくのがためらわれてね。これはそういう類たぐいのものだ。結構ショッキングなものもある」

　蓮れん太た郎ろうは固かた唾ずを呑のんで菫すみれの作業を待った。

「まずはこれだ」

　唐とう突とつに、スクリーンに一枚の画像が呼び出される。

　大きな画面に細かい文字がびっしりと刻まれていていて、蓮太郎は眼めを細めながら身を乗り出す。どうやら、二〇三一年現在から過去二十年にわたって遡さかのぼった年表らしい。

　一読して、蓮太郎は眉まゆをひそめた。

　二〇二一年に勃ぼつ発ぱつしたガストレア戦争初期から末期にかけての項目がほとんど真っ黒に塗りつぶされている。

　菫にパソコンのマウスを借りて、黒く塗りつぶされた項目をクリックしてみると『アクセスキーのレベルが不足しています』というエラー音と共に寒々しい文字が吐き出される。

「気付いたか、蓮太郎くん？」

「ああ……」

　蓮太郎は年表を睨にらみながら頷うなずく。

　蓮太郎を含め、学校で習う近代史の歴史年表にはこんな黒線は存在しない。なぜなら項目そのものが綺き麗れいさっぱり消え去っているからだ。

　蓮太郎の通う勾まが田た高こう校こうの歴史教科書で、ガストレア戦争について触れているページは驚おどろくほど少ない。

　なんでも、ガストレア戦争の混乱期において多くの資料が焼失し、サーバーを保存しているデータセンターも数多くやられたので正確な資料が残っていない、というのがその理由らしい。

　それを聞いた当時は、その通りだろうと頷いたものだった。

　なにしろ、十年前の二〇二一年段階で八十億弱まで膨れあがり、我わが世よの春はるを謳おう歌かしていた人類が、ガストレア大戦によって一気に十分の一以下にまで殺さつ戮りくし尽くされたのだ。

　だが──

　蓮太郎はもう一度黒塗りだらけの年表を睨み、イライラと足踏みする。

『アクセスキーのレベルが不足しています』というメッセージは、裏を返せばアクセスキーさえあればこの黒塗りもオープンになり、真実がつまびらかになるということだろう。

　つまり、『ガストレア戦争により資料が焼失した』という政府側の公表は、真っ赤な嘘うそだったということになる。

　なぜ政府はガストレア戦争の詳細を隠したのか？　あるいは隠さなければならないほどのなにが、この下に隠れているのか？

「蓮太郎くん、これを見ろ」

　スクリーンに近づきながら、伸縮式の指示棒を展開すると、スクリーンの一端を指す。

　蓮れん太た郎ろうは目を凝こらし、マウスをダブルクリックして文字を拡大していくと、文字の色が黒塗りから反転して赤く変わっている箇所がところどころある。どうやらこれが、レベル五で開示できる情報らしい。

　斜め読みしていくが、ほとんどはガストレアの軍団レギオンと自衛隊がぶつかった戦史『関東会戦』や、『第二次関東会戦』だったり、最近の事件では危うく東京エリアに感染爆発パンデミツクが勃ぼつ発ぱつする寸前までいった『狐狩り事件』や、史上最も美しい破滅と謳うたわれた毒鱗りん粉ぷんによる集団幻覚を起こした『モルフォ蝶ちよう事件』、忘れがたい『蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件』の名前もある。どれも懐なつかしいと呼ぶにはまだあまりにも生々しい記憶がこびりついている。

　軍事の項目にジャンプすると、政府が秘密裏に計画していた『天あまの梯はし子ご』プロジェクト、世間一般には都市伝説だと思われている『新人類創造計画』プロジェクトも、その実在が説かれていた。

　試みに『新人類創造計画』の詳細画面に飛ぶが、蓮太郎が知っていること以上に詳しいことは書かれていない。まあ当たり前か、と腕組みする。

『新人類創造計画』について知りたければ資料を漁あさるより前に、目の前にいる日本支部の最高責任者に詳細をたずねる方が早いし、深いものが得られるだろう。

　蓮太郎は一気に頭に情報を流し込まれて、軽い興奮状態に陥おちいっていた。鼓動が早くなるのを感じる。

「蓮太郎くん、問題はこれだ」

　菫すみれが指示棒で指さなければ、あやうく読み飛ばしてしまうほど小さな文字で、それはあった。

　脊せき髄ずいを雷撃が貫き、瞳ひとみが裂けんばかりに見開かれる。




『──二〇二一年某月某日、七なな星ほし村消滅』




　蓮太郎は体が痺しびれ、みじろぎもできない。喉のどはカラカラだった。

「先生……七星村って……？」

　菫は重々しく頷うなずく。

　蓮太郎も菫も『七星』という名前に心当たりがあった。

『七星の遺産』──忘れがたく、忌いまわしい、蓮太郎の運命を揺るがざる形で決めた『蛭子影胤テロ事件』のキーアイテム。結局、あの事件を解決し、黒幕の天てん童どう菊きく之の丞じようを追い詰めた蓮太郎ですら、なぜあれがゾディアックガストレア・『天蠍宮スコーピオン』を呼び寄せる触しよく媒ばいになり得たのか、ついにわからなかった謎なぞのアイテムだ。

　そして、ジュラルミンケースの中の入っていた『七星の遺産』の正体は、壊れた三輪車だった……。

　背筋がぞくりとして、本能がこの事件に関かかわるのをやめろと絶叫している。きっとこの事件の真相を知ったとき、蓮れん太た郎ろうは逃れられぬ絶望に囚とらわれこの世界の終わりまで悲鳴を上げ続けることになるという、確信にも近い予感が脳裏を駆け抜ける。

「奇妙なことにね、七なな星ほし村の記述が出てくるのは、ここ限りだ。ネットの地図などで漁あさると、どの地図からも七星村に関する記述そのものが削除されている。これを探すのには苦労したよ」

　そう言って、蓮太郎の机の前に一冊の分厚い地図帳が投げ出される。汚損と日焼け、破れでボロボロになっているが、『二〇二〇年日本地図帳』と、かろうじて判読できる──ガストレア戦争が起こる前の日本地図だ。

　蓮太郎は震ふるえる手でページを繰る。菫すみれが付ふ箋せんを貼はってくれていたので、該当箇所を探し当てる作業はさして苦労しなかった。

　七星村とは、元長なが野の県北部にあったらしい。元富と山やま県の県境にやや近く、三〇〇〇メートル級の山々からなる飛ひ騨だ山脈のふもとという位置。当然、七星村どころか長野県そのものがガストレアの闊かつ歩ぽする未踏査領域化して久しいので、おいそれと近づくことはできないだろう。

　とにもかくにも蓮太郎は、七星村の位置を深く心に刻みつける。

「もう一つ、こっちはムービーデータだ。これが奇妙な経緯で手に入ってね」

　菫がノートパソコンを操作しながら顔を上げる。

「政府の職員が機械の操作を誤ってアップロードしたものでね。すぐに間違いに気付いて削除されたけどキャッシュが残ったんだ。ファイルは壊れてたけど、私がソフトを使って復元した。おかげで映像は荒い。本来はレベル十のアクセス権限がないと閲覧できないデータだ」

「レベル十ッ？」

　たしかレベル十のアクセスキーは序列三十番以内に入らないと閲覧できないはずだ。いまの蓮太郎にとって序列三十番など、夢のまた夢。そのデータがこぼれてきたというのか？

　いつになく真剣な、菫の細められた瞳ひとみが蓮太郎を凝ぎよう視しする。

「本当にヤバいのはむしろこっちの方だ。心しておきたまえ。これが『アルディ・ファイル』だよ」

　──『アルディ・ファイル』？

　聞き返そうと口を開きかけたとき、菫がマウスをダブルクリック。突然スクリーンが真っ黒になり、獣けものめいた呼吸音が聞こえる。音飛びがひどく、映像にザ、ザ、という耳やかましいノイズが頻繁に走る。それが返って、謎なぞの呼吸音を一層不気味なものにしている。あり得ない話だが、蓮太郎は映像からひどい汚臭まで感じた。

　どうやらハンディカムサイズのビデオカメラを使っているらしい。小刻みな手ぶれがひどい。撮影者も怯おびえているのか？

　蓮太郎は緊張に上うわ唇くちびるを舐なめ、一言一句聞き逃すまいとスクリーンを凝視する一方で、このまま回れ右をして地下室を出て良いという許可を与えられたら、身も世もなく逃げ出したいという相あい反はんするジレンマに駆られる。

　だが突とつ如じよ、ノイズだらけだった映像が鮮明化する。

　途と端たんに蓮れん太た郎ろうの総そう身しんが強こわ張ばる。

　ソレは、手術台の上に乗せられ、異様に肥大化した右の瞳ひとみでこちらを見ていた。

　全身に巻かれた包帯がかろうじて人ひと型がたを留とどめていなければ、蓮太郎はその生物がなんなのか、ついに同どう定ていすることは叶かなわなかっただろう。

　左肩が巨大化して、栄養を奪い取られた左手が不格好にしなびている。

　右腿の付け根から三本目の足が生え、胸骨は大きく膨ぼう張ちよう。なおひどいのは顔面だった。真っ赤になった右の瞳だけが大きく膨らみ左眼や鼻などの各器官を圧迫、黄色く覗のぞく乱らん杭ぐい歯ばから涎よだれが垂れるままになり、手術台のシーツに大きな染しみを作っている。

　手や足、眼球、性器などを問わずに大量の管が通され、手術台は配線がスパゲティのように束になっている。

　蓮太郎の下か肢しからガクンと力が抜け、咄とつ嗟さに机の上に手をついて転倒を免れるが、手をついた拍子に、ガラス製の実験器具が押し出され、次々に地面に落下して破砕する。

「蓮太郎くん……大丈夫か？」

　菫すみれが不安げに近づいてくるのを手でやんわりと制する。

　右眼球の奧がズキズキと痛むのを堪こらえながら、もう一度顔を上げる。

　胸の膨ふくらみと、腰のくびれ、男性器の膨らみが見えないことから、これが女性であることがわかる。

　いつの間にか画面右下に『Devil Virus』という文字が表示されていた。

　怪物は、荒い吐息をつきながらじっと、赤い眼めで撮影者を凝視している。

　ハンディカムは、それが義務であるかの如ごとく正面から怪物を長い間映し続けると、やがてなんの前触れもなくふっつりと切れた。

　時間にして、一分にも満たない時間だっただろう。だが蓮太郎にとっては永えい劫ごうにも等しい時間だった。

　蓮太郎は必死に二の腕を擦こすり、悪お寒かんと吐き気を噛かみ殺している自分を、その時初めて自覚する。

「先生、あれは……？」

　菫は静かにかぶりを振る。

「私にもわからん。しかし、『アルディ・ファイル』というからには、あれが『アルディ』なのだろう」

「アルディ……？」

　怪物は全身包帯巻きだったので、そもそも肌の色はおろか、人種すらも定かではない。映り込んでいた手術台とわずかにその周囲の機器だけだ。上からハロゲンランプらしき強い白色光で照らされていたので、手術台だと早合点したのだが、映像が終わってみると、途と端たんに自信がなくなってくる。

「アルディは、おそらくコードネームだ。アルディピテクス・ラミダスから取ったのだろう。蓮れん太た郎ろうくん、我々の祖先がアフリカ大陸にいたという話を聞いたことがあるか？」

「いや……我々って、日本人のことか？」

「違う。日本人も他ほかのアジア人もアメリカ人もヨーロッパ人も全部だ。十年前、八十億に届こうとしていた人類の祖先は、アフリカで生まれたたった一人の女性から枝分かれしたものじゃないかと言われている。これはミトコンドリアという細胞によってわかるんだが、女の家系にのみ遺伝されてね」

「女にだけ……それは、『呪のろわれた子供たち』の性別が全部女性なのと、関係があるのか？」

「わからん。しかし、ミトコンドリアの大本になったアフリカの女性は、聖書にちなんでミトコンドリア・イブという呼称が与えられている。そして話は戻るが、現在発掘された人類の化石の中で最も古いのは四百四十万年前のラミダス猿人、つまりアルディでね。アルディイコールミトコンドリア・イブというわけではないのだが、アルディもミトコンドリア・イブも、しばしば『人類最初の女性』の比喩として用いられることがある。まあ両方とも科学的には、最古というわけではないのだがね」

「『人類最初の女性』……？　──ッ、じゃあ先生、あれは！」

　蓮太郎が思わず詰め寄ろうとすると、菫すみれは頷うなずく。

「あの人間の眼球は赤かった。多分あれが『最も初期に感染した、人類最初のガストレア』なんだろうね」

　蓮太郎は、全身から力が抜けて、気付けばすとんとスツールに腰を落としていた。

　考えなければいけないことは山ほどあった。だが、忘れないうちにどうしても菫にたずねておかなければならないことがある。

「先生、右下に出てきていた『Devil Virus』って文字見ただろう？　あれってガストレアウィルスのことだよな」

「まあ、常識的に考えてそうだろうね」

「なんで『悪デ魔ビのル』ウィルスなんだ？」

　今度は菫が首をかしげる番だった。

「悪魔のような振る舞いをするからだろ？」

「じゃあデーモンでもサタンでもいいはずじゃねぇかよ……いや、待ってくれ。そうじゃない……」

　蓮太郎は顎あごに手を当てながら、自分の頭の中に蟠わだかまっている疑問を整理していく。

「なんで『Devil Virus』のまま、世間に伝わらなかったんだ？　どうして俺おれたちは、ガストレアウィルスを、ガストレアウィルスって呼ぶようになったんだ？」

　菫すみれは、いまいち要領を得ないようだった。

「理由が必要なのかね？　人口に膾かい炙しやする過程で名称が変わることなど、ザラだと思うが？」

　菫は、『Devil Virus』については、特に疑問を持った様子はないようだった。

　考えれば考えるほど、わけがわからなくなってくる。

　なにがどうなっているんだ？　どうしてこんなものが──

　その時、蓮れん太た郎ろうの携帯電話が震ふるえてはっとする。

　着信名は木き更さらだ。

『里さと見みくん、ニュース見たッ？』

　切迫した木更の声に、だが蓮太郎は不覚にも安あん堵どを覚えかける。

　木更の声が、いままで蓮太郎の周りに絡からみついていた異界の空気を吹き払い、地獄から引き上げてくれたような気がしたのだ。

　だが、それは間違いだった。

『里見くん、始まったわよ。モノリスの白はつ化か現象が発覚したわ！　もう隠しきれなくなったみたい』

　蓮太郎は電話を耳に当てながら小声で「先生、テレビをつけてくれ」と言うと、菫は素早く傍かたわらの端末を操作、すると今度は大画面スクリーンにテレビの画像が投影される。チャンネル操作をする必要はなかった。おそらく全社共通で臨時ニュースを流しているのだろう。

　映像は取材ヘリからの空くう撮さつ映像だった。ヘリのローター音が凄すさまじく、女性キャスターの声は遠いが、何が言いたいのかは疑うまでもない。

　カメラによって拡大された三十二号モノリスのあちこちに、白カビ状の染しみが散見される。ガストレア・アルデバランが注入したバラニウム侵食液が、ついに巨壁モノリスを遠目からでも見える形で蝕むしばみ始めたのだ。

　さらに画面は録画画像に切り替わる。

　蓮太郎は思わずうめいた。未踏査領域に飛んだヘリが、鬱うつ蒼そうとした森の中に集結しつつあるガストレアの軍団を上空から俯ふ瞰かんして撮影している。木々の隙すき間まから見える黒山の一群は、すべて大きさも形態も様々なガストレアなのだ。当然、地上部隊のみならず、飛行することが出来る鳥や羽虫などの空中部隊も見える。すでにして、千体近くいるのではないか？

　取材ヘリに気付いたのか、地上のガストレアが天を仰あおぐと、身も凍る怨えん嗟さと憎悪の雄お叫たけびを一斉にあげ始める。

　すると突然、録画画像が途切れ、再び生放送に切り替わる。唐とう突とつに画面上部にお悔やみ欄らんが表示され、顔写真と名前が載る。どうやら危険を顧かえりみずガストレア集結の映像を撮った取材クルーは、ついにモノリス内に帰り着くことは叶かなわなかったらしい。

『東京エリアの住民たちは混乱を来きたしています。一刻も早い政府の発表が待たれます』

　まだ始まってもいないのにテロップには『第三次関東会戦』などと銘打たれている。

　事情を知らなかった菫すみれは、瞳ひとみを見開いたまま凍り付いている。

　テレビを消した後も、蓮れん太た郎ろうの脳裏には集結していた無数のガストレアが、天に向かって吠ほえている映像が残像として焼き付いていた。

　なぜ俺おれたちを狙ねらう？　お前まえ等らは、そんなに人類が、憎いのか？

　詰めていた息を、蓮太郎はゆっくり吐く。

　──モノリス崩壊まであと、四日。

　一刻も早く、仲間を集めなければ。
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「蓮太郎、こんな感じで良いのか？」

　ハンマー片手にかがみ込んでいた延えん珠じゆが喜色満面でこちらを振り返る。

「もうちょっと深くまで頼む」

「わかった！」

　延珠は危なっかしい手つきでハンマーを振り上げると、構造物を四隅で固定するための楔ペグを打ち込んでいく。

　蓮太郎はハラハラと延珠を見守りながら、二本の骨ポ組ーみルをキャンバス地の本体のスリーブに通し交差させる。用意万ばん端たん整ったのを悟って延珠と顔を見合わせると、掛け声と共に引っ張り起こす。

　バサリという音と共に、こぢんまりした二人用テントが薄うすい下した草くさに覆おおわれた地面の上に立つ。

「おお！　立った立った！　すごいぞ蓮太郎！」

　延珠がツインテールを揺らしながらぴょんぴょん飛び跳ねる。

　蓮太郎は中天から照りつける太陽を眺めてから額ひたいの汗あせを拭うと、テントに視線を移し、渋い表情をする。

　いましがた組み立てたテントは、決して見栄えがよいとは言えず、いくつもの汚れと修繕の痕こん跡せきが見て取れる（しかも二〇三一年にもなって、生地は重たいキャンバス製）。

　周囲に首を巡らせると八メートル四方はあろうかという分隊用テント、遠くに見える前線司令部用テントは最新式のゴアテックス製だ。あれはすべて自衛隊からの官給品を借り受けたものだろう。それに比べて自分たちのテントは里見家の押し入れから持ち寄ったもので、カビが生えていなかっただけまだマシという代しろ物もの。

　蓮太郎は顔を上げ、視界にあまりにも大きく迫ってくるモノリスを見る。

　東京エリア第四十区。三十二号モノリス十キロ手前。蓮太郎たち民みん警けい軍団の前線司令部が置かれている拠点である。

　蓮太郎は溜ため息いきをつく。自分たちが官給品の分隊用テントをもらえなかった理由は単純で、ひとえに、まだこの民みん警けい軍団の構成員ではないからだ。

　朝方出向いた民警の登録所は、運動会や葬儀場の受付に使われる開放型テントの形をしていた。蓮れん太た郎ろうたちも軍団に所属してガストレアとの決戦に備えようと意気揚よう々ようと登録に向かったのだが、その返答は「お断りします」という、すげないものだった。

　なんでも、民警軍団で作戦行動を起こす場合の最小単位は分隊──つまりアジュバント単位で動くことになるため、アジュバントを結成していない人間は参加は認められない、ということらしい。

　アジュバントの最小必要人数は三ペア六人。

　つまり蓮太郎は、片かた桐ぎり兄妹きようだいと自分たちを含めて、最低でもあと一ペア仲間を集めないと、アジュバントとして認められないばかりか、完全に作戦の蚊か帳やの外に置かれることになる。

　ティナは聖せい天てん子し狙そ撃げき事じ件けんの下げ手しゆ人にんとして日本政府から厳重なペナルティを受けているため戦せん闘とうには参加できないだろうし、腎じん臓ぞうに持病のある木き更さらも、戦力として期待するのは酷こくというものだろう。

　聖天子直じき々じきに依頼をされておいて、結局仲間が集まりませんでしたでは合わせる顔がない。

　焦しよう燥そうで自分の気持ちがささくれ立ち、イライラと小刻みに体を揺する。出来るだけ早く、あと一組集めて登録だけでも済ませないと。

　蓮太郎は延えん珠じゆに向き直る。

「延珠、持ってきた荷物はテントの中に入れて、中央の方に行かないか？」

「仲間集めかッ？」

　延珠が瞳ひとみを輝かがやかせるのを見て、蓮太郎は渋い表情になる。

「お前が思ってるほど、楽しい作業じゃないぞ」

「じゃあ、妾わらわが楽しくする！」

　参った、一刀両断である。







　蓮太郎の前を小走りで駆けては振り返り「蓮太郎、早く早く！」と差し招く延珠に、やれやれと首を振りながら、その足で前線司令部を目指す。

　蓮太郎たちが陣を構えている第四十区は、延珠の故郷の第三十九区とは隣接したエリアにあるが、外周区の例に漏れず、当然ここも司令部が設置されるまでただの廃はい墟きよだった。だが現在、周囲の様相は一変していた。

　司令部に近づくにつれて最初に感じるのは、発はつ酵こうしたアルコールの匂においである。そこかしこに張られた開放型テントの下では、ガラの悪いプロモーターが日も高いのに酒をかっ食らってクダを巻いている。

　続いてするのは硝しよう煙えん臭しゆうだった。蛮声と共に時折耳をつんざく銃撃音がして振り返ると、バラニウム製の武器を商っている商人が、民みん警けいに銃器の試射をさせながら殺傷力や制圧力についてのセールストークを振るっている。

　他ほか様々な飲食店、興行師、金貸し、どれも露店以上屋台未満の粗末な店先が軒のきを連ねており、中央部、大通りに到達したときには、すれ違うのも困難なほど人口が稠ちゆう密みつ化。人に酔いそうになる。

　蓮れん太た郎ろうは、はぐれないように延えん珠じゆの手を引きながら脇わき道みちに退避し、銃砲店と占い屋の間に切り株を見つけて座ると、ネクタイを緩めながら天を仰あおぎ見た。

　太陽は中天高く照りつけており、ひっきりなしにクマゼミの鳴き声がする。真っ黒な制服を着ている蓮太郎は蒸し焼きにされている気分である。

「クソ。すげー人だな」

「妾わらわはこういうお祭りみたいな雰ふん囲い気き好きだぞ」

「お祭りってお前、……東京エリアの命運がかかってるんだぞ」
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　その時、横合いからクスクスと女性の笑う声がする。横合いには暑そうなローブを着こんで、腕に金銀様々なアクセサリーを巻いた占い師がいた。幌ほろの簡素な天幕の下で水晶玉を広げている。イスラム圏の女性が身につけるチャドルに似た服を着ており、口元も布で覆おおわれていた。

「いや、失礼。お元気なイニシエーターですね」

　澄んだ高い声。かなり若い。

　蓮れん太た郎ろうは往おう来らいに視線を向け、わずかに口ごもってから、やがて顔を上げると、さきほどからずっと心に蟠わだかまっていた疑問を占い師にぶつける。

「なあ、アンタ等らは、なんでそんなに落ち着いてるんだ？　逃げようとか、思わないのか？」

　昨日は、一夜にして色々なことがあった。

　聖せい天てん子しサイドの報道官スポークスマンからも正式に、三十二号モノリス倒壊のシナリオがメディアを通じて公表された。

　反応は半ば予想されていたものを大きく越えることはなかった。

　聖天子が用意した大深度地下シェルターは、東京エリア国民の三〇パーセント程度しか収容できないとされ、その人員は、コンピュータによってランダムに選出され、その日のうちに通達された。

　問題は、選に漏れた七〇パーセントの人間たちだった。

　不安と混乱の捌け口を聖天子に求めた住民たちは、三〇パーセントの中に『呪のろわれた子供たち』も入っていることを知ると、激烈な拒絶反応を示した。

　デモ行進や集会が素早く組織され、選出方法に問題があるとして、選出のやり直しを求めて強力な陣を張っている。中には『呪われた子供たち』を力ずくで殺害して、彼女たちから当選表を奪い取らんとする血なまぐさい組織も誕生している。

　蓮太郎は、これらの組織を大変危険視していた。

　なぜなら、彼らは『子供たち』を襲おそうことは勿もち論ろん、メンバー全員に当選表が分配できそうにないと気づけば、一般人を害する組織に早変わりする可能性すらあるからだ。

　もう少し目先の利きく人間は、他エリア行きの航空券を買い占めに走った。

　大おお阪さかエリアや仙せん台だいエリア行きの航空券は政府会見の発表直後数分間の間に売り切れ、現在すでにオークションや闇取引を通じて、たった一枚で一財産が築けるまで値段が高こう騰とうしている。

　聖天子側は、他エリアへの避難を奨励はしていたが、航空機の数が、圧倒的に不足している。

　東京エリア全体が、過度の緊張感に包まれていた。もし暴徒が生まれ、それらが警察や自警団が対処できるレベルを越えてしまうと、無政府状態になりかねない。

　当然、批判は聖天子に集中した。隠いん蔽ぺい体質だの無能だのと紋もん切きり型がたな非難から始まり、二言目には売ばい女ただのと、女性性そのものに対する陰口に終始する。

　どうせアルデバランが現れた直後に真実を公表したところで同じ批判を浴びただろうから、元天てん童どうの政治家候補生だった蓮太郎に言わせれば、聖天子の判断は正しい。

　なぜなら報道官は、モノリス倒壊の最悪のシナリオを発表した直後に、それを覆くつがえすことの出来る最良のシナリオをも併せて発表したからだ。

　それは代替モノリスを製作して、現地でモノリスを組み立てようという試みだった。

　聖天子側は、代替モノリスの準備にかかる期間を、三十二号モノリス倒壊後三日と確約して、それを裏付ける細かい資料を添付した。

　そしてモノリス倒壊後の三日間、東京エリアを守護するのは『第二次関東会戦』で莫ばく大だいな戦果を上げた精強な自衛隊、その後ご詰づめには民みん警けい軍団が当たると発表したのだ。

　この発表は、それなりの効果を上げ、幾分か東京エリアに与えたショックを吸収する役割を担う。

　演説の草稿自体もよく練られたもので、相変わらず視線や呼吸の置き方まで完かん璧ぺき。おそらくリハーサルも何度も繰り返したのだろう。たった数日でよくぞここまで準備したものだ。

　メディアの聖せい天てん子し批判は依然、とどまるところを知らないが、聖天子は自分の痛みに関してはとんと無頓着なので、唾つばを吐きかけられようが、足で踏みにじられ笑われようが意に介すまい。問題は、彼女が他人の痛みに敏感すぎるきらいがあることだ。

『里さと見みさん、私はこれ以上この世界に悲しみの種が撒まかれることに耐えられない……ッ』

　前回の聖天子狙そ撃げき事件の際、彼女はこう哀切に訴えた。あれが口から出任せだとは、蓮太郎にはどうしても思えない。

　彼女が自分の痛みよりも他人の痛みに心を痛める本物の聖女ならば、作戦の失敗は絶対に容認できないだろう。なにしろ、失敗すれば逃げ遅れた東京エリア住民全員の命が喪うしなわれるのだから。

　だが諸外国は、そんな東京エリアの講じた作戦を絶望的と判断したらしい。

　東京エリア株式市場では、今日の前ぜん場ばの寄せから雪崩なだれを打ったようなパニック売りが始まり、後ご場ば引けまでには、東京エリアが地図上から消滅する可能性も折り込んだ全銘めい柄がらストップ安は避けられないだろうと予測されている。

　大戦後に顕けん在ざい化して、マネー経済を複雑化させた『ガストレアリスク』である。

　現在のところ、戦況を楽観視できる要素はあまりにも少ない。

　それなのに、聖天子の発表の翌日には、銃砲店や酒場、目の前にいる占い師までもが、逃げ出すでもなく外周区を訪れて粛しゆく々しゆくと商売をしているというのは、どうしても理解できなかったのだ。

　占い師は目元を細めて笑う。

「簡単です。私は、民警のみなさんが勝つ方に賭かけています」

　蓮れん太た郎ろうが小さく口を開けて呆あつ気けにとられていると、占い師は続ける。

「だから私は、こうして民警のみなさんの士気を鼓こ舞ぶしたくて、占いをしてるんです。いつもは、悪い結果も混ぜるんですけど、今日からは特別に、良い運勢だけが出るようになっています。神様も、たまにはそういう日があっても良いと言ってくれるはずです。あ、これ他ほかのみなさんには内緒ですよ。うふふ」

　蓮太郎と延えん珠じゆは顔を見合わせる。延珠がにこにこし始め、気付けば蓮太郎もつられて笑みこぼれていた。

「じゃあアンタ、俺おれたちの運勢も占ってくれよ」

「ええ構いませんよ」

　そう言うと、水晶玉に向かって、略式で占いの動作をすると、ややもせずこちらを見る。

「さてそこの黒いお兄さん、あなたたちは、アジュバントの仲間を捜さがしていますね？」

　蓮れん太た郎ろうはぎょっとした。

「なんでわかるんだ？」

「さあ、どうしてでしょうか？」

　そこで蓮太郎はハッとする。きっとこの占い師は、蓮太郎に声を掛ける前から、蓮太郎たちの様子を観察していたのだろう。

「安心してください。あなたたちは素晴らしい仲間にきっと巡り合えるはずです。諦あきらめずに進んでください」

「助かる。やっぱり他人からそう言われると気が楽になるよ」

　占い師は口元に手を当てて笑う。

「いえ、どういたしまして」

「はいはいはいはい！」

　延えん珠じゆが挙手しながら占い師に詰め寄る。

「妾わらわも占って欲しいのだ！」

「お嬢じようちゃんは、なにを占って欲しいの？」

　延珠は腰に手を当てて胸を張ると、鼻から息を吐いた。

「妾のおっぱいについてだ。木き更さらよりもおっきくなりたい。できればバスト百二十くらいまで」

「ひゃく……にじゅう…………？」

　神をも恐れぬ発言に占い師が絶句し、延珠の平へい板ばんな胸板を見つめると、困り果てた顔をして蓮太郎を見た。

　蓮太郎は高速で首を横に振る。いや、俺おれの方見られても。

「まあ……信じれば、夢は叶かなうんじゃないですか？」

　占い師は、不ふ明めい瞭りような一般論で片付けた。そして、ややもせず「そうだ！」と言って立ち上がると「用事を思い出しました」と言って、そそくさと店を畳んで逃げていく。

　延珠がキラキラ眼めを輝かがやかせながらこちらを見た。

「蓮太郎聞いたかッ？　妾百二十になるって！　百二十になったら、毎日揉もませてやるからな！」

「ん……、まあ、期待せずに待ってるよ。ホラ、それよりアジュバントだ、アジュバント」

　無理矢理話題の方向を変えると、蓮太郎は腰掛けている切り株の横をトントン叩たたく。延珠がちょこんと腰掛けると、いつになく真ま面じ目めな調子で前方の大通りを見る。

　蓮太郎も両手で顔を叩き気合いを入れ直すと、往来を行き交う民みん警けいのイニシエーターとプロモーターを品定めする。

　剣や盾たての打ち合わされる金属音に具ぐ足そくが鳴る金属音が混ざり合い、彼らの立てる土つち埃ぼこりで喉のどがいがらっぽくなるほどだ。

　そして、民みん警けいの格好はといえば本当に様々だった。

　野Ｂ戦Ｄ服Ｕや、タクティカルベストにＭＯインターロツキンＬＬＥグアタツチメントを挿さしたミリタリースタイルの民警に始まり、西洋風の甲かつ冑ちゆうやプレートメイル、兜かぶと、籠こ手て、具足。武器に至っても様々で、ミニミ機関銃、ガリル突撃銃、マグナムリボルバー拳けん銃じゆう。斧槍ハルバード、戦金槌ウオー・ハンマー、シャムシール、スコットランドの誇る大剣クレイモアなんてものも見える。

　まるで古代ローマの闘技場コロツセウム控え室に迷い込んだようだ。

「なんだか、天下一武道会の選手控え室みたいな雰ふん囲い気きだな」

　隣となりに座って足を前後にブラブラさせている延えん珠じゆも、はからずも蓮れん太た郎ろうと似たような感想を抱いたらしい。

　彼らに共通することといえば、武器の材質がバラニウム製なので、刀とう身しんや打撃面が黒いことだろう。

　ガストレアウィルスに書き換えられた個体は、能力もその対処法も千差万別なので、言い換えれば、民警の戦法とは、ガストレアの種類だけ存在する。

「これ全部、仲間に出来る奴やつなのか？」

「いや、大半はもうすでに他ほかのパーティに加わってるだろ。でもそうじゃない奴もいるよ。いわばここは、アジュバントに加わり損ねた奴がラストチャンスとして望みを託す場所だからな」

「蓮太郎はあと何人くらい仲間が欲しいのだ？　あと一組いれば十分なのか？」

　蓮太郎は正面の往おう来らいに視線を据える。ちょうど目の前の大おお路じを幌ほろがけの軍用四ＷＤ車ハンヴイーがのろのろと進んでいくところだった。

「それなんだが延珠……俺おれは、俺たちを含めて五組十人欲しいと思ってる」

「そんなに欲しいのか？」

「うん、理由はいろいろある。俺がまとめきれる人数の限界とパーティの死角をなくそうとした時の構成人数の折り合うのが、俺はちょうどその辺だと思ってるんだ」

　延珠が破顔する。

「じゃあ、妾わらわも頑張ってたくさん仲間を集めないとな」

「ああ、頼むぜ。相棒」

　しばらくして、延珠が服の裾を引っ張って、一組のペアを指差していた。

「蓮太郎、あんなのはどうだ？」

　延珠の指し示す方向を眼めで追うと、重武装した民警ペアがいた。イニシエーターの武器は長ちよう槍そう、プロモーターはナイツ社製の小銃を持っている。

　蓮れん太た郎ろうが注目したのは防具、彼らの身につけているボディアーマーだった。

「駄目だ、あいつらはやめよう」

　延えん珠じゆは眼を白黒させた。

「なぜだ？」

「延珠、あいつらの体を見てみろ。首周り、頭、肘ひじや膝ひざ裏うらまで防具でびっしりだ。素人ほど死にたくないって気持ちが防御力を重視する安易な方向に傾きやすい。でもそれはガストレアとの戦いでは致命的だ。延珠、お前ならわかるよな？」

　延珠も珍しく難しい表情で腕組みする。

「確かに、妾わらわたちイニシエーターは防御力を上げるよりも、その分身軽にしてスピードで避けた方がゴーリテキな気がする」

「うん、百点満点の解答だ。実際その通りなんだよ。プロモーターにもまったく同じことが言える。大体、人間よりでかくて攻撃力のあるガストレアに一発でかいのをもらったらそこで終わりだから、実は生存確率は軽装の連中の方が高いくらいだ」

「なるほど。じゃあ軽装な奴やつの方が強いのだな？　わかったぞッ。じゃあ次はそういう奴を仲間にすればいいのだな」

　ややもせず、延珠が「見つけたッ」と叫ぶや、一組の民みん警けいの元にチョコマカ走っていく。プロモーターを一いち瞥べつして、蓮太郎は驚きよう愕がくに飛び上がりそうになった。

　蓮太郎よりも頭一つ分高い身長に、軽装どころかパンツ一丁の半はん裸ら、おまけに顔を覆ふく面めんで覆おおっている。肩には鬼の金棒こと金かな砕さい棒ぼうを担かついでおり、とんでもなく筋肉質だ。ドラクエの武器屋に酷こく似じしているのは、なにか理由があってのことなのだろうか。

　ただでさえ片かた桐ぎり兄妹きようだいのようなアクの強い連中を仲間にしてしまったあとなのだ。あんな生き物が仲間になった日には、蓮太郎のアジュバントの方向性が一発で決まってしまう。それだけは、なんとしても避けたい。

　蓮太郎がハラハラしながら成り行きを見守っていると、何事か紛ふん糾きゆうした議論の後、プロモーターがシッシッ、と手で追い払う動作をする。

　延珠が肩を落としツインテールを萎しおれさせて帰ってきた。

「駄目だった……」

「そ、そうか」

　蓮太郎は、彼女に聞こえないように安あん堵どの溜ため息いきをつく。

　それから数時間をかけて強そうな民警に声を掛けて回ったが、事前の予想通り、芳かんばしい成果は得られなかった。

　すでに他ほかのアジュバントに加入している者が大半で、そうでない民警にしても蓮太郎の提示する報酬と折り合わなかったり、プライドが高すぎて年下の蓮太郎の麾き下かに加わることを良しとしなかったり、など理由は様々である。

　最初こそ鼻息荒く勧誘に努めていた延えん珠じゆも三回断られると笑顔が消え、七回断られると泣きそうな表情になり、十回断られる頃ころには哀あわれをもよおすほど抑よく鬱うつ的になっていた。

　日が傾き、蓮れん太た郎ろうと延珠の影が濃く長くなる。今日は引き上げようかと思った頃、唐とう突とつに事件は起こった。

　遠くから絶叫がとどろき、往来の人間がぴたりと動きを止める。次いでどよめきが広がった。

　なにが起こったのかと思って耳をそばだてていると「民みん警けい同士のいざこざがあったらしいぞ」「実力の違いがわからず片方のペアが突っかかってってよ」「馬ば鹿かな奴やつだ」などと漏れ聞こえてくる。

　延珠と顔を見合わせると、一つ頷うなずく。

　小走りで悲鳴の聞こえた方に向かうと、すぐに人垣が出来ている箇所に気付き、簡素な詫わび言ごとを繰り返しながらその中を掻かき分けていく。

　ドーナツ部の中央に躍り出て視界が開けると、唐突に眼前に予想を遥はるかに超える現場が広がる。蓮太郎は思わず口元を押さえた。

「延珠、来るな！」

　隣となりを見て、遅かったことに気付く。延珠は両眼を見開いたまま固まっている。

　クソ、と内心毒づきながら、蓮太郎はかがみ込むと、素早く『彼ら』の呼吸の有無を確認、脈を取って、親指と人差し指で目ま蓋ぶたをこじ開けて瞳どう孔こうを確認する。

　蓮太郎は眼めをつぶった。

　やがて延珠を見ると、かぶりを振る。

「駄目だ、死んでる」

　蓮太郎は立ち上がると、殺害現場を改めて見渡し、怖おぞ気けを振るわずにはいられなかった。

　あたりには血がぶちまけられ、それは遠く、十メートル先のテントの屋根にまで飛散しているのが目視できる。

　折り重なり倒れている死者は、イニシエーターとプロモーターの合わせて二人いた。

　蓮太郎も延珠も、殺された二人に見覚えがあった。

「蓮太郎、この者たちは……？」

「ああ、間違いない。お前が最初に話しかけようとした重武装のペアだよ、延珠」

　あまり戦い慣れしていない様子だったが、防御力に力点を置いた装備だったので、民警同士のいざこざくらいで殺されるというのは、まず考えられないことだった。しかし──

　プロモーターの表情は想像以上の恐怖に凍り付き、瞳ひとみはカッと見開かれていた。鉄くさい血臭は一層濃く鼻び孔こうにまとわりつき、その間も、耳みみ障ざわりな音を立てて蝟い集しゆうしてくるクロバエを懸命に追い払わねばならなかった。

　蓮太郎は死体に触れることの嫌悪感を飲み下し、もう一度かがみ込むと再検分する。

　国立司法研究所ＮＩＪの防弾規格で、クラスⅢＡ＋プラス＋プラスはあろうかという分厚いセラミックプレートが真っ二つに切断され、プロモーターは腹を横一文字に、イニシエーターは首もとから袈け裟さ懸がけにされ一撃の下に絶命させられている。

　この悪夢の如ごとき剣けん閃せんは一体……？

　蓮れん太た郎ろうは立ち上がると周囲に首を巡らせる。

「誰だれか、事件を見ていた奴やつ、いんのかよ？」

「お、お前、もしかしたら里さと見み蓮太郎か？」

　おずおずと出てきたのは、痩やせて小さい男だった。

「…………だったら、なんだよ？」

「いや……お、おま……。いや──見間違いだ。なんでもねぇ」

「？　なんだよ、一体」

「いや、だ、だから、なんでもねぇよ！」

　苛いら立だった口調で何事か言うと、呼び止める間もなく踵きびすを返して去っていく。

　蓮太郎はますますわからなくなってきた。あの反応はなんだというのだ。なぜ、彼は最初に自分の名前を確認したのか。

「おぉぉいッ、こっちでもケンカだあぁぁ！」

　出し抜けに大声が響ひびき、周囲に集まっていた民みん警けいがそちらを向く。民警たちは何事か申し合わせると、そちらの方に移動してしまう。

「蓮太郎！」

「ああ、俺おれたちも行こう。これをやった奴やつかもしれない」

　蓮太郎は近くの店先の店主に事後処理を頼むと、逸はやる気持ちを抑えて声の方向に向かう。人だかりが出来ているのは、市場の往来から少し離れた草地だった。

　先ほどよりドーナツ状の人だかりは薄うすく広く伸びているので、今度は人ひと混ごみを掻かき分けずとも何が起こっているのか把握できる位置まで容た易やすく移動できる。

　戦せん闘とうは、まだ始まってすらいなかった。

　だがそこで向かい合う二組のペアを見て、蓮太郎は思わず息を飲む。

　──あれは？

　蓮太郎側から見てやや手前にいるのはずんぐりした体型のモヒカン頭の巨漢だった。傍かたわらには枯れた瞳ひとみのイニシエーターが付き従っている。

　奥手側にいるプロモーターはすらりとした長身で長いコートを着ており、目元にはバイザー。傍らのイニシエーターはスカート、ロングパーカに鍔つばの広い黒いとんがり帽子を被かぶっており、周囲の視線が気になるのか、おどおどとせわしなく体を揺すっている。

　モヒカン頭の赤ら顔を見て、蓮太郎は顔をしかめる。どうやら酒が入っているようだ。

「おい青びょうたん、俺様が誰だか知ってんのか？　強盗や殺人を繰り返すこと二十件。三カ国で死刑判決になっているお尋ね者、ブリック・ナイゲルたー、俺おれのことよ」

　口汚い胴どう間ま声ごえで喚わめきながらアバカン・アサルトライフルを振り回すモヒカンを見ながら、バイザーコートの男が落ち着いた様子で小さくかぶりを振る。

「別に、お前が弱いとは言ってない。お前は強いだろう」

「じゃあ、なんで俺おれの酒が飲めねぇってんだ！」

「お前におごってもらう義理なんてない」

　ぶちり、とモヒカンに青筋が浮き上がる。モヒカンが傍らのイニシエーターに向かって顎あごをしゃくると、イニシエーターは無言で体を捻ひねりながら槍やりを高く掲かかげ、モーションに入る。投とう擲てき専用槍、ジャベリンだ。

　服の袖そでが掴つかまれて隣となりを見ると、延えん珠じゆが不安げな表情をしている。

「どうして誰だれも気付かないんだ蓮太郎？」

　蓮れん太た郎ろうは延珠の言わんとすることを悟り、感嘆する。

「お前、気付いてるのか？」

「当たり前だ。──この勝負、実力が違いすぎるであろう！」

　前方、緊張と熱狂が最高潮に達する中、バイザーコートが視線を鋭くする。

「やめておけ。この戦い、栄光も矜きよう持じもない戦いだ。勝っても負けてもつまらんぞ」

　だがこれは、モヒカン男の怒りに火を注ぐ結果にしかならなかった。

「うるッッッッッッせえええええええんだよッ!!　コラアアアアアアアアアァァァッ！」

　モヒカン男がアバカンを照準するやフルオート掃そう射しや、草地を抉えぐり殺到する銃弾がペアもろとも蜂はちの巣にする──その寸前、二人の姿が掻かき消える。

　モヒカン男が上を見る。蓮太郎もその視線を追ってハッとする。イニシエーターが肩を貸す形で、二人が宙高く舞っている。

　と、思うやイニシエーターが相棒を切り離し、コートの男はジャベリンを持った敵少女の手前十メートルに落下。

　蓮太郎は驚きよう愕がくする。イニシエーターにプロモーターが立ち向かう？　馬ば鹿かな。

「危あぶ──ッ」

　──ない、そう言い終わる前に様々な出来事が起こった。

　好機と見た槍持ちの少女が、助走と共に遠心力で体を回転させながら、槍の投擲モーションを執行。

　投擲の直前、少女の細腕がバクンと音を立てて大きく膨ふくらむ。少女が筋力特化型のイニシエーターだと悟ったときにはすべてが遅く、彼女が最後の一歩を地面ごと踏み砕き、そして神しん速そくの投げ槍が放たれた。

　音速に迫ろうという槍が轟ごう風ふうを逆巻きながら迫り、狙ねらい過あやまたずコートの男を木こっ端ぱ微み塵じんにする──そう信じて疑わなかっただけに、男があろうことか腕を前に出し、まさかの弾きパリイの予備動作をした時は目を見張った。

　直後に破裂音が響ひびき渡り、槍やりの切きっ先さきと男の腕が激突。そこで蓮れん太た郎ろうは信じがたいものを見る。

　戦車砲の如ごとき神しん速そくの槍がベクトルをわずかに逸そらされ、次の瞬しゆん間かん、明後日あさつての方向に飛んでいく。弾はじきが成功したのだ。

　それを少女は果たしてどんな気持ちで見ただろうか。それを聞く機会はなくなった。

　投とう擲てきモーションの直後でつんのめっている少女と、最小限の動作だけで槍を弾いたコートの男では、技の硬直時間に違いがあり過ぎた。

　男があっという間に少女に肉にく薄はくし、男の長いコートの裾すそが跳ね上がり彼女の視界を覆おおう。次の瞬間、ゴッという重い音を立てて掌しよう底ていが彼女の顎あごを一撃する。脅威的な再生能力を持つイニシエーターのただ二つの弱点──すなわち、心臓と脳の内の一つ、脳を揺さぶり、あっという間に脳のう震しん盪とうを引き起こし昏こん倒とうさせる。

　あまりの凄すさまじい手際に感嘆の吐息をつく間もなく、もう一つの勝負も決着しようとしていた。

　ライフルを左右に振ってめくら撃ちするモヒカン男の挙動を幻惑する軌道で帽子の少女が移動し、ライフルが弾切れした瞬間、少女が大きく地を蹴けり、男と交錯。

　やにわに、モヒカン男の持っているライフルだけがバラバラに切断されて地面に落ちる。

　モヒカン男は呆ぼう然ぜんと膝ひざをつくと、天を仰あおいだまま泡を吹いて失神してしまった。

　あまりの出来事に、束つかの間ま、場がシンと静まりかえる。

　イニシエーターの少女が恥ずかしそうに俯うつむき、帽子を押さえながらオーディエンスに馬ば鹿か丁てい寧ねいなお辞儀をした瞬間、爆発的な歓声が生まれる。

　まるで子供と大人の戦いだった。モヒカン男のペアがコートの男を最初から亡き者にしようとしながら戦っていたのに対して、コートの男ペアは、ただ殺害するより遥はるかに難しい戦せん闘とう不能を狙ねらい、なおかつそれを成功させたのだ。

　さらに、帽子の少女の機動は、明らかに延えん珠じゆと同じスピード特化型イニシエーターのそれ。

「延珠、あの帽子の奴やつ、モヒカンを倒すときなにをしたんだ？」

　蓮太郎の動体視力では、速すぎてなにが起こったのか捉とらえられなかった。

「多分爪つめだ」

「爪？」

「うむ、爪が一瞬、凄すごい勢いで伸びて、また縮んだ」

　となると、彼女の体内に宿すガストレア因子も自然と絞られてくる──。

　蓮太郎の双そう眸ぼうは、輪の中央で喝かつ采さいを浴びるコートの男に向けられていた。

　もう、見間違えようもなかった。

　蓮太郎は輪の中心に歩みながらコートの男の背に「おい──」と問う。彼も振り返りこちらに気付くと、表情を険しくしてこちらに静かに歩いてくる。

「れ、蓮れん太た郎ろう！」と、背後で慌てふためく延えん珠じゆの声を背に、だが蓮太郎は歩みを止めない。二人の距離が互いの拳こぶしが届く距離になった瞬しゆん間かん、蓮太郎の右手が、そしてコートの男の右腕が同時に跳ね上がる。

　周囲の人間が惨劇を予感して息を飲んだ次の瞬間、二人の腕が再会の喜びにがっぷりと組み合わさった。
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「え？」という声は、延珠と帽子のイニシエーター双方から上がる。

　蓮太郎は正面から男を見据える。眼めに力を入れていないと不格好に笑い出してしまいそうだった。

「投げ槍やりのイニシエーターを昏こん倒とうさせたあの技、『三さん陀だ玉たま麒き麟りん』だろ？　──ちっとも衰えてねーな、彰しよう磨ま兄にぃ」

「久しぶりだな、里さと見み。お前の活躍、風の噂うわさに聞いている。精しよう進じんしているか？」

　昔からあまり表情を出さないこの男も、この時ばかりはわずかに口元をゆるませる。

　隣となりに来た延珠は小さく口を開けて眼をパチクリさせている。

　蓮太郎は男の肩に手を回し、延珠の方を向く。

「紹介するよ、延珠。天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ八段、薙なぎ沢さわ彰磨。天童流の俺おれの兄弟子だ」




　　　　８




　十人が寝泊まり出来る広さのある分隊用テントは天幕や四方幕があり、横に広くそこそこの開放感。持参したボロくさいハーフテントと比べると雲うん泥でいの差である。

　蓮れん太た郎ろうはテント中央に立つと、大きく伸びをする。ようやくこれで自分も、アジュバントとして認められたのだ。嬉うれしくないはずがない。

　さきほど登録所に再度出向き、最低必要人数六人を満たしたことを告げ、正式にアジュバント登録手続きを済ませてきたところだった。

　彰しよう磨まの方も気心の知れた蓮太郎と組もうとちょうど捜さがし回っていたところらしく、蓮太郎はこんな偶然もあるのかと感慨深くなる。

　だが同時に、彰磨ほどの実力者なら引く手あまただろうと思って「どうして俺おれのところに？」と聞いてみると、「お前がスコーピオンを倒した噂うわさを聞いてからずっと、いつか一緒に戦うことを考えていた。不ふ肖しようの身なれど天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ八段の力、役に立たないということはないはずだ。昔道場でやっていたみたいにまた一緒に組もう。お前の悪わる巧だくみに俺も混ぜてくれ」──そう言われれば是ぜ非ひもない。

　トンガリ帽子の少女とはつい先ほど自己紹介を終えたところだった。

　名前は布ふ施せ翠みどり──モデル・キャットのイニシエーターということだった。スピード特化のイニシエーターという際きわだった特徴と収納可能な爪つめという点である程度絞り込めてはいたが、案あんの定じようというところである。

「おー、なかなかいい感じじゃねぇか。ビバ、フリーダム！」

　振り返ると、遅れて合流した玉たま樹きと、やや人見知り気味に俯うつむいた弓ゆ月づきが現れ、その奧から彰磨と、彼の後ろに隠れた翠、そして延えん珠じゆが続く。

「秘密基地っぽい！」と興奮する延珠をたしなめて座ると、一同車くるま座ざになる。

　玉樹はあぐらを掻かくと、陽気な調子で膝ひざを打つ。

「よし！　んでまあ、これでオレっちたちのアジュバントの六人になったわけだが、ここらで軽くお互い自己紹介とでも──」

「──待て、その前に聞きたいことがある」

　遮さえぎったのは彰磨だった。彰磨は感情の薄うすい瞳ひとみで蓮太郎を見る。彼との付き合いが短い人間ならば、嫌われているんじゃないかと誤解を招きかないほど感情の色も見られず、声に抑揚もない。

「当然メンバーをかき集めている発起人はお前なんだから、分隊長はお前になるはずだ、里さと見み。その上で聞きたい、お前はこのまま六人で行きたいのか？　それとも、まだ集める気なのか？」

　蓮れん太た郎ろうは延えん珠じゆと顔を見合わせたあと、彰しよう磨まを見ると、さきほど延珠に聞かせた五組十人体制の構想を語って聞かせる。

　玉たま樹きは肘ひじの上に顎あごを乗せると、気のない声を出す。

「ハーン、あと二組ねぇー」




「──違うわ。あと一組よ」




　不意に、凜りんとした女性の声がテントの中に響ひびき渡り、全員が声の方に向き直る。蓮太郎は仰ぎよう天てんして反射的に立ち上がった。

　この場に存在することは絶対にあり得ないと観念していた人物が、そこにいた。

　西日が差す赤いテント入り口に立っているのは、黒セーラーの木き更さらと、結った金髪がきらきらと夕ゆう陽ひに当たって輝かがやくティナだ。

　木更はパッと黒髪を掻かき上げ、すたすたと踏み込んでくると、蓮太郎が口を開く前に音もなく車座の中に正座。ふわりと、木更の髪から香る甘い匂においがテントの中に広がる。

　木更はすっと蓮太郎の前に殺せつ人にん刀とう・雪ゆき影かげの黒くろ鞘さやを掲かかげ、チン、という澄んだ音を立てて刀の鯉こい口ぐちを切る。

「天てん童どう流剣士・プロモーター天童木更、『ＮＥＸＴ』の強化狙そ撃げき兵へい・イニシエーターティナ・スプラウト以上二名。里さと見み蓮太郎のアジュバントに加えていただきたく、ここに推参しました」

「はぁッ？」

　蓮太郎は素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　掌てのひらを突き出し「ちょっとタンマ」の姿勢を取ると、もう片方の手でこめかみに手を当て必死に頭痛と戦う。

「待て！　ちょ、ちょっと待てよ。なんだよプロモーターとイニシエーターって！　い、いや、それ以前に、ティナはいま序列剥はく奪だつ処分中のはずだぞ」

「ティナちゃんの序列剥奪処分は聖せい天てん子し様に直接掛け合って取り消してもらったわ。いまは東京エリア消滅の瀬せ戸と際ぎわだから、正直猫の手も借りたい状況でしょ？　上う手まく交渉すればティナちゃんの戒いましめを解いてあげられると思ったら、見事に図に当たったの」

　では、今し方がた木更が口にしたのは、冗談でも聞き間違いでもなく……。

　木更がクスリと笑う。

「そういうこと。国際イＩニシエＩーターＳ監督機構Ｏへの登録はさっき済んだところよ。私とティナちゃんの序列は九千二百番からスタートになったわ。ティナちゃんはペアの組み直しだから一いつ旦たん大きく序列が下がっちゃうんだけど、実力の方はもうちょっと上のはずよ」

『もうちょっと』どころの騒さわぎではない。

　かつて蓮れん太た郎ろうが戦った神しん算さん鬼き謀ぼうの狙撃兵は、相棒のエイン・ランンドの戦せん闘とう力りよくを度外視した単騎の戦闘力で、序列九十八位という数字を叩たたき出していた。

　そこに天てん童どう式抜ばつ刀とう術じゆつ皆かい伝でんの剣鬼がプロモーターに加わるということは、もはや彼女たちの実質的な戦闘能力は……。

　気を呑のまれかけていることに気付きハッとすると、「ちょっと来い」と言って木き更さらの腕を取るとテントの隅にまで連れてくる。

　蓮太郎は苛いら立だった声を出す。

「木更さん駄目だ。アンタ、少しは自分の身体からだのこと考えろよ。どうしてアンタが事務職に就つかなきゃならなかったのか、まさか忘れたわけじゃねぇだろうな？」

　木更が拗すねた調子で、唇くちびるを尖とがらせる。

「透とう析せき治療なら、今日はもう行ってきたわ。戦いながらでも、暇を見て通うから」

　木更は一いつ旦たん言葉を切って、両腰に手を当てるとキッと蓮太郎を見る。

「だから里さと見みくん、私もアジュバントに入れなさい。これは社長命令よ」

「駄目に決まってんだろッ！　木更さんにもしものことがあったら、俺おれがどんな気持ちになるか──」

「──どうして、私も同じだって気付かないの？」

「え？」

「私だって、里見くんが危ない目に遭あってるとき、ただお祈りしてるしかないのよ。イヤよ、そんなの」

　蓮太郎は完全に虚きよを突かれて唖あ然ぜんとする。

　木更が居住まいを正して蓮太郎を見据える。

「お願い里見くん。足手まといになるようなら、切り捨てていって構わないから」

　敵かなわない。

　蓮太郎は目をつぶり鼻から息を吐くと、木更の両肩に手を置く。

「そんなこと、させねぇよ。木更さんは俺が守るから。だから、心配すんなよ」

「さ、里見くんッ？」

　木更の頬ほおが真っ赤になると、きゅっと俯うつむき加減に肩をすぼめる。

「もう、なに恥ずかしいこと言ってるのよ、お馬ば鹿か…………。ちょ、肩、痛い。あんまり、テントに、押しつけ、ない……でよ。もう、お馬鹿」

　いつになくいじらしい木更の様子に、蓮太郎はドキドキする。

「き、き、木更さんッ！　俺、じ、実は木更さんのことずっと────」

「え？」

　その時横合いから「コホン」という慎ましやかな咳せきが聞こえてきて、視線をスライドさせると、ティナがむっつりと不機嫌そうに眼を細めながら「失礼ですけど」と言ってテント中央に目配せする。

　視線を感じてはたと我に返ると、蓮れん太た郎ろうたちを除く五人分の視線がジッとこちらを見ていた。

　蓮太郎と木き更さらは慌てて離れると、二人揃そろって頬ほおを真っ赤にして空から咳ぜきを連発しながら中央の輪に戻っていく。

「えと……その、なんだ？　というわけで、新しく仲間に加わった天てん童どう木更と、ティナ・スプラウトだ」

　蓮太郎は二人の背をそっと押す。

「ティナ・スプラウトです。よろしくお願いします」

「私は天童木更よ。ちなみに私は、ここにいる里さと見みくんの上司だから、よろしくね」

「久しいな、木更」

　優しげにかけられた彰しよう磨まの声に、一いつ瞬しゆん怪け訝げんに眼めを細めた木更だが、すぐに疑念は驚おどろきに変わる。

「うそッ、彰磨くん？」

「一応お前は姉弟子だから、呼び捨てはマズイか？」

　木更は顔の前で手を振る。

「いいわよ、昔からの仲なんだから。うわー、懐なつかしい」

　だが、木更はそこで視線を泳がせると、声のトーンを落とす。

「……ねぇ、彰磨くん、どうして突然道場辞めちゃったの？　私たち、すごく心配したのよ。かと思ったら、どうしていきなり民みん警けいなんか……」

　蓮太郎も申し訳ないと思いつつ「俺おれもビックリしたよ」と、さりげなく木更に加勢する。

　彰磨はあまり過去のことに触れられたくなさそうな調子だったが、師範に目をかけられていた彰磨が突然道場を辞めた時はショックだったし、民警をやることになった経緯も、気にならないと言えば嘘うそになる。

「俺は器うつわじゃなかった。それだけだ」

　蓮太郎と木更は顔を見合わせる。

「ごめん、彰麿兄にぃ」

「いや」

　彰麿も気まずげにそれだけ言うと、強制的に会話を切る。

　蓮太郎は探りを入れたことを深く後悔した。かつて蓮太郎と木更が羨せん望ぼうした異常な秀才の中には、真っ黒い絶望が広がっていた。だが蓮太郎にはもう一つ、彼に訊きかなければならないことがある。

「通りで斬きり殺されていたペアの死体は、彰磨兄ぃたちの仕し業わざなのか？」

「なんのことだ？」

　蓮太郎はホッと胸を撫なで下ろし、首を振る。

「いや、なんでもないんだ」

　そこでふと玉たま樹きに視線を巡らせると、玉樹は木き更さらを見たまま小さく口を開け、固まっていた。

　弓ゆ月づきが不安そうな表情で玉樹の脇わきを小突く。

「どしたの兄貴？」

「…………弓月、女神だ。オレっちの女神がいる」

　弓月が眉まゆをひそめる。

「あ、兄貴……頭大丈夫？」

　突如玉樹が大きく跳び上がったかと思うや、凄すさまじい速度で木更の前に跪ひざまずく。

「綺き麗れいだッ、凜り々りしいッ、お美しい！　しかもアンタ、あのスコーピオンを倒した伝説の民みん警けいの上司ときた。アンタはオレっちの女神だッ。マイエンジェルと呼ばせてくれ！」

　木更は髪を掻かき上げ、両手を腰に手を当てると、居い丈たけ高だかに言う。

「そういうのは、困るわ」

「じゃあせめて姐あねさん、で」

「まあ、それくらいなら……」

　玉樹は脂やに下さがった笑みで揉もみ手をする。

「姐さん、肩をお揉みしましょうか？　それとも椅い子すをご用意しましょうか？」

「じゃあ、お腹減ったからメロンパン買ってきて。あ、皮は硬いやつじゃなきゃ嫌いやよ」

「喜んで！」

　玉樹は弾はじかれたようにテントから飛び出し全速力で駆け出すや、あっという間に背中が小さくなっていく。

　蓮れん太た郎ろうがあきれかえりながら木更を見ると、木更は喜色満面で胸の前で両りよう掌てのひらを合わせる。

「見て見て里見くんッ。新しい財布が出来た！」

　木更が屈くつ託たくない笑顔で最悪なことを言い始めた。

　蓮太郎はバリバりと頭髪を掻かくと、両手を打ち合わせて視線を集める。

「じゃあ、初対面の連中も多いから、ここらで自己紹介でもしようぜ」







　玉樹がメロンパン片手にいそいそと戻ってきたところで、自己紹介はしめやかに始まった。

　大方の予想通りと言うべきか、トップバッターをやりたがったのは目立ちたがり屋の玉樹だった。

　手しゆ甲こうと靴に、小型化した動力ユニットを埋め込んで回転させる玉樹のチェーンソーは仲間内から大変不評で、延えん珠じゆは耳を押さえながら「うるさい！」と絶叫し、彰しよう磨まは「非合理的な武器だ」と吐き捨てると、それきり興味を失ってしまった。

　めげない玉樹は腰に釣ってあるマテバ拳けん銃じゆうを抜き「これが俺おれ様のビィィッグ・マグナァァム！」と絶叫すると、今度は他ほかの女性陣から石を投げつけられることになる。妹の弓ゆ月づきは、身内の恥に顔を真っ赤にして、両手で顔を覆おおってしまった。

　次に出てきたのは弓月だった。

　弓月は外に出ると、これと見定めた二本のブナの木の高所、端から端に不可視の橋はし糸いとを張り巡らせ、綱渡りの要領で軽々と渡ってしまう。

　周囲からやんやの喝かつ采さいが沸くと、単純な弓月と「ま、あたしにかかればこんなもんよね」と、あっという間に得意絶頂になる。

　蓮れん太た郎ろうが「おい、下からパンツ見えてんぞ」と指摘してやると、次の瞬しゆん間かん蓮太郎の首があった位置を超高速の蹴けりが通過して、背筋がぞっと総そう毛け立だつ。

　弓月が歯を剥むき出しにして「死ね！　この変態！　ロリコン死ね！」と突っかかってくる。

　延えん珠じゆがすんでのところで羽交い締めにしなければ、蓮太郎は冗談で殺されるところだった。

　本来クモは、出しゆつ糸し突とつ起きと呼ばれる場所から糸を出すが、弓月は両手の指の先から糸を出すことが出来るらしい。

　クモの出糸突起は、人間で言えば尻しりか尿道に当たる。蓮太郎は一人の生き物マニアとして「お前は尻の穴からも糸を吹き出せるのか？」と聞いてみたい誘惑に駆られるが、この質問をするときは、今度こそ命はないものと覚悟する必要があるだろう。

　次は自分におはちが回ってきた。

　気乗りしなかったが、まさかこれから轡くつわを並べて戦おうというチームに能力を隠し立てするわけにもいかず、義眼の能力だけ簡単に見せてさっさと終わらせる。

　これだけでも、初見だった玉たま樹き、弓月、翠みどりは揃そろって仰ぎよう天てんしていた。

　お次は「やっと妾わらわの番が来たのだ」と快活に胸を反らす延えん珠じゆだった。

　外に移動すると、延珠は五〇〇メートルほど先にポツンと立っている一本杉を指差すや、力を解放。あっという間にスギにタッチして戻ってきてしまう。

　翠が「私よりも速い…………」としょげかえる。

　元々性格が似ている面があったのだろう、延珠と弓月はあっという間に意気投合。

　延珠とティナ、そしてティナと弓月も仲が良かったので、この三人は瞬またたく間まに友達になる。

　問題は、残り一人のイニシエーターだった。

　結論から言うと、翠の自己紹介は一波乱あった。

　翠は、カチコチに緊張した様子で前に進み出ると、深々とお辞儀をする。

「わ、わた、私は布ふ施せ翠と、いいまっしゅ。も、モデル・キャットのイニシエーターで、特技は匂におい占いです！」

　──匂い占い？

「そして彰しよう磨まさんとのＩＰ序列は九百七十番です」

　場に感嘆の吐息が漏れる。決けつ闘とう相手を殺さずに圧倒したときから薄うす々うす感じていたが、序列千番越えとは恐れ入る。

　続いて翠みどりは自分の能力である収納してある爪つめを解放。指の長さの一．五倍はあろうかという長くて精せい悍かんな爪がニョキッと生えてくる光景に思わず息を飲む。

「やっぱりその爪って、ギリギリまで解放しないんでしょ？」

　木き更さらが興味深そうに聞くと、翠が良き理解者を得てか、初めて笑みを浮かべる。

「そう、その通りなんですよ！」

「どういうことだよ？」

　蓮れん太た郎ろうが聞くと、木更が得意げに人差し指を立ててみせる。

「里さと見みくん、武器を使っての戦いはね、相手に自分の攻撃可能な範囲、つまり間合いを掴つかませないことのメリットって、とっても大きいのよ。それによって相手に心理的なプレッシャーを与えられるからね」

「はーん……」

　わかったような、わからないような。

　今度は延えん珠じゆがピンと垂直に挙手して質問を浴びせる。

「お主、魔法は使えないのか？」

「魔法？」

　蓮太郎は怪け訝げんな顔をして聞き返す。

「そうだ。だって蓮太郎、あやつ魔女みたいな帽子被かぶってるんだから、魔法くらい使えるだろ」

　どうやら、翠が被っているとんがり帽子のことを指しているらしい。

　帽子のことを指摘された瞬しゆん間かん、なぜか翠がぎくりとする。

　彰しよう磨まは翠の方を向いてかぶりを振ると「仲間に隠し事はするな」と、諭さとす調子で言う。それが駄目押しになったらしく、翠はゆっくり帽子に手を掛けると、脱ぎ去った。

　テント内に、静かな驚きよう愕がくが膨ふくらむ。

　彼女の頭部に二つ、髪の毛を掻かき分け天を指しピンと生えているのは、ネコ科の耳に他ほかならなかった。作り物ではないかと訝いぶかったが、やがて彼女の意思によって耳が折り畳まれると、その疑念は霧む散さんする。

　コンプレックスでもあるのか、翠はそそくさと帽子を被り直してしまう。

　延珠は、狐きつねにつままれたような表情で蓮太郎を見た。

「こんなこと、あるのか蓮太郎？」

「ああ、混ざり合ったガストレア因子が発現するとき、元となった動物因子が身体からだに強く作用して、骨格の作りそのものが変化する奴やつも、数は少ないけどいる。鳥型のガストレア因子を宿したイニシエーターの中には、翼つばさが生えてる奴もいるらしいからな」

「私も飛べれば良かったのですが……」と、フクロウ因子を宿したティナが残念そうに呟つぶやく。

　その時、視界の端にそろそろと動くものを見つける。

　ニシシ、と笑うイタズラっ娘の延えん珠じゆと弓ゆ月づきが、翠みどりに気付かれないよう抜き足差し足で彼女の背後に回る。

　なにをしているのかと思って見ていると、二人は小さく「いっ・せー・の・でッ」で、あろうことか翠のスカートを思い切り引っ張った。

　穿はいていたパンツごとスカートがスポンと脱げ落ち、瞬しゆん刻こく後、蓮れん太た郎ろうの視界に、多量の肌色が飛び込んでくる。端的に言うと、翠の下半身はすっぽんぽんになった。

「にゃああああああああああああああッ！」

　翠がロングパーカを引っ張り局部を隠すと、そのまま膝ひざからくずおれる。

「お、お前まえ等らなにやってるんだッ？」

　呆ぼう然ぜんとしている延珠と弓月は、しばらく反応を示さなかったが、やがて延珠がゆるゆると視線を上げ「シッポもついてるか確かめようと思って……」と弁解を始める。

「ついてませんッ。ふ、ふえええええええええええッ！」

　翠がついに泣き出してしまう。

　延珠たちはきっと、翠と仲良くなりたかっただけなのだろう。まさか泣き出してしまうとは思わなかったらしく、延珠は、返すタイミングを失ったパンツを握りしめたままオロオロと辺りを行ったり来たりして、蓮太郎の前に来ると「ハイ」と言って悄しよう然ぜんとパンツを差し出す。

「いやッ、なにが『ハイ』だよ！　俺おれにパンツ渡されてもどうしようもねぇよ！」

　彰しよう磨まが可か哀わい想そうなものを見る表情をした。

「里さと見み、お前ついに……」

「『ついに』なんだよッ？　俺はロリコンじゃねぇ！」

　こうして、波乱続きの翠の自己紹介が終わり、最後に彰磨、木更、ティナが順番に自己紹介をしていく。

　彰磨は天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつで細い木を幹ごと叩たたき折って見せ、木更は抜刀斬ざん撃げきで、十メートル先にある岩を大音響と共に切断。ティナは『シェンフィールド』を解放して見せると、バレット社製対戦車ライフルで二キロ先の目標を一撃で射抜いて見せ、周囲の度肝を抜いた。

　こうして一通り各自の技を見せてもらって、蓮太郎は各ペアの面白い共通点に気付いていた。

　言わずと知れたことだが、蓮太郎も延珠も近距離戦に特化した極端なペアである。

　このままだと中距離、遠距離攻撃を主体とする敵に対抗する術すべがないので、苦肉の策として蓮太郎がピストルを携帯することで、かろうじて中距離にも対応している。

　どうやら、片かた桐ぎり兄妹きようだいと彰磨ペアも同じような戦術思想を持っているようだった。

　弓月のクモ糸はテリトリー作成能力としては一級品だが、それとて相手の動きを封じて弓月がとどめを刺す必要があるので、近距離型にカテゴライズされるだろう。兄の玉たま樹きも近距離型で、弱点を補うために拳けん銃じゆうを所持しており、これは彰しよう磨まペアも同じである（さきほど彰磨が携帯するシグ社製のP226 X-FIVE拳けん銃じゆうを見せてもらった）。

　その観点から見ると、木き更さら、ティナペアだけが異質な戦術思想を持っていた。

　木き更さらは射程距離のある抜刀斬ざん撃げきと自衛用のピストルを操る中距離に特化しきったプロモーターであり、それに対してティナは遠距離を最も得意としているが、基本的にどんな銃火器でも扱えるオールラウンダーである。

　これら四ペアの特性を最大限に引き出すために戦術を組み立てるとすれば、どうすればよいのだろうか。

　蓮れん太た郎ろうが思案に暮れていると、突如横合いから「失礼」という男の声が乱入してくる。

　見れば、文官タイプの物静かな自衛官が敬礼をしてから一歩近づいてくる。

「作戦に参加するすべての民みん警けいは、一ひと九きゆう三さん〇まる時に、前線司令部前に集まるよう我が堂どう長なが正まさ団長から召集がかかりました」




　　　　９




　日は落ち、あたりはすっかり暗くら闇やみに支配されていた。

　前線司令部の前には簡単なひな壇だんが組まれており、四よ隅すみに焚たかれた篝かがり火びが闇を払っている。

　パチ、という木が爆はぜる音を聞きながら、蓮太郎は首を巡らせて静かな喧けん噪そうに湧わく同業者たちを眺める。

　ここに集まっている民警だけで、どれだけの数になるだろうか。五百組くらいにはなりそうだ。ガストレア二千体に対して民警千人という数字が妥当なのか否いなかはわからなかった。

　しばらく待っていると、一組のペアが舞台に現れ、場が大きく沸き返る。

「序列二百七十五位、我堂長正か……」

　テレビで何度も見たことがあったので、見間違えることはなかった。

　禿頭に口ひげを生やした武人気質のプロモーターで、歳としは確か今年で五十四歳になるはずだ。二十～四十代がメインストリームのプロモーターの中では高齢な方だが、厳格な眼光と自信に満ちあふれたオーラ、まっすぐに伸びた背筋を見たあとで、彼をくたびれたロートルだなどと揶や揄ゆできる人間はいまい。

　人は彼をこう呼ぶ──『知ち勇ゆう兼けん備びの英えい傑けつ』と。

　傍そばには影の如ごとく付き従うイニシエーターがいた。たしか名前は壬み生ぶ朝あさ霞か。木更と同じく黒髪のストレートだが、気配というものが薄うすく、物静かな雰ふん囲い気きのする少女。いかなる理由か、その両の目ま蓋ぶたは常に固く閉ざされている。十歳の女児にこんな呼称は相応ふさわしくないのだろうが、我堂の女房役という印象。

　そしてなにより目を引くのが、彼らの身につけている装備品だった。

「鎧よろいタイプの外骨格エクサスケルトンですか……」

　傍かたわらのティナが溜ため息いきを漏らす。それもそうだろう。朝あさ霞かは水色に、我が堂どうは団旗をあしらったマントと一緒に真っ赤に発光する武む者しや鎧よろいを身につけているのだ。当然あれは、時代錯誤極まるただの鎧ではない。

「蓮れん太た郎ろう、えくさすけるとん、とはなんだ？」

　延えん珠じゆの問いに、なんと言えばわかりやすく答えられるかと思案する。

「延珠、お前『パワードスーツ』って聞いたことあるか？　装着することで持ち主の筋力や防御力を上げられるスーツがあるんだ。二十年前──大体二〇一〇年代初頭とかだと、エクサスケルトンってライフル弾を防ぐために装甲は分厚いわ、動きは鈍重だわ、バッテリーの持ちは悪いわ、量産に向かないわと、ちっとも良いことがなかったんだけど、バラニウム合金やカーボンナノチューブとかのハイテク素材のおかげでああいう実践的なのも出てきた。我堂たちが身につけてるのは司し馬ば重工の最新モデルだ。筋力や装甲を含めて基礎スペックの底上げになる」

「妾わらわも鎧欲しい！」

　蓮太郎は困り果てて眉まゆを八の字にする。

　試みに、延珠が鎧タイプのエクサスケルトンを装着するところを想像してみたが、鎧を着るというより、鎧に着られるというイメージが先行する。まあ、鎧を着てあっぷあっぷしている延珠も、可愛かわいいだろうが。

　いや、そうじゃなくて。

「無理。死ぬほど高い」

　延珠が、ツインテールごとしょげかえった。

「死ぬほどお高いのか……」

「ああ、ぶっちゃけ俺おれとお前の給料足して十年貯ためても買えねーよ」

「じゃあ！　未み織おりにおねだりしてタダでもらう！」

　おいおい……。

　冗談かと思ってあきれかけたが、延珠の瞳ひとみの中に割と本気に近い色が見えて、蓮太郎は表情を引き締める。

　聖せい天てん子し狙そ撃げき事件の際、延珠は菫すみれになにか吹き込まれたのか、それ以来『ゾーン』がうんたらと呟つぶやくことが多くなり、少し様子がおかしい。きっと、相性的には絶対的な有利なはずのティナとの戦せん闘とうで完敗を喫きつしたのも影響しているのだろう。

　焦る気持ちはわからなくもないが、身体的、精神的な強さを度ど外がい視しして、エクサスケルトンなどの安易な方法に飛びつくのは、保護者として歓迎できない傾向だった。

　──これは、一度時間を見つけて延珠と話し合った方が良いな……。




「よくぞ集つどってくれた勇者諸君ッ！」




　突とつ如じよ耳に飛び込んできた大だい喝かつにびっくりして顔を上げると、我が堂どうが壇だん上じようで拳こぶしを振り上げていた。

「私が団長を努める我堂長なが正まさだ。諸君等らは東京エリアを救う、選ばれし者たちだ。君たちと共に戦えることを、私は誇りに思うッ」
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　一呼吸を置いて、我堂は集った民みん警けいにゆっくり首を巡らせる。

　荒くれ者揃ぞろいのプロモーターですら我堂に一目置いており、冷やかしたり鼻で笑うことはしなかった。壇上に立っているのが自分だとしたら、こうはいかないだろう。

「知っての通りガストレアはウィルス感染によって倍々ゲームで増える恐るべき敵だが、対処法さえわかれば恐るるに足らない。いま東京エリアは未み曾ぞ有うの危機にあることは諸君等も知っての通りだ。そしてそれを覆くつがえすことの出来る者は我々をおいて他にない。──奴やつ等を殺せ！　我々の父を、母を、友を家族を恋人を殺した憎きガストレアを一匹でも多く殺すことが、諸君等民警の責務である。敗者は忘れられる。今こん日にちの歴史は勝者こそが作ってきた。敗者には誰も、同情など寄せはしない」

　我堂は拳を固めると、思い切り壇上を叩く。

「勝つぞ！　勝って我々が歴史の創造者となるのだッ！　そして我々は歴史書に書こうではないか。我々はガストレアを圧倒し、一歩も引くことなく戦ったと。国民に、子孫に、死んでいった護ご国こくの英えい霊れいに誇ろうではないか！　──奴やつ等らを殺すぞッ！」

　地をどよもすほどの爆発的な歓声が上がった。蓮れん太た郎ろうは周囲の歓呼の声に埋もれ呆ぼう然ぜんとしながらも、我が堂どうの演説に舌を巻いていた。

　極端な内容だったが、血の気の多いプロモーターにはこれくらい単純な方がわかりやすいという配慮だろう。

　滅めつ多たに目上の人間を敬うことのない蓮太郎だが、我堂に対しては切れ者という評価を与えざるを得なかった。この男が民みん警けい軍団の頭を張ってくれている限りは、大きく舵かじを切り間違える心配はあるまい。

　続いて我堂は、自衛隊と連携して事に当たる『第三次関東会戦』の作戦の具体的な説明に移る。

　だがその説明は、我堂の所信表明演説と違い、聞けば聞くほど首をかしげざるを得ないものばかりだった。

　現在三十二号モノリスを挟はさんで、ガストレア軍団と自衛隊プラスアルファ民警の混成部隊が睨にらみ合って布陣している。

　戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされるのは、モノリス倒壊と同時だろうと予測されている。

　ここまではいい。だが問題は、我堂の語る民警の用兵手段だった。

　民警軍団が自衛隊の指揮下に入ることは事前に木き更さらから聞いていたが、前衛を務める自衛隊の要請に従って後ご詰づめの決戦兵力として、ガストレアを蹂じゆう躙りんするために使用されるのだとか。

　蓮れん太た郎ろうはふと背後を振り返り、遠く闇やみ夜よの向こう、三十二号モノリス近辺に灯っている自衛隊の夜営用の明かりを見る。

　距離が離れすぎている。

　民警軍団が本当に決戦兵力としての働きを期待されているなら、もっと自衛隊の近くに配備するべきではないか。

　まるで悪い血を遠ざけるように、自衛隊と民警軍団は分けて配備されている。二軍の距離は、一キロや二キロでは利きかない。

　これではいざ自衛隊が民警軍団の手を借りたいと思っても、要請を出してから現場に駆けつけるまでの間に、勝敗は決しているだろう。

　これではまるで、自衛隊が意図的に民警軍団を遠ざけようとしているような……。

　蓮太郎はそこまで考えてから小さくかぶりを振った。

　いや、遠ざけようとしているのだ。

　民警は全国どこでも大抵、嫌われ者である。

　警察組織からしてみれば、所轄を越えて現場に踏み込んでくる民警は『縄張り荒らし』として目の上のたんこぶだし、自衛隊からしてみれば、自分たちが担うはずだった国防の義務にまで横よこ槍やりを入れてくる始末である。彼らが良い顔をしないのは当然だ。

　きっと民みん警けい軍団は、決戦兵力とは名ばかりの閑かん職しよくに追いやられることとなったに違いない。自衛隊は、自分たち抜きでカタをつけようとしているのだ。

　この事実に気付いたのは蓮れん太た郎ろうばかりではないらしい。我が堂どうの説明を聞きながら失望した表情を浮かべるプロモーターも、少なからずいた。

　我堂本人も当然気付いているようで、なるべく平静な調子を装っていたが、息継ぎの隙すき間まから落胆とも憤怒とも取れる吐息までは隠しきれないようだ。

　通り一いつ遍ぺんの説明を終えると、我堂は「質問ある者は？」と、あたりを睥へい睨げいする。

　蓮太郎は周囲に視線を巡らせるが、誰だれも質問する様子がないので自分が挙手する。

　隣となりの木き更さらが「ちょっと里さと見みくん」と肘ひじで小突いてくる。どうやら、我堂にケンカをふっかけるんじゃないかと危き惧ぐしてるらしい。

「そこの君、若いな。何者だ」

「序列三百位、里見蓮太郎」

　周囲から小さなどよめきが上がる。

「ほお、君が……。私は君を歓迎する。力のある者はいまは一人でも欲しい」

「なあアンタ、さっきの話、どういうことだよ？」

　直ちよく截さいな物言いに、我堂が鼻はな白じろむ。

「……我々は自衛隊に、別命あるまで後方にて陣を設け待機せよと命令されただけだ」

「じゃあ、いっそもう十キロほど後方にある『回帰の炎』記念碑まで陣を下げたらどうだ？　あそこなら天然の要害になる朽ちたビルとか隠れる場所がたくさんあるからゲリラ戦をやるなら有利だ。ここは平野ばかりで見晴らしが良すぎる。俺おれたち民警が平野での合戦に向かないのはアンタもわかってんだろ？　だったら──」

「──言いたいことはわかる。だがそこまで陣を下げると自衛隊の支援要請に迅速に応こたえられなくなる」

「そんなもの、本当に来ると思ってんのか？」

「………………」

　我堂の目の色が変わり、蓮太郎と我堂は無言で睨にらみ合う。

　周囲で交わし合わされる喧けん噪そうは、もはや収しゆう拾しゆうがつかないほど大きくなっている。

　ふと、何を思ったのか我堂はふっと口元を緩ませると、蓮太郎の質問を無視し簡単に翌日のスケジュールを告げ、傍かたわらのイニシエーターを連れてそそくさと退散してしまった。







　ぞろぞろと分隊用テントに戻ると、待ちかまえていたように木更が両手を腰に当て、憤然と口を開く。

「んもー！　びっくりしたわよ。やっぱり噛かみついたじゃない！　里見くんは偉い人見ると突っかからずにいられないのッ？」

　蓮れん太た郎ろうはぼりぼりと頭髪を掻かく。

「別に噛かみついてなんてねーだろ。自分の中の疑問を解消しようとしただけだ」

　助け船は意外な方向から出た。

「俺おれも里さと見みに賛成だ。我が堂どう団長の様子はおかしかった。里見が聞いてなければ、俺が聞いていただろう」

「ちょっと彰しよう磨まくんッ？　里見くんはウチの社員なんだから、甘やかさないでちょうだい」

「しっかし自衛隊が全部やるのかと思うと、なんだか拍子抜けすんなー」

「いいじゃん兄貴。何も起きないに越したことないじゃん。全員無事に帰れるんだからさぁ」

　片かた桐ぎり兄妹きようだいの会話を聞きながら、蓮太郎は知らず「だといいけどな……」と呟つぶやいていた。

「なんだボーイ、なんか言いたいことあんのか？」

　蓮太郎はハッとして顔を上げると、慌てて首を振る。

「別に、深い意味はねぇよ……」

　暗くなりかけた空気を察して、木き更さらが取りなす。

「そうだ。折角アジュバントが結成されたんだから、現げん担かつぎみたいなの、やらない？」

　残る七人で顔を見合わせる。特に反対意見も出なかった。

　蓮太郎たちは表に出て、割り当てられた薪まき置き場から適当な量を持ってきて積み上げると、携帯燃料に火を移す。あっという間に赤々とした炎が伸び上がり、熱波に肌があぶられる。

　蓮太郎たちはしばらくの間、チロチロと揺れる炎の舌を声もなく眺めてから、不意にお互いの視線を盗み見る。

　焚たき火びを囲んだ七人の表情が赤々と闇やみの中に照らし出され、梢こずえの奧からは、虫のすだく音が聞こえる。不思議と霊れい妙みような空気が満ちていた。

　これから、自分たちはどうなるのだろうか。

　果たして、自分たちは一人もかけることなく戦い抜くことは出来るのだろうか。

　蓮太郎はＸＤ拳けん銃じゆうをベルトから抜くと頭上に掲げながら炎の上にかざし、周囲を見渡す。

「みんな、俺おれなんかのために力を貸してくれてありがとう。モノリス倒壊から代替モノリス到着までの三日。力を合わせて戦い抜こう」

「もう、大おお袈げ裟さなんだから」

　木更が照れ隠しの笑みを浮かべると、腰から雪ゆき影かげを抜き、蓮太郎のＸＤの上に交差させる。

「私の命はお兄さんのものです。お兄さんのためなら、私はどんなことでもします」

　ティナが狙そ撃げきライフルを掲かかげ、蓮太郎と木更の上にさらに交差させる。

「もう、ティナやん真ま面じ目めなんだから。こんな変態のどこがいいの？」

　弓ゆ月づきがぶつぶつと文句を言いながらも、手を伸ばし交差。

「やいやいやい、里見蓮太郎。オレっちが貸した力、あだや疎おろそかには使うんじゃねぇぞ！」

　玉たま樹きがマテバ拳けん銃じゆうを掲かかげ──

「責任重大だな、里さと見み」

　含み笑いをしながら彰しよう磨まがシグ拳銃を──

「さ、里見リーダーは良いリーダーだと思います！」

　翠みどりが爪つめを解放し掲げる。

「みんな……」

　胸の奥からこみ上げてくる感情に、蓮れん太た郎ろうはしばし言葉を失う。

　その時、突然両肩に強烈な重みがかかり、蓮太郎はたたらを踏む。延えん珠じゆが蓮太郎の肩に飛び乗り、肩車の体勢になっていた。

「これだけの強つわ者ものが揃そろっているのだ。絶対勝てるに決まっている！」

　延珠の小さくてしなやかな手が掲げられ、八つの方向、八人の人間の心が、いま交差する。

　延珠がにこやかに音おん頭どを取る。

「じゃあみんな一緒に頑張るぞ。えい、えい──────ッ！」

　延珠の声が耳から遠ざかっていくのを感じながら、蓮太郎は思考する。

　結局、蓮太郎の五組十人のアジュバント構想はなし崩しになり、最後の一組は揃わなかった。

　なにより気がかりなのは、ガストレア・アルデバランは、いかにして通常のガストレアでは絶対に接近できないはずのモノリスに出現し、撤てつ退たいするなどという離れ業わざを行ったのか。

　大通りで殺されていた斬ざん殺さつ死体の問題もある。

　木き更さらではあるまい。木更はあの段階ではまだ三十二号モノリスに到着していなかったし、そもそも彼女がそんなことをする理由がない。

　漠然とした不安は山ほどある。気がかりな謎なぞも山ほどある。

　だが、いまは前に進まなければ。

　八つに組まれたスクラム中央が、大きく陥没し、次の瞬しゆん間かん天に弾はじける。




「「「「「「「「オ──────────[image: ]」」」」」」」」




　夜天に八人の雄お叫たけびが響ひびき渡り、アジュバント結成の狼煙のろしを高らかに謳うたい上げた。
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「時間だ、そこまで」

　蓮れん太た郎ろうがストップ・ウォッチを押すと、どっと緊張が解け「あー」「うあー」という声があちこちから聞こえる。

　木き更さらが手を打ち鳴らしながら「はい、後ろから答案集めて」と言うと、青空教室の面々は従しよう容ようと答案を集めてきて、先頭の列の生徒が代表して蓮太郎に手渡す。質の悪いゴワゴワとした紙を粗末な卓の上で束ねてからカバンにしまうと、顔を上げた。

「どうだった？」

「出来なかったー」「むつかし～よ～」と口々に非難の声が上がる。

　プリント作成者の木更は複雑な表情をするが、にこにこしている延えん珠じゆやお澄まししたティナを見ていると、どうやら出来は人それぞれらしい。

　蓮太郎も事前に問題を確認していたが、二ふた桁けた同士のかけ算は、まだ外周区の子供たちには早かったようだ。

　入学させる前からある程度わかっていたことだが、やはり、一般的な十歳児に比して外周区の子供たちの学習レベルは低いと言わざるを得ない。だがそれは、必ずしも外周区の子供たちの知能レベルＩＱが低いこととイコールにはならない。

　むしろ、スポンジが水を吸うかの如ごとき習熟速度に目を剥かされたのは、蓮太郎たちの方だった。

　およそ勉学の成績というものは『暗記力』、『暗記を応用する思考力』、そして最後に『興味力』という三つのパラメータの総合値によって決まってくる。この興味力が馬ば鹿かに出来ないのは、同じ暗記教科であるはずの生物と歴史に圧倒的得点差がある蓮太郎自身が、常つね日ひ頃ごろ痛感していることだった。

　イタリアの芸術家が言うように、食欲がないのに食べることは健康に悪く、欲望を伴わぬ勉強は記憶したことを保存しないということなのだろう。

　勿もち論ろん、外周区には娯楽が少なく、彼女たちが勉強すらも娯楽だと認識していることは大きい。

　だが、短いながら彼女たちに接してきた蓮太郎には、それ以外にも、彼女たちが勉強が将来的に役に立つものだときちんと認識していることに気付いていた。

　首を傾けて降り注ぐ燦さん々さんたる太陽光に眼めを細める。

　翻ひるがえって、自分はどうなのだろうか？

　自分の原風景は、ガストレア大戦後の焼け野原、倒壊した家屋やビル、人々の泣き叫ぶ声、目が痛くなるほどの黒煙、そして腐敗臭。

　すべてを奪われ空っぽになった蓮太郎は、器うつわに憎悪を満たして立ち上がった。憎悪は自分の身体からだを駆動させるガソリンになって、蓮れん太た郎ろうを一時的ながら救済した。

　だがそれは、結局一時しのぎに過ぎなかった。

　やがて当然のようにガス欠を起こすと、自分は万事において虚無的になり、ついに勉強することに熱意を持ち続けられなくなって落伍ドロツプアウトしてしまった。これでも、幼い頃ころは神童だ、などともてはやされていたものだが。

　蓮太郎は、目の前にいる自分の生徒たちがまぶしくてしょうがない。

　彼女たちは、きっとこの東京エリアの希望なのだ。

　蓮太郎はこの自説を曲げる気にはならないだろう。たとえ蓮太郎以外の世界中の人間が否いなを唱えたとしても。

　蓮太郎は首を振って感傷を払うと「今度はこのプリントを後ろに配ってくれ」と言って、前の列の生徒にプリントを渡していく。

　プリントが行き渡った頃には、生徒たちは顔を見合わせ困惑の気配を露あらわにした。

　代表して一人がおずおずと手を挙げる。

「蓮太郎先生、この『将来の夢』って、なんなんですか……？」

　蓮太郎は両手を腰に当てて鼻から息を吐く。

「読んで字の如ごとくだ。将来、自分がなりたいものを書くんだよ」

　子供たちは釈然としない表情をする。どうやら、この手のレクリエーションをやったことがないらしい。

　テストのあとの骨休めのつもりだったのだが、もしかすると余計頭を混乱させてしまっただろうか。

　参ったなと思って天を仰ぐと、蓮太郎は後ろ頭を掻く。

「いや、別にやりたくないなら──」

　カリカリと音がして、ふと子供たちを見ると、彼女たちはもう蓮太郎の方など見ておらず、一心不乱に紙に向かって鉛筆を振るっている。

　やるのかよ。

　蓮太郎はため息をつきながら生徒たちを眺め渡し、自問する。なぜ自分たちは、残された貴重な時間を外周区の青空教室で過ごしているのだろうか。

　モノリス崩壊まで残り三日を切っている。

　現在蓮太郎たちは民警軍団のテントに寝泊まりしており、通っている高校には電話で短期の休学願いを出している。担任教師は黙ってそれを受け入れ、何気ない調子を装って「頑張れよ」と強く言った。

　我が堂どう指揮の下、今朝方簡単な訓練を受けたが、簡単な隊列の組み方と、信号弾の種類や意味などの座学に終始した。

　まあ当然だろうと思う。残り三日の訓練で出来ることなどたかが知れているし、ならず者の集まりである民みん警けいに、長年訓練している自衛隊のような組織立った行動など望むべくもない。

　こうして午後の時間がまるまる手て空すきになっているのも、自分たちに望まれていることがいかに少ないかの傍ぼう証しようだろう。

　そして蓮れん太た郎ろうと木き更さら、延えん珠じゆとティナの四人が残された時間を使う先として選んだのが、この青空教室だった。

　もしかしたら、心のどこかで安心したかったのかもしれない。

　こういった習慣的動作ルーチンワークは、人間のストレスを軽減させるのに役立つと聞いたことがある。きっと自分がここにいる理由も、そうなのだろう。

　その時、延珠が「出来た！」と叫んで立ち上がるや、蓮太郎の元にいそいそとプリントを提出する。

　見れば『妾わらわの将来の夢は、蓮太郎のお嫁さんになって毎日好きなだけチュッチュすることです』と下へ手たくそな金かな釘くぎ文字で書いてあり、その下にはデッサンが狂って顔面が異様に膨ふくらんだ怪物が、金かな壺つぼ眼まなこでじっとこちらを見ている絵が描かれている。もしかしてこれは、俺おれなのだろうか？

「お前、似たようなこと毎日してんだろ」

　延珠はエヘヘ、と笑いながら後ろ手に組むと「じゃあ妾は毎日が幸せなのだ」と言って席に戻ってしまった。

　蓮太郎は苦笑しつつも、さきほど途切れた思考をもう一度手た繰ぐっていく。

　一方で、街には急激な変化が訪れていた。

　大戦後に作られた大深度地下シェルターは解放され、抽選で選ばれた東京エリア市民の三〇パーセントは、すでにブロックごとに避難を始めている。

　当然の成り行きとして、家族内でも当選者と非当選者に分かれてしまう現象が起こり、あちこちで再会を誓い合った悲しみの抱ほう擁ようが見られた。

　残り七〇パーセントの様相は、完全に二分化していた。

　一つは、自衛隊と民警の混成部隊がガストレアに勝利すると信じて、社会機能を維持することに努めているタイプ。そしてもう一つは、混成部隊が敗北すると信じているタイプだ。

　後者の人間たちは、海外に逃げ出すため家財を二束三文で投げ売ってでも高騰した航空チケットを買い求め、それすら出来ない人間は、街の中で絶望にうちひしがれてたり、なんとかしてシェルター当選表を偽造・奪取しようとあがいている。

　主に後者の人間によって治安が悪化し、暴徒が生まれる結果になっている。

　自警団も組織され巡回を強化しているが、暴徒の数に比してあまりにも少ないというのが現状だ。

　東京エリア全体が、不安と恐怖によって引き裂かれようとしているのだ。

　だが、彼らの不安も、むべなるかなとも思う。

　人間の精神は、無知であることによって平穏を保たれている。人間は、自分が死ぬ日を枕まくら元もとで指折り数えながら安眠することができない。

　意識しているしていないにかかわらず、多くの人は一日が計画通りに進むことを期待しているのだ。

　だが現在、優しい無知のベールは取り払われ、東京エリア住民全員の前に剥むき出しに真実が晒さらされている。真実にはこう書いてある。『お前たちの人生は三日後に唐とう突とつに断絶し、生きたまま喰くい貪むさぼられる可能性がある』と。

　区によっては大きく人口が落ち込み、街全体が深しん閑かんとしている────だがそれでも、粛しゆく々しゆくと日常は続いていく。

　涼やかな爽そう気きが肌に当たり、首を傾ける。蓮太郎はどこまでも広がる蒼そう穹きゆうを眺めながら、今一度、草原の上に座って黙々と筆記する生徒たちを見る。

　蓮れん太た郎ろうが教きよう鞭べんを執とっているこの青空教室だけ、不安とも混乱とも隔離された、ゆるやかな時間が流れているのではないか。束の間、そんな不思議な感慨に駆られる。

　だが勿もち論ろん、外周区も安穏と構えていられるほど悠長な状況ではない。

　エリア全体に鬱うつ積せきした暴力の火種は、いまだ外周区にまでは及んでいない。だがそれは、時間の問題のように思われた。

　蓮太郎は祈る。このまま何事もなく過ぎ去ってくれと。

　その時再び、「出来ました」という声。立ち上がったティナが、プリントを持ってくる。

　見れば『私の将来の夢は、お兄さんのお嫁さんになって毎日好きなだけチュッチュすることです』と書かいてあり、蓮太郎はしばしの間、小さく口を開けたまま固まってしまった。

　顔を上げてティナを見ると、ティナは恥ずかしそうに頬を染めて、首をすくめてしまう。

「い、いけませんか？」

　なんとコメントして良いものかわからず言葉を濁していると、ちょうどストップウォッチが鳴る。蓮太郎は手を打ち鳴らし終了を告げると、プリントを回収。

「よし、じゃあ今日の授業はここまでに──」

　そう締めくくろうとして、蓮太郎は最後の言葉を言い止さす。

　子供たちは全員暗い顔をして机を見つめている。

　彼女たちもまた、出席するべき授業があるということが、目前の破滅から目を逸そらす精神的な救いになっているのではないだろうか。

　腕組みして黙考することしばし。

「おい木き更さら先生、財布の中にいくらある？」

「え、どういうこと？」

「いいから」

　木更はボロいガマ口の財布を開けて渋い表情をしたあと、こちらに指を三本立てる。

　それくらいなら、自分の財布の中身と合わせて往復の電車賃くらいにはなるだろう。

　蓮れん太た郎ろうは一つ頷うなずくと、正面を向いて腹から声を出す。

「よし、いまから社会科見学に行くから、行きたい奴やついたら手挙げろ」







　チョコマカとはしゃぎ回るクラスの女児全員を引いん率そつして電車を乗り継ぐと、蓮太郎たちは第四十区で降り、駅から標識に従って道なりに進む。

　目的の場所に近づくに連れ、やがて森が多くなり静せい謐ひつな匂においが強くなり、生徒たちの立てる喧けん噪そうも感嘆に変わっていく。

　節くれた根の張った森の中にカッコウの囀さえずりが反響して、木々の木こ漏もれ日びが枝の隙すき間まからキラキラと輝かがやく。光の森を抜けると、目の前に大きな廃ビル群が佇ちよ立りつしていた。

　窓ガラスが割れ、ビル自体が斜めに傾かしぎ、現在はヒトに成り代わって各種鳥類の営巣地になっているが、在りし日は偉い容ようを誇る日本有数のインテリジェントビル群だったはずったはずだ。

　ビルに取り囲まれる形で、中庭サイズの小さな公園があった。ここだけよく手入れされており、廃はい墟きよにありがちな陰の空気はない。

　蓮太郎一行は、中央に建てられた碑の前にくると、代表して蓮太郎が小さな階段を上り胸元ほどの高さのある碑の前で立ち止まる。

　中央上部に大きく『回帰の炎』と刻まれている。

「先生、これ……？」

　女生徒の疑問に応こたえ振り返ると、全員を見ながら口を開く。

「お前たちの中に『第二次関東会戦』のことを知ってる奴、いるか？」

　子供たちは一斉に首を振る。

　蓮太郎は碑に手を乗せると、ごつごつした金属質の地肌を撫なでる。夏場のこの陽気の中でも、どこかひんやりとした冷たさを蓮太郎の手に返してくる。

「『関東会戦』は過去に二回起こっている。一つは十年前の戦時中。いまで言う外周区で、集結した自衛隊とガストレアが激突して、自衛隊は大敗を喫きつした」

「負けたのか？」と眼を丸くした延珠に、小さく頷いて見せる。

「そうだ。そうして自衛隊は、体勢を立て直すため元埼さい玉たま県あたりから撤てつ退たいを余儀なくされて大幅に戦線が下がった。あれに勝っていたら、いまの東京エリアはもっともっと広かっただろうな。そして第二回目の関東会戦は、お前たちが立っているいまこの場所で起こったんだ」

　ざわり、と生徒たちが動揺して顔を見合わせる。

「また負けたの？」

　生徒の一人の問いに、蓮太郎は首を振る。

「いや、今度は快勝してる」

　ほっと、女生徒たちの間に安あん堵どの吐息が漏れる。

「そうやって戦線を押し返してモノリスを封鎖したから、東京エリアはいまこういう形になってるんだ」

　ティナが挙手した。

「どうして一回目は惨敗だったのに、急に大勝したんですか？」

「いい質問だ。一回目はガストレア大戦期初期の段階だったから、人類はまだガストレアがどういう生き物なのかよくわかっていなかったんだ。通常兵器でガストレアを傷つけても、脳や心臓以外の箇所ならばたちどころに回復してしまう」

　女児たちは苦笑する。他ほかでもないガストレア因子を体内に宿している彼女たちの方が、自己再生能力については精通しているだろう。

「つまり、第二回目は情報が揃そろっていたということですか？」

「そうだ。生き残った通信網を使って世界中で情報が共有されてきて、ガストレアがバラニウムにいちじるしい忌き避ひ性を示すことが、もうその頃ころには自じ明めいの理りと言って良いくらい広く知られるようになっていたからな。だから戦車砲の弾にバラニウムを混ぜれば、装殻の硬いガストレアも一撃で葬ほうむることが出来るようになったんだ。この『回帰の炎』はな、戦争勝利記念日の記念碑としてと、それまでのガストレア戦争で亡くなったすべての人の魂を慰める慰い霊れい碑ひとしての二つの意味がある。実はこの碑はな、『第二次関東会戦』で使われた二千挺ちようの銃を溶かして固めてものなんだよ」

　子供たちが一斉に「へー」と感慨深げに漏らす。蓮れん太た郎ろうは気持ちの良いリスナーを得て少し得意になり「お前まえ等らは『幻げん庵あん祭さい』知ってっか？」と尋ねる。

　挙手は一斉に上がった。

「知ってる！　ピカピカ空が輝かがやく、あの綺き麗れいなやつだよね？」

　今度は蓮太郎が感心する番だった。外周区からも見えるほど、あれは明るいのか。

「そうだ、手乗りサイズの小さな気球を作って、夜になると一斉に空に打ち上げるから、見たことある奴やつもいるかもしれないな。ガストレア戦争で亡くなった英霊に感謝を捧げるっていうんで、『第二次関東会戦』後、行われるようになった祭りだよ」

　そこで蓮太郎はハタと気付くと、視線を上げて頭の中で指折り数えてみる。

「今年の『幻庵祭』までは……あと五日だな」

　言ってから子供たちに視線を向けると、なぜか全員が伏し目がちに肩を落としていた。

「蓮太郎先生……私たち、死ぬのかな？　生きて次の『幻庵祭』……見ること、できるのかなぁ？」

　蓮太郎は鼻から息を吐くと、栗くり色いろの髪の生徒の頭に手を置く。

「アホ。なんでここに社会科見学しにきたのか、まだわかんねぇのかよ？」

「え？」

　蓮れん太た郎ろうは一いつ旦たん顔を上げると、自分の生徒全員を見渡して続ける。

「お前まえ等らを今日ここに連れてきたのは他ほかでもない、『第二次関東会戦』のことを知って欲しかったからだ。モノリスの崩壊後に起こる戦いが『第三次関東会戦』とか呼ばれているのは、もうお前等も知ってると思う。だけどモノリスが崩壊しても、『第二次関東会戦』で快勝した自衛隊が守ってくれることになるから、お前等は死んだりしねぇよ」

　生徒の一人が、おずおずと蓮太郎を見る。

「先生、本当？」

「ああ、本当だ」

「でも、自衛隊のミサイルとか、ヒコーキとか落ちたんだよね？」

　ぎょっとして「どうしてそれを？」と口にしかけ──すぐに、考えるまでもないと首を振る。彼女たちとて、自分の命がかかっているとなれば自おのずと情報に対して貪どん欲よくにもなろう。

　蓮太郎は顎に手を当てて黙考する。

　蓮太郎は昨日の夜、『子供たち』による一般人リンチ殺人事件の外周区への影響を聞くため、聖せい天てん子しに電話を掛けた。その時聖天子から不可解な話を聞いたのだ。

　そもそも、先日のガストレア集結の報道を見た際から考えていたことだが、ガストレアが一箇所に集中しているとなれば、ミサイルなどの大量破壊兵器で一網打尽にする絶好の機会ではないのか。

　そしてそう考えたのは蓮太郎だけではないらしく、ガストレア集結とほぼ時を同じくして、ＪＮＳＣ号令一下、洋上にあるイージス艦かんから戦術精密誘導弾──トマホークミサイルを発射。だが不可解なことに、着弾を確認せずミサイルの反応は綺き麗れいに消失してしまった。

　首を捻ひねる間もなく自衛隊の虎とらの子この支援戦せん闘とう機きが二機、上空からミサイルで目標を叩たたこうとしたらしいが、こちらも不ふ明めい瞭りような叫び声を最後に交信を絶っている。

　最後は蓮太郎も知るものだった。

　それは先日の上空から未踏査領域を中継後、消息を絶ったテレビ局の取材クルーである。

　高々度から無Ｕ人Ａ機Ｖによって撮影した写真によると、墜落した戦闘機二機と取材ヘリの残ざん骸がいを見つけたらしい。

　取材ヘリはほぼ真っ二つといえるほどの変わり果てた姿で、戦闘機も綺麗な断面と共に翼つばさが切断された状態で発見されている。トマホークミサイルはまだ見つかっていないが、おそらくこちらの想像を越えない形で遠からず発見されるだろうというのが聖天子の予測だった。

　聞きながら、蓮太郎は冷たく這はい上がってくる寒気に、知らず二の腕を擦こすっていた。つまり、集結したガストレアの元に行ったもので、無事に帰ってきたものはないということだ。これもアルデバランによるものなのだろうか。

『こちらでもなにが起こっているのかまったくわからない状況です。里さと見みさんはガストレアの生態に詳しいと聞きます。すみませんがいまは人材が不足しており、一般人の里見さんにすらおすがりしたい気持ちなのです。里さと見みさんの方でなにか心当たりはありませんか？』

　蓮れん太た郎ろうは困惑した。

　これがヘリだけならば、強力な飛行ガストレアに掴つかみかかられ、力任せに引き裂かれたという推理も成り立つだろう。

　だが、超音速で飛ぶジェット戦せん闘とう機きや、そしてそれよりもさらに速い巡航ミサイルまで撃墜されたというのは、尋常な事態ではない。

　日本の航空自衛隊は、十年前のガストレア大戦で一番損耗が激しかった組織の一つだが、だがそうして生き残ったパイロットは豊富な実戦経験に裏打ちされ、世界でも最強クラスといって良いほど精強だと聞く。

　ステージⅢまでのガストレアなら、よほど下へ手たを打たない限り後おくれを取るということは考えづらかった。

　蓮太郎は思考を回転させる。

　たとえば、ハヤブサのガストレアならばどうだろうか。

　自然界にいるハヤブサは最高時速三百キロすらも出すことができる地球上で最速の鳥である。

　蓮太郎はそこまで考えて首を振った。

　違う。

　発見された戦闘機は、翼つばさが鋭利に切り取られていたと聖せい天てん子しから聞いたばかりだ。

　強きよう靭じんな合金製の翼の切断は、ハヤブサのガストレアには荷が重いだろう。

　そもそも、音速に迫る速度で飛行するガストレアと戦闘機が空中で接触したりすれば、お互い無事ではすまない。そうなると、現場にガストレアの死し骸がいが落ちていない理由に説明がつかない。

　聖天子が頼ってくれた手前、なんとか解決してやりたいと思ったが、皆かい目もく見当もつかなかった。

　だが、疑問は常に頭の片隅に居座り、根を下ろしていた。

　その時、肘ひじで木き更さらに小突かれてハッとすると、生徒たちが一様に不安そうな表情で蓮太郎を見ていた。

　一体どれくらい考え込んでいたのだろうかと思いながら、蓮太郎は慌てて空から咳ぜきをする。

「戦闘機の撃墜もミサイル消失も噂うわさに過ぎねーだろ。俺おれも木更先生も民みん警けいとして最前線で戦うことになってる。お前まえ等らは、安心していいんだよ」

「先生たちも戦ってるの？」

「ああそうだ」

　子供たちが、お互いの顔を見合わせ、ようやくわずかながら安あん堵どした表情を浮かべる。

　頃ころ合あいかと思って、蓮太郎は片手を『回帰の炎』記念碑に片手を置いて、顔を上げ全員を見渡す。

「お前まえ等らも、最近の『呪のろわれた子供たち』による一般人リンチ殺人事件は知ってると思う──」

　その話題を出した瞬しゆん間かん、生徒の顔が曇る。

　代表して一人が顔を上げた。

「私たちじゃ……ないよ？」

「わかってる。だけどみんな聞いてほしいんだ。世の中には『人間は生まれながらにしてみな平等だ』って言葉があるが──」

　蓮れん太た郎ろうは目を閉じて、息を吐く。

「──あの言葉は嘘うそだ」

「えっ」という声は口々に上がった。

　蓮太郎は目を開けると、自分の生徒を順番に見る。

「一人の『奪われた世代』がやった犯罪は、その人間一人の責任で裁かれるが、一人の『呪われた子供たち』がやった犯罪は、お前たち全員に跳ね返ってくる。そのことを、お前たちにも知っておいて欲しい。人間は、生まれながらにして平等なんかじゃない」

「じゃあ……」

　かすれた声が聞こえて、生徒の一人が震ふるえながら問うてくる。

「じゃあ……どうすればいいの？」

「耐えろ。そして、絶対にやり返そうなんて考えんな。いまは、お前たちは、ただひたすら耐えなきゃいけない時期にあると、俺おれは思う。自分に配られた手札がどんだけ悪くても、その中から役を作って上手にアガらなきゃいけない。お前たちも同じだ」

　蓮太郎は後ろ頭を掻かく。

「だ、だからよ、まあ仕方のねぇとはいえ、俺はお前等の先生になっちまったわけだから、俺で良ければ、お前等に色々教えてやっても──」

「──みんな集まって！」

　突とつ如じよ生徒の一人がかけ声をかけるや、あっという間に二十人からなる女生徒がスクラムを組んで、額ひたいを合わせながらひそひそと話し合い始める。時折生徒がちらちらこちらを見たり、「あの先生いいね」と漏れ聞こえてくる声を、蓮太郎は居心地悪く眺める。

「な、なんだあれ？」

　隣となりの木き更さらに問うと、顎あごに手を当て「さあ？」と返してくる。

　やがて話し合いが終わったのか、生徒たちが真ま面じ目めくさった顔で散会して、頭の上で大きくマル印を作る。

「先生、合格です」

「な、なに？」

「私たちは、先生が好きってことです」

「そ、そうか」

「結婚を前提にお付き合いしたい者が五人います」

「………………」

「私もその一人です」

「………………………………」

　木き更さらが、泣きそうな表情で自分を指さしている。

「わ、私は？」

「木更先生は保留」

「ええッ？」

　やがて生徒たちが黄色い声を上げながら周りに群がってくるや、蓮れん太た郎ろうの両手を引っ張り合う。

　生徒たちにされるがままになりながら、蓮太郎は天を仰ぎ、盛大な溜ため息いきをついた。




　　　　２




　子供たちを三十九区に送り届け、連れ立って分隊用テントに帰る頃ころには宵よい闇やみが迫ってきていた。

　いったん全員で野外炊具フイールドキツチンの列に並んで食事を受け取ると、テントに戻り、車座になる。

　事前に漂ってくる香辛料の匂においからある程度予想はついていたが、今日振る舞われたのはカレーだった。味は期待していなかった分、予想外に美う味まかったことが格別に印象深く、空腹も手伝ってあっという間に平らげてしまう。今日の飯にも事欠く有あり様さまの天てん童どう民みん間かん警けい備び会がい社しやの面々にとって、これは嬉うれしい誤算である。

　食後は、イニシエーター全員に侵食抑制剤の注射をする。木更は「お手洗いに行ってくるわ」と言ってカバンを持つと、ふらりとどこかに行ってしまった。おそらく、持病の糖尿病に用いるインスリン注射をしているところを見られたくないという意思が働いたのだろう。

　やがて木更が帰ってくると、テントの中におかれたカンテラの薄明かりの中、各自自宅から持ち寄った食料やジャンクフードなどを広げて、羽目を外して遊んだ。

　倒したガストレアの武勇伝、遭遇、目撃した摩ま訶か不ふ思し議ぎなガストレアの話。成人している玉たま樹きがビールを飲んで赤ら顔で自作の歌を熱唱する。

　不思議なもので、まだ二日目であるにもかかわらず、テントで濃密な共同生活をしていると、まるで彼らが何年も前からの友人に思えてくる。

　蓮太郎も、コーラ瓶びんを振って玉樹に向けて噴射したり等、若じやつ干かん羽目を外してはしゃいだが、その裏で冷たく状況を観察していた。

　みんないつになく開放的でよく笑っている。

　だが、おそらくはしゃいでいられるのもいまのうちだけだ。みんながこんなに開放的なのは、きっと恐怖の裏返しでもあるのだ。

　多分自分以外の人間も気づいていただろうが、あえてそれを口に出して指摘する人間はいなかった。

　やがて延えん珠じゆが眠そうに目をこすり始めたのを合図に、今日は解散となった。

　蓮れん太た郎ろうが持ち込んで早々に使わなくなってしまったハーフテントは、木き更さらたちが再利用することになった。

　玉たま樹きが下心を隠そうともせず「姐あねさんも同じテントで寝ましょうぜ」というが、木更は返答にベーっと舌を出して応じ、チラ、と横目で蓮太郎を見てから頬ほおを染めると「寝てる間に里さと見みくんに変なことされたら困るし……」と言ってプイとそっぽを向く。

　ティナは明らかにこちらの大テントで寝たそうな顔をしていたが「まさかティナちゃんまで、私のこと裏切ったりしないわよね？」という木更の同調圧力に負けて引きずられて行ってしまう。

　明かりを消してしばらくすると、すぐに延珠や弓ゆ月づき、玉樹はいびきをかいて寝てしまった。延珠と弓月は抱き合っている。

　やや蓮太郎から離れた場所にいる翠みどりは、ずいぶん規則正しい姿勢で寝ていた。そして彰磨は起きているのかと思ったが、あぐらをかいたままテントの壁に背を預け、寝ているようだ。

　自分一人か、とため息をつきながら、風にはためく天幕を眺めた。

　蓮太郎の意識は、自然と昼間の生徒たちとのやりとりにまで遡さかのぼっていた。

　不安に心を腐らせる子供たちの手前とはいえ、『自衛隊がいるから大丈夫』と根拠のない嘘うそをついたことに、わずかに心がとがめ立てする自分がいる。

　本当は自分も不安だ。

『第二次関東会戦』で快勝した自衛隊は、従来の保守派とは別に『モノリスを開き断固ガストレアを撃滅すべし』という主戦派が生まれて力を増し、最近は聖天子の命令すら受け付けなくなりつつあるらしい。

　聖せい天てん子し狙そ撃げき事件の際出会い、激しく対立することになった保やす脇わき卓たく人とという男は、『第二次関東会戦』後に生まれた主戦派の人間だ。そしてまた、いまモノリスの前に陣を張っている連中も、全員が保脇と同じ人種だと聞く……。

　彼らが、アルデバランの力を過小評価していれば、それは東京エリア全体への危機となって返ってくることになる。蓮太郎は収まらない胸騒ぎを押さえつけるため大きく深呼吸すると、杞き憂ゆうであれと祈った。

「里さと見みくん、起きてる？」

　その時、蚊の鳴くような声がテント内に響ひびき、蓮太郎はゆっくりとまぶたをもたげる。

「木更さんか？」

「うん、良ければちょっと散歩しない？」

　声は、テントの外から聞こえた。蓮れん太た郎ろうは傍かたわらの延えん珠じゆを起こさないようにそっと身を起こすと、分隊用テントから外に出る。

　昨日はあれほど蒸し暑く寝苦しかったので覚悟していたが、肌に当たる風は格別暑くもなく寒くもなく過ごしやすい。虫の音と共に風で下した草くさがカサカサと揺れて、そんな中に黒髪を押さえて風から守る木き更さらも立っていた。木更はなぜか、心細さと恥ずかしさを同居させた微ほほ笑えみを浮かべる。

「起こしちゃった？」

　蓮太郎はかぶりを振る。

「どこまで行く？」

「そうね」

　木更は後ろ手に組んだまま、くるりと空を仰ぎ見る。

「じゃあ三十二号モノリスまで」

「ちょっと遠いな」

　そこまで考えて、ふと妙案が浮かんで手を打つと、前線司令部まで木更を連れて行く。

　バイク置き場の前には見張りの歩ほ哨しようが立っていることを確認して、歩哨に敬礼。「我が堂どう団長から伝令を頼まれた」と口八丁で丸め込む。

　三分後、蓮太郎の手にはバイクのキーが握られていた。

　サイドカーのついたカワサキのバイクを見み繕つくろってヘルメットを放ると、木更は呆あきれた表情でそれを受け取り、やがて諦あきらめたのか首を振り、ハーネスを顎あごで止める。

「運転覚えてるの？」

「民みん警けいライセンス取得以来だから一年ぶりくらいか。まあ大丈夫だろ」

　そのままバイクのイグニッションキーをひねり、走り出す。走り始めこそオフロードの悪路に苦戦させられたが、徐々に手が感覚を思い出すと、あとは早かった。

　二十分ほど走ると、最前線の自衛隊施設が見えてくる。蓮太郎はさり気ない様子で基地を通り過ぎながら、その実、横目でしっかりと施設の全容を脳裏に刻む。

　部隊はおそらく歩兵旅団と呼ばれる歩兵中心の部隊構成だろう。人数は施設の規模から推測するしかないが、六千人はいる。

　水平に並べられた装そう甲こう車両や戦車、ミサイルサイロ。歩哨は司し馬ば重工の二一式小銃を持っている。

　装備は充実しているし、士気も高そうだ。これが自衛隊の総戦力……。

　そのままバイクは奥手、モノリス側に進入すると、途と端たんにひとけがなくなっていく。モノリス倒壊によって生じるだろう破片や粉ふん塵じんから身を守るため、近寄らないようにしているのかもしれない。

　バイクで風を切りながら視線を上にあげて、まあ仕方の無いことだと思う。

　厳然と立ちはだかり東京エリアを守護していたモノリスが、たった数日で業ごう病びように冒おかされたように白く汚染され、ボロボロになっているのだ。見るだに怖おぞ気けをふるう有あり様さまだったし、そんなモノリスの倒壊に巻き込まれたくないと思うのが人情だろう。

　モノリスの手前二〇メートルのところでバイクを止め、隣となりの連れ合いに「着いたぞ」と声を掛ける。

　木き更さらはメットを脱いで頭を振ると、闇やみ夜よでも美しく輝かがやく黒髪が波打ちながら腰元に流れ落ちる。「ご苦労様」と言って、スタスタとモノリスの方に歩き出してしまう。
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「お、おい木更さんッ」

　危ないと言いかけたが、木更が止まる様子がないので後ろ頭を掻かくと、仕方なく彼女の後に続く。

　木更はモノリスの根本まで行くと、クランプされているモノリスの横手から入り、モノリスに直接手を伸ばす。

「里さと見みくんも触ってみて」

　木更の真意が読めないまま、怪け訝げんな調子で彼女の隣となりまで行くと、そっとモノリスに触れてみる。

　蓮れん太た郎ろうは、かつて何回かモノリスに触れたことがあった。すべすべしてとても冷たかったのを覚えている。

　だが蓮れん太た郎ろうの掌てのひらが捉とらえたのは、そんな過日の記憶を強く裏切るものだった。

　ぼそぼそとしている。まるで枯れ葉を揉もみ潰つぶしているようだ。なにかの間違いじゃないかと思って手を上から下に滑らせると、剥はがれ落ちた表面部分が削れ落ち、足下に溜たまっていく。

「………………」

「ひどいものね、まだ内部にまで侵食が進んでないからいいものの、バラニウム侵食液って、バラニウムをこんなにしちゃうのね」

「ホントに……モノリスは倒壊するんだな」

　蓮太郎は首を傾け、天を衝つくモノリス先端を見ながら、複雑な思いにとらわれる。

　かつて、ＳＦ作家アーサー・クラークは、劇中に登場する石版モノリスを、神が人類の進化を促すために設置したものと定義したらしい。

　では自分たち人類は、ガストレア戦争から貴重ななにかを学んで、より高い次元に進化することが出来たのだろうか。

　そう考えると、いま目の前に広がっている破滅の兆しは、どこか『神の死』を連想させはしないだろうか。

　首を振る。やめよう、これは逃避だ。

　ただ一つ言えることは、モノリスは確実に倒壊するということ。そして自分は、そこから侵入する死を食い止めなければならない。

　明日に世界をつなぐために。

　木き更さらは、モノリスを見上げながら後ろ足に後退していく。

「ねえ里さと見みくん、モノリスってどうやって造るか知ってる？」

「そういや……直接は見たことないな。モノリスを『組み立てる』って言うからには、現場に持ってきて、パーツごとにこう──」

　木更は顔をこちらに向けると、あきれたと言わんばかりの表情をする。

「お馬ば鹿か。そんな答えじゃ部分点も上げられないわよ。答えはね、ピラミッド建築を想像すると早いわね」

「ピラミッド建築？」

「ピラミッドって、切り出した石材ブロックを特殊な道具を使ってどんどん積み上げていったものでしょ？　モノリスもね、ブロックの固まりで出来てるのよ。それを一度に大量の輸送機やヘリコプターで空輸して、現場で重ね合わせていくの。当然、ただ積み重ねただけだとすぐ風で倒れちゃうから、航空機や宇宙船の金属部分を接着するのに使うやつよりもさらに強力な専用接着剤を使うの」

「じゃあこれ、ブロックを積み重ねたモンなのか？　継ぎ目なんて見えねぇぞ」

「日本のモノリスの精度は世界でもトップクラスだからね」

　木更は、不敵な表情で指を一本立てる。

「とりあえずは一〇〇メートル」

　彼女は、立てた指をスライドさせてモノリスを指す。

「この三十二号モノリスが倒れたら、すぐに最初の工事で一〇〇メートルの高さまでブロックを積み重ねていくの。そしたらもう通常のガストレアは入ってこれないわ。あとは一ヶ月くらいかけて積み増ししていって、最終的に約一．六キロの高さまで持っていけばいいだけ。里見くん憶おぼえてないかもしれないけれど、ガストレア大戦直後のモノリスは、最初からこんなに高さがあったわけじゃないのよ」

　蓮れん太た郎ろうは黙ってかぶりを振る。自分も憶えている。大戦直後はもっとモノリスは低かった。ガストレアに対する際限のない恐怖が、人間に約一．六キロもの巨壁を造らせたのだ。

「一〇〇メートルまで作るのに、どんくらい時間がかかるんだよ」

「材料や輸送機さえそろっていれば半日くらいね」

「そんなに早いのか？」

「そりゃそうでしょ。個人でも企業でもなく、東京エリア政府が国を挙げて各種ゼネコンをまとめてモノリスを建設するのよ。全部で十日設けられてる時間の内、ほとんどはバラニウムをブロック状に成形する時間だからね。まあ、最終的に一．六キロに復元しても、高空から他ほかのガストレアが迷い込んでくるのは避けられないわけだけど──」

「それだけじゃねぇだろ。見せ物小屋や研究施設、個人の好こう事ず家かから逃げ出したもの、体液を送り込まれた状態でモノリス内に逃げ込んできた人間、そして…………」

「体内侵食率が五〇％を超えたイニシエーターね」

「待ってくれ木き更さらさん、おかしくないか？　そもそも政府はなんで、ここにモノリスを築き直そうとしてるんだ？　必死こいてモノリスを作っても、もう一回アルデバランがバラニウム侵食液を注入しに来たらおしまいじゃねーかよ。……いや、待て、そうじゃない」

　蓮太郎は、自分の中に蟠わだかまった疑問をなんとか言語化しようと試みる。

「──じゃあ、なんでアルデバランはここ以外のモノリスを襲おそったりしねぇんだ？　一カ所を襲うより、多数の箇所に穴を開けて、同時に襲う方が効率が良くないか？」

「そこよ、問題は」

　木更は、人差し指を突きつけてくる。

「どうやら政府は、ここ数日の様子を観察して、アルデバランは三十二号モノリス以外のモノリスを攻撃できないと断定しているみたいなの。現実に、あれ以来アルデバランは他のモノリスに干渉してないでしょ」

「何か理由があるのか？」

「政府側もいくつか予想を立ててるみたいだけど、よくわかってないというのが本音みたいね。ねえ里見くん、せっかく二人でいるんだし、一緒に推理、してみない？」

　蓮太郎は黙って頷うなずく。ステージⅣに過ぎないアルデバランのモノリスへの取り付きは、最初聖せい天てん子し直じき々じきに依頼内容を説明された時からの疑問だった。知力と洞察力に秀でた木き更さらが共に考えてくれるのは心強い。

　木更は、指を三本立てて見せる。

「私は三つ仮説を立ててみたの。一つ、アルデバランは三十二号モノリスを襲おそった際、体力を使い果たして多量の休息を必要としている」

　蓮れん太た郎ろうは顎あごに手を当てる。それはあり得る話だった。アルデバランは、普通のガストレアならば近づくだけで衰弱死するほどのバラニウム磁場波を浴びているはずだ。だが──

「もうあの一件から四日以上経たつだろう？　さすがに回復してんじゃねぇか？」

「うーん、そういうのは個体差があるから一概には断定出来ないんだけどね。まあいいわ、二つ目、ここの立地条件によってモノリス磁場の影響が弱まっている」

　蓮太郎は周囲を見渡すが、視界の続く限り平原が広がっている。

「隣りん接せつしてる三十一号モノリスや三十三号モノリスと、ここの立地条件ってなにか違うのか？」

　木更は眉まゆを八の字にして手をこまねく。

「それがまったくと言っていいほど同じなのよねぇ」

「地中になにか埋まってるとかはどうだ？」

　木更は首を振った。

「モノリスを建てる前に、簡単な地質調査はしてるだろうから、ちょっと考えられないわね」

「じゃあ、それは違うな」

「そうね、じゃあ三つ目、アルデバランの知能が低いから、複数のモノリスを倒して同時に襲う計画を思いつかない」

「ないな」

　蓮太郎は言げん下かに否定した。いままでで一番考えられない。

「アイツはわざわざ時間稼ぎのために、忠義の厚いアリのガストレアまで用兵してここを襲おそってきてる。アルデバランは頭がいいよ、忌いま々いましいことにな」

「そうなのよねぇ」

　言った本人自身この説に信を置いていないのか、あっさり引っ込めると再び手をこまねく。

「いや、木更さんのおかげで大分考えがまとまったよ。推測なら、もう一つある」

「え？」

　蓮太郎は頭上の無惨に白はつ化かしつつあるモノリスを振り仰あおぐ。

「この三十二号モノリスになんらかの問題がある場合だよ」

　木更がハッと口に手を当てる。

「だけど、そんなこと……」

「でも、そうだとしたらこのモノリスが狙ねらわれる理由になるし、ここ以外が狙われない理由にもなる」

　木き更さらは顎あごに手を当てる。

「確かに、そうね……それは、考えてなかったわ」

　木更が真まっ直すぐ蓮れん太た郎ろうを見た。

「私の方でこのモノリスについて、ちょっと調べてみるわ」

「頼む」

　これ以上の議論は、調査結果を待たない限り推論の上に推論を重ねることになるので、建設的なものにはならないだろう。

　聡明な幼おさな馴な染じみもそれがわかっているのか、話を打ち切ると「んッ」と言って大きく伸びをする。彼女は傾斜のついた草地まで行き、身を横たえ仰あお向むけになると、こちらを見ながら横手の草地を叩たたく。

「里さと見みくんも、横、来たら？」

　不意に、心臓が大きく跳ねる。

「お、おう」

　蓮太郎は、内心のドキドキを気け取どられぬよう自分に言い聞かせると、ギクシャクした動きで木更の横に寝る。カサリと音が鳴り、鼻び孔こうに湿った土の匂においがした。

　そっと隣となりを見ると、草地に投げ出された木更の白い手、綺き麗れいな太ももや体のライン、布地を押し上げる胸の膨ふくらみ。

「ねぇ、里さと見みくん、空、見てみて」

　木更ばかり見ていた蓮太郎は、促されて初めて空を見て、そして思わず感嘆の声をあげた。

　月のない晴れた夏空には天の川が瞬またたき、北ほく斗と七しち星せいが見つからないほど、満点に星が瞬いている。

「すごい……な。そうとしか言いようがない」

「いつも私たち、東京エリアの光の中で暮らしてるからね。街の光のせいで、星の声が掻かき消されちゃうのね。本当は、こんなに綺麗なのに」

　再び木更の横顔を盗み見ると、彼女は小さく口を開け、子供のような表情で星に魅み入いっている。

　──アンタの方がずっと綺麗だよ。

　自分の胸の内に湧わき上がった言葉を自然に発せられるようになれば、どれだけ彼女との距離の取り方に悩まずにすむだろうか。

　社員と社長、幼馴染み、数ヶ月誕生日が離れただけの義あ兄にと義妹いもうと、天てん童どう流の門弟と姉弟子。アジュバントリーダーと構成員。自分と木更とを分けるいくつもの言葉は、だがすべて正せい鵠こくを射たものではない。

　草地の上に投げ出された彼女の左手が、なぜだか遠くに見える。勇気を出せば、そっと自分の掌てのひらを重ね合わせることだって、可能なはずなのに。

　蓮れん太た郎ろうは小さくかぶりを振った。

「木き更さらさん、光害って知ってっか？」

「コウガイ？」

「光の害の方だ」

　蓮太郎は、寝転がりながら空中に文字を書いてみせる。

「木更さんの言うように、街の光って人工的なものだから、自然の生物にも良くねーんだよ。こういうのって、人工衛星からも見えるくらいに明るいんだ」

「へー、そうなんだ」

「鳥は灯台のサーチライトの周りを飛び回り、やがて疲れ切って墜おちちまう。コウモリやネズミも、光で捕食動物に簡単に見つかるようになったから、慎重になるんだ。渡り鳥は昼が長くなったと勘違いして餌えさを食べる時間が延びて脂肪が余分につく。孵ふ化かしたばかりのウミガメの子供は、光の反射によって海を探すから、混乱して海じゃなく丘の方に行くこともある。そして、光で交尾の相手を探すホタルは、漏れた人工灯のせいで恋人を探せない」

　ちらりと隣となりを見ると、木更がうっすらと微笑を浮かべながら蓮太郎を見ていた。

「退屈か？」

「ううん、そんなことない。とっても素敵」

「…………なあ木更さん、アンタ、どうして俺を誘ってこんなところに来たんだ。そろそろ、話してくれたっていいだろ？」

　木更は仰あお向むけになると、星を見たまま沈黙する。

　蓮太郎はその横顔にできるだけ静かに問う。

「怖いか？　モノリス崩壊が」

　木更は黙ってかぶりを振った。

「こんなこと言ったらね、不謹慎なのかもしれないけど、私、いま幸せすぎて怖いの」

「幸せすぎる？」

「そう、私、いまとっても幸せなの。モノリスの崩壊は、こんなに繰り返し言われてるのに、まだ実感が湧わかないから」

「それは……わかるよ」

「天てん童どう民みん間かん警けい備び会がい社しやは延えん珠じゆちゃんがいて、ティナちゃんがいて、そして里さと見みくんがいる。まるで家族みたい。相変わらず全然会社は儲もうからないけど、生きていくことは出来る」

「ティナも、いまが幸せだって言ってたよ。きっと延珠もだ」

「里見くんは？」

「もちろん、俺おれもだよ」

　木更は静かに目をつぶった。

「最近ね、私、夢を見るの」

「夢？」

「そう。気がつくと朝あさ靄もやのかかった橋の上にいて、それが見渡す限り続いててね、自分がどうしてここにいるのか、なぜここにいるのかまったくわからないんだけど、進まなきゃいけないことだけはわかるの。

　だから橋の一方方向に進んでいくんだけど、だぁれもいないわ。やがて突然橋が終わって黒い沼みたいなのが私の体を飲み込んでいってね。私がそれを黙って見ているとやがて頭まで沈んでいくんだけど、そのうち呼吸の仕方がわかってだんだん気持ちよくなってくるの」

「………………」

「朝起きて、鏡を見ると涙の跡が残っていることに気づいてね、それからあまりにも同じ夢を何度も見るから、考えてみたの。そしたらわかったわ」

　隣となりを見ると、木き更さらと視線がぶつかった。木更は不安に押しつぶされそうな表情をしていて、瞳ひとみは潤んでいる。

「私が泣いてるのは、いつかこの幸せに、終わりがくることに気づいちゃったからなんだって」

　木更が弱々しい瞳で首を振る。

「私が殺したの。私が世界中の人、みんな殺しちゃったの」

「馬ば鹿か」

　蓮れん太た郎ろうは、木更の掌てのひらに自分の掌を重ね、強く握る。木更の体温は熱く、ほんのり汗ばんでいた。

「アンタも、気づかないうちに神経過敏になってるんだよ。大丈夫だ。延えん珠じゆもティナも俺おれも、消えてなくなったりなんかしねぇから」

「そうね……そうよね」

　木更の表情に、わずかに安あん堵どが差すのを横目で眺めながら、だが蓮太郎は心には、静かな波紋が広がっていた。

　思春期は様々な夢を見るものなので、取り立てて騒ぎ立てるほどのものではないのかもしれないが、夢判断では、橋はあの世とこの世をつなぐ存在だったり、現在と未来をつなぐ存在だったりする重要なメタファーである。

　そして沼は、邪悪な感情や悪意、嫉しつ妬とやねたみを反映し、黒い色にも似たような意味がある。

　通常、沼に沈んでいく夢を見た人間は非常なストレスを伴い、抜け出そうとあがくはずだが、木更は沈んでいく体を自覚しても無感動にそれを受け入れてしまっているのが、どことなく不気味だった。

　これは、どういうことなのだろうか。

　蓮太郎は、ふいに心に兆した考えを振り払うように首を振る。

　馬鹿な、俺は何を考えてるんだ。木更さんに限ってそんなこと、あるわけねぇだろ。

「里さと見みくん？」

「え？　ああッ？　うんどうした？」

　不意に木き更さらが左手をかざすと、腕時計をトントンと叩たたく。

「あと五分で、今日は終わり。そしたらまた、モノリス倒壊まで一日近づいちゃうわねって話」

「だ、大丈夫だよ。き、木更さんは俺おれが守っから」

　木更が少し驚いた顔をしたが、すぐにはにかみながら微ほほ笑えみ返してきた。

「ありがと、里さと見みくん」

　蓮れん太た郎ろうは頬ほおが熱くなるのを感じて、顔を逸そらす。

　それから秒針が四回文字盤を回り、カウントダウンが始まる。

「十、九、八、七、六、五、四────」

　握った手に力が込められ、蓮太郎の皮膚に、わずかに木更の爪つめが立つ。

　そして次の瞬しゆん間かん、日本が日付を跨またいだ。

　蓮太郎は、溜ためていた息を大きく吐く。

　天の川は、変わらずそこにあった。







　──モノリス崩壊まで、残り二日。
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　第四十区のテントで寝泊まりするようになって二日も経つと、ここの生活にも慣れてくる。だが、繊細そうなティナや翠みどりはどうにもテントのごつごつした床面や寝袋シユラフの中が耐えられないらしく、控えめに不平を述べていた。

　我が堂どうの指示の下、今日の午前は鉄条網や土ど嚢のうの作成、戦車止め用のコンクリートブロックをガストレア侵入予測位置に築く作業を行い、あとの時間は座学として昨日の復習に費やされることになった。我堂直じき々じきに、命令無視や命令違反に対する罰則が言い含められる。

　どうやら我堂は、民警の足並みが揃そろわなくなることに対してかなり神経質になっているようで、それを罰則の強化で封じ込めようとしているらしい。

　まあ当然だろうとも思う。いくら民みん警けいがスタンドプレイヤーの集まりだといっても、迫り来るガストレア軍団に恐れをなして一人が背を見せて逃げ出せば、それは全体の士気に影響する。

　自分が指揮官だとしても、やはり己のことばかり考えて全体を破は綻たんさせる腐ったミカンは早期排除を目指すだろう。我堂のやり口にも異論はない。

　解散の号令がかけられて自由になった蓮太郎は、延えん珠じゆとティナ、そして木更を青空教室に送り出し、一いつ旦たん電車に乗り継ぐと勾まが田た町で降りる。

　不ふ甲が斐いないことに、蓮れん太た郎ろうはテントまで持参しておきながら、替えの服や下着の存在については綺き麗れいさっぱり失念していた。すでに延珠のパンツが底をついていて、現在はティナのパンツをレンタルしている有あり様さまである。

　自分はさておき、延えん珠じゆにまで不潔な思いをさせるのは、保護者として忍びない。

　ゆえに、今日蓮太郎は『蓮太郎先生』をお休みさせてもらっている。

　駅から降りて勾まが田た町を歩いているとすぐに、強い緊張を覚え、足を止めた。

　まず目についたのは、風に吹かれて巻き上げられながらも地面を覆おおい尽くさんばかりに敷しき詰められた大量のビラだった。一枚拾い上げてみると『横暴な政府許すまじ！　政府は、シェルターに避難させる人間を最初からすべて決定済みだった！』という陰謀論めいた内容が書きつけてある。

　思えば、勾田町に帰ってくるのは二日ぶりだが、その二日のうちに、町はいつのまにかそのありようを変えていた。

　コンコース付近には、ホームレスめいた格好をした白はく髪はつ白はく髯ぜんの老人が木箱の上に乗ってキンキンと高い声でがなり、世界の破滅と、そののちにくるだろう新しい希望の世界について語っている。

　普ふ段だんは誰だれも一いつ顧こだにしないような支離滅裂な内容だったが、周囲にはやんやの喝かつ采さいを浴びせる人間が見える。

　駅前のアーケードを通りがかると、靴の裏がシャリシャリする。ショーウィンドウは破壊され、略奪にあっていた。

　しばらくして略奪品を積んだトラックとすれ違うが、運転手が自警団の腕章を巻いた人間たちであることに気づき、蓮太郎はショックを受けた。

　一部のロクでもない連中が奔放に暴れ回る様子を見て、いままで社会機能を維持するために忍耐していた人間たちまでもが悪事に荷か担たんしているのだ。

　ニュースでは聞いていたが、予想以上に状況が悪化している。

　外を出歩いている人間自体は少ない。当然だろう、このブロックもすでに避難が始まっているはずだ。

　外周区にいるとわからなくなりそうになるが、いま東京エリアは国を挙げて緊急避難を行っているのだ。

　そうこうしているうちに、自宅に帰り着く。

　このあたりはまだ平穏だが、いずれ略奪に巻き込まれるのだろうか──そんなことを考えながらも、ボストンバッグに生活必需品や消耗品を詰め込む手だけは止めない。

　やがてパンパンに膨ふくらんだバッグを持ち上げると、腕の付け根にぐっと重みを感じた。

　施せ錠じようするために玄関口に立って、畳敷きの八畳一間を感慨深く眺め渡す。

　もしかすると、もう二度とこの部屋に帰ってくることはないかもしれないな。

　蓮れん太た郎ろうは感傷を振り払うと、悲しげな音を立てて軋きしむドアを押し込み、カギを差し込む。そして思い出ごと封をした。

　次は、延えん珠じゆと二人で開封しよう。

　肩にバッグを掛けて再度第四十区を目指すため、電車に乗る。

　車内に人は多くはないのに、無理矢理押さえつけられたパニックの予兆で張り詰めていて、息苦しいほどだ。

　視線の逃げ口を求めて見上げた天井付近に、中なか吊づり広告に気がつく。広告には『〝呪のろわれた子供たち〟への血の報復！　第三区でリンチ殺人[image: ]』という見出し。治安の悪化が一番吐き出しやすいところに集まってきているのだ。

　その時、脳内でとある少女のことが思い起こされ、心臓が大きく跳ねる。

　馬ば鹿かな、と首を振るが、一度頭の中に根を張った思考はなかなか消えない。

　そのうち居ても立ってもいられなくなり、蓮太郎は閉まりかけの電車の扉に手をかけ電車を下車していた。

　蓮太郎が降りたのは、片かた桐ぎり民みん間かん警けい備び会がい社しやを訪れる際に立ち寄った第九区の駅構内だった。まばらな人ひと混ごみをかき分けて駅を飛び出すと、苛いら立だった足取りでアベックを押しのけ、老人を追い抜いていく。

　なぜこんなに焦っているのか説明できないのに、歩みだけは止めなかった。

　やがて五ご叉さ路ろに差し掛かり、幅広の歩道橋の階段を駆け上がる。ここは以前、物もの乞ごいの少女と出会った場所だ。

　いるはずがない。そう何度も言い聞かせる。彼女は約束したのだ。いまは報道が過熱して危険だから物乞いはしないと。

　上の方からがやがやと物音が聞こえ、殺気が放射されているのを肌が感じる。人だかりが見えた。

　息急せききって階段を上ると、視界が開ける。

　中程にゴザが敷しいてあるのが見え、彼女の使っていた鉄てつ鉢ばちが投げ出され、地面に小銭がぶちまけられている。

　いた。うつぶせに倒れたケープの少女の周りに、大の大人たちが群がっていた。数は八人、二十代から四十代まで幅広い。

「なにやってんだ！」

　蓮太郎は駆け出して、少女の前に立ちはだかる。

[image: ]

　倒れていた少女は、左手を突いて懸命に体を起こすと、見えない目で蓮太郎を見る。

「……その声は、あの時の民みん警けい、さん？」

　少女の顔は擦すり傷だらけで、辛つらそうに押さえている右腕の切り傷だけが、再生する様子もなく血の染しみを広げている。驚いたことに、少女は暴行を受けてもなお微ほほ笑えみを絶やしていなかった。

「クソッ、気色悪わりぃガキだな！」

　正面を見ると、憎悪にゆがんだ顔をした正面の一番年長の男が、血のしたたるバラニウム製の飛び出しナイフを持っている。

　刃渡り十二センチほどの細いナイフで、ガストレアを倒すには短すぎるので、『呪のろわれた子供たち』を殺傷する用途以外には考えづらいものだった。

　物もの乞ごいの少女は、倒れ伏した状態で小さく首を振る。

「ゴメンナサイ民みん警けいさん。約束したのに……自業自得で、でも私、どうしても……」

「もういい、わかった。喋しやべるな」

　その時、ナイフを持った中年の男が、憤ふん怒ぬの表情で一歩踏み出す。額ひたいが広く小太りで顎あごの肉がたるんでいる。笑えば大変人が良さそうに見えるだろう。

　蓮れん太た郎ろうは、こんな善良そうな人間まで少女の暴行に加わっていることに、ひどいショックを受けた。

「どけ！　そいつは何食わぬ顔で俺おれたちに混じって、スキを見て人間を襲おそってるんだぞ。ガストレアよりタチが悪い！　そいつらは、街から駆除しなきゃいけないんだ！」

　蓮太郎は、男の無む分ふん別べつな怒りの理由を知る。つまるところ、この連中は怖いのだ。あの報道以降、自分たちがさんざん足あし蹴げにしてきた『呪のろわれた子供たち』にいつ復ふく讐しゆうされるかもしれないと、怯おびえているのだ。

　蓮れん太た郎ろうは目を閉じ、ベルトからＸＤ拳けん銃じゆうを抜く。

　そして腕を掲かかげると、天に向かって一発発砲。

　手の中で重い反動が腕を伝い、炸さく裂れつ音おんが空にとどろく。興奮していた男たちがぎょっとして足を止めた。

「民みん警けいだ」

　蓮太郎は、至し極ごく冷静に胸ポケットからライセンスを抜くと男たちにかざし、静かに問う。

「これ以上、この少女に一歩でも近づいてみろ。今度は威い嚇かくじゃなく、撃つ」

　どよめきが広がる男たちに向かって、蓮太郎は重ねて問う。

「まだ、やんのかよ？」

　しばらくお互いの顔を盗み見していた男たちだったが、意気が萎なえてしまったのは明白だった。先頭の中年男が踵きびすを返しながら、吐き捨てるようにつぶやく。

「やっぱりアンタ等ら民警が守ってるのは、そいつ等ガキ共なんだな」

　暴漢たちは、ちらちらと恨みがましく振り返りながら、やがて潮が引くように去って行く。

　蓮太郎が周囲に視線を巡らせると、慌てたように周囲の野次馬も散っていく。

　なぜ、怖がられるのか。東京エリアを必死に守っているのに、なぜ投げられるのは侮ぶ蔑べつと恐怖の視線ばかりなのだろうか。

　外には二千体のガストレア。内には暴徒化した差別主義者。こんな時こそエリアを挙げて団結しなければならないのに……。

「あの……」

　振り返ると、感謝と申し訳なさが同居した微ほほ笑えみを浮かべた少女が立っていた。蓮太郎はそこで地面にしたたる彼女の血を見ると、黙って制服の内ポケットからハンカチを取り出して、止血点を押さえながら巻いていく。バラニウムナイフでつけられた傷以外は、あっという間に自然治癒していく。

　応急処置が終わる頃ころには幾いく分ぶんか落ち着いたのか、少女はおっとりした動作で顔を上げると、いきなりこちらに手を伸ばしてくる。

　蓮太郎は一いつ瞬しゆん顎あごを引くが、危害を加えてくる様子はないようで、顔と肩をべたべた撫なで回してくる。

「民警さんの声とお顔、覚えましたよ」

　少女は、笑みを深くしながらポッと頬ほおを染める。

「結構、好みのタイプです」

「アホッ。礼はいいからいますぐここを離れろよ。ここにもう一度でも来てみろ、今度は俺おれがお前を刺すからな！」

　本気で叱しかりつけたつもりだったが、少女は蓮太郎の剣幕に怯ひるむ様子もなく、にこにこしながらお金を拾い集め、ゴザを巻いて小こ脇わきに抱えると何度も礼を言う。

「いずれ、時間を見てお礼に伺うかがわせてください」

「来・ん・な！」

　物もの乞ごいの少女は、頻繁に手を振りながら去って行く。

　蓮れん太た郎ろうは心労の余り右手でこめかみを押さえた。クソ、アイツ本当にわかってるんだろうな。

　だが、間一髪で助けられて本当に良かった──そんな満足感を覚えながら踵きびすを返そうとした時、不意にブルリと背筋に寒気が走って振り返る。

　背後には特段異常は無かった。風が蓮太郎の頬ほおを叩たたき、吹き去って行く。

　電車に乗っている間中、去り際ぎわの暴漢たちの粘ねばつく瞳ひとみが頭を離れなかった。
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　テントに帰り着いてしばらくすると、延えん珠じゆがティナ、木き更さらを引き連れて青空教室から帰ってきた。

「ただいまなのだ！」

「学校どうだった？」

　延珠はワクワクを隠しきれないのか手をバタつかせる。

「今日も楽しかった。木更は全然人気なかったしなッ」

「は？　木更さん？」

　ティナが困惑を浮かべる。

「お兄さん、すごい人気ですよ。今日お兄さんがお休みで天てん童どう社長が一日先生やるって言ったら、すごいブーイングで……」

　木更の方を見ると、彼女は憤然とそっぽを向いた。

「どうせ木更先生はさっぱり人気が無いですよ！」

「いや…………俺おれは好きだぜ？　木更先生」

「気休めはやめて」

　じゃあどう言やいいんだよと思って途方に暮れていると「姐あねさんッ」という声が二人の間に割って入る。玉たま樹きだ。

「姐さんが留守の間、なんか変な男が姐さんにって、これを──」

　玉樹が胸元から未開封の茶封筒を取り出す。

「あら早い。もう調べ終わったのね」

　木更が「ありがと」と短くねぎらってから封筒を受け取ると、丁寧に糊のりを剥はがしていく。

「木更さん、それ、なんだよ」

「ほら、昨日里さと見みくん、モノリスの方に問題があるんじゃないかって言ってたでしょ？　あれ、早速私のツテで調べてもらってたのよ」

　開封して薄うすい数枚の書類に目を通す木き更さらの体が、その時ピクリと痙けい攣れんした。握られた書類がくしゃくしゃになっていき、彼女の指はブルブルと力が抜けて白くなっていく。

　ただならぬ雰ふん囲い気きを感じ取り、何事かと思って木更の顔を覗のぞき込み──そこで蓮れん太た郎ろうは、驚きよう愕がくに呼吸が止まるかと思った。

「お、おい木更さん……？」

「ちょっと、外に出てくるわ」

「おい！」

　蓮太郎の静止もむなしく、木更はさっと踵きびすを返す。

　迷っている暇はなかった。

　蓮太郎は蹴け躓つまずきながら靴をつっかけると、急いで天幕の外に飛び出し、あたりをうかがう。

　探すまでもなく、正面を歩く木更は、隣となりのテントの前で焚たき火びを囲んでいる別パーティの元に歩み寄るや、断りも入れずに焚き火の中に書類を放り込む。

　焚たき火びを囲んでいた面々は、突然現れた闖ちん入にゆう者しやにぎょっとしていると、彼女は書類に火が移ったことを確認して無言でそのまま歩き去ってしまった。

　蓮太郎は、木更が戻ってこないことを確認して走り出すと、焚き火を囲んでいる面々を押しのけて火の中を覗のぞき込む。

　あった。躊ちゆう躇ちよせず蓮太郎は炎の中に右手を突っ込む。痛覚神経のカットオフにまで気が回らなかったので、思わず脳が焼き切れるのではないかと思うほどの激痛に歯を食いしばる。

　それでも蓮太郎の手は、なすべきことを覚えていた。燃えさかる炎の一番最さい奥おうに手を突っ込み、ついに限界点を超えて手を引っ込める時には、ブスブスと白煙をあげる右の義手に燃え止さしが握られていた。

「お、おいお前まえ等らさっきからなんなんだよ」という隣となりのパーティの困惑を余よ所そに、蓮太郎は心の中で木更に手を合わせながら、折りたたまれた燃え止しを広げる。

　思わずうめき声を上げ、数歩よろめいた。

　なんだ、これは？　なんで……この名前が──

　蓮太郎は、すでに遠くなりつつある木更の背を視線で追ってから、いま一度、フチが黒くなった紙片を見た。残っているのは、どうやら書類の末尾のようだ。




『──以上のように、三十二号モノリスは、ガストレア大戦期の末期に建てられた若いモノリスであるようです。そしてモノリス工事発注者は、現・国土交通省副大臣、天てん童どう和かず光みつ一派であり──』




　天童和光。天童菊きく之の丞じようの孫にして、木更の年の離れた兄の一人。

　昔、天てん童どうの屋や敷しきに住んでいたとき、和かず光みつもまた屋敷に住んでいたので、何度も顔を合わせたことがある。

　──どうして、和光義に兄いさんの名前がここにある？

　こんな短い切れっ端からでは、燃やされた書類全体の内容を推おし量はかるのは難しい。だが──

　蓮れん太た郎ろうはブルリと肩を震ふるわせる。脳裏に、さきほどテント内で見た木き更さらの横顔が蘇よみがえる。

　彼女は嗤わらっていた。

　延えん珠じゆやティナの前では決して見せることのない、復ふく讐しゆう者しやの顔をしながら。
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　朝から風が強く、テントの天幕をはためかせていた。

　天気は悪くないが、上空を漂ただよっている雲が凄すさまじい速度で走り抜けていく。

「行くのか？　今日も」

　テントの戸口で見送りをする玉たま樹きが、いつになくしかつめらしい顔をして立っている。

「ああ」

「なんでいまさら学校に行く必要なんてあるのさ？　わけわかんない」

　隣となりのボサボサに跳ねた金髪を撫なでつけて憤然としている弓ゆ月づきに、延珠が元気よく腕を振り上げ答える。

「こんな時だからこそ行くのだ！」

「はぁ？」

　心底理解できないという弓月の声に、むべなるかなと思う。蓮太郎もまた、なぜ自分がこんな行動を取るのか上う手まく他人に説明できる自信がない。

　隣りん接せつしている二人用テントからは、慌あわただしく朝の準備の音がする。今朝方起こしに行ったとき、木更とティナはまだ熟睡していた。

　どうやら二人共なかなか寝付けず、空が白しらみ始めた頃ころになって、ようやく少し眠ることが出来たらしい。

　昨日の夜遅くにふらりとテントに帰ってきた木更は、今日に至るまでずっと、特段変わった様子は見られない。

　もしかしたら、昨日のあれは自分の見間違いだったのではないだろうか。

　蓮太郎は背後を振り仰あおぎ、白化したモノリスを眺める。

　残すところ一日になった。

　今日一日を完全自由とすることを決めたのは我が堂どうだ。

　今日で最後なので自由を満喫しろという意図らしい。たしかに、いま家族や恋人に会わなければ、それが今こん生じようの別れになる可能性はある。

　そして蓮れん太た郎ろうは、最後の自由になる日を『蓮太郎先生』として過ごすことを、ごく自然に選択していた。

　不思議な気分だった。最初は嫌いや々いややらされていたし、さして入れ込んでいるつもりもなかったのだが。

　玉たま樹きはなおも、いぶかしむような表情をする。

「未練が増すだけなんじゃねぇのか？」

「かもしれねぇけど、最後の挨あい拶さつぐらいしなくちゃ」

「ふん、わかってんならまあ、せいぜい湿っぽくならないように気をつけるんだな」

「お前まえ等らは？」

　今度は片かた桐ぎり兄妹きようだいが顔を見合わせる。

「オレっちは明日に備えてたらふく美う味まいもんでも食って寝るよ」

「お前等、他ほかにやることねぇのか？」

「家族親しん戚せきはあらかたガストレアにやられっちまったからな。別れを言う相手もいねぇ」

　蓮太郎は質問したことを後悔した。

「………………。……お前たちは、ガストレアに復ふく讐しゆうするために民みん警けいになったのか？」

　玉樹は頭の後ろに両手を置く。

「さーて、どうだかな。そういう七面倒くさいことは考えねーようにしてっからよ」

「いや、考えないようにしてるってそんなッ──」

「──ガストレアとの戦いに恨みを持ち込む奴やつは早死にすっからな」

　ハッと胸を突かれた気がした。玉樹はズレたサングラスから覗のぞく鋭い瞳ひとみを見られるのを嫌いやがるかのように、中指でブリッジ部を押し上げる。

「まあ強しいて言うなら誰だれかの笑顔のためだな。よしッ、マイスウィート、明日に備えてもう一眠りすっか」

　よほど眠いのか、弓ゆ月づきはなんとか首しゆ肯こうだけすると、二人して寝袋に戻っていく。

　蓮太郎は、一いつ瞬しゆん垣かい間ま見た玉樹の表情を見て複雑な心境になったが、無理矢理気持ちを切り替える。

　テントに頭を突っ込み、隅っこで拳けん銃じゆうを分解・清掃している彰しよう磨まを呼ぶ。

「彰磨兄にぃは、どうすんだよ？」

　彰磨は肩をすくめると、傍かたわらの翠みどりを見る。

「もう少し経たったら二人で修行を開始するつもりだ。いざというとき体が動かないようでは困るからな」

　片桐兄妹にしても彰磨ペアにしても、随ずい分ぶんと淡泊な話だった。まあ彼らからすれば、呑のん気きに学校に行こうという自分たちも、危機感が欠如して映っているのだろうが。

　その時、小テントからティナが飛び出してきて、申し訳なさそうな表情で「先に行っててください」とぺこりと礼をする。

　了解を示すために一度大きく手を振ると、延えん珠じゆの背を押す。

　いまからでは、最短でたどり着けても大遅刻だが。







　こうして最後の一日は粛しゆく々しゆくと始まった。

　三十九区行きの切符を買うと連れ立って電車に乗る。

　外周区間の早朝の電車ともなると乗客もほとんどおらず、一両分まるまる空席の車両を探し出すことも、そう難しいことではなかった。

　東から照りつけるオレンジ色の朝日に背を向け、赤いベルベット地の席に並んで腰掛ける。

　電車が発車し体が振られ、つり革が小刻みに身を揺する。

　やがてゆっくりと車両が加速し、線路を刻むリズム、振動。

　影の形が刻々と変化していき、左から右に流れていく。

　朝日を吸い込んだ背中はポカポカと暖かい。

　今日が東京エリア最後になるかもしれない日だとは、とても思えなかった。

　明日になれば、二千体のガストレアを率いるアルデバランとの決戦になる。二千体のガストレアもアルデバランも、想像を絶する強敵となって立ちはだかるだろう。

　蓮れん太た郎ろうたちがかつて経験したことのない激烈な戦いになるのは必至だ。

　これらの死し闘とうのあと、蓮太郎も延珠も生きて呼吸している保証は、どこにもない。

　お互い言葉を交わさずともそれがわかっているからこそ、早朝の空気はどこか凜りん冽れつとした緊張を孕はらんでいるのかもしれない。

　残された時間の短さが、こんな何気ない時間でさえも、かけがえのないもののように世界を輝かがやかせている。

「延珠、学校は楽しいか？」

　延珠は瞳ひとみを細めると、気持ちよさそうな表情で蓮太郎の胸に頭をこすりつけてくる。延珠から甘い日向ひなたの匂においがした。

「うん、とっても楽しいぞ。ありがとうな、蓮太郎」

「もし楽しいなら、それはお前が頑張ってるからだ」

　延珠は顔を上げるると、蓮太郎の胸にしがみついたまま首を振る。

「妾わらわは知ってるんだぞ。蓮太郎と木き更さらが夜こっそりと電卓を叩たたきながら、妾の行けそうな場所で、一番良いところ探してくれたんだって」

　蓮太郎はハッとする。

「お前、覗のぞいてたのか？」

　延珠は苦笑を返すのを見て、蓮太郎は複雑な気持ちになる。こういったリアルなそろばん勘定は、あまり子供に知って欲しいものではないのだが。

「妾わらわ、蓮れん太た郎ろうには感謝してる……まあ、木き更さらにもちょっとは感謝してる」

　唇くちびるをとがらせる延えん珠じゆの頭に手を回し、胸に抱く。

「なら、頑張った甲か斐いがあんよ」

　延珠のくりっとした上うわ目め遣づかいの瞳ひとみが不安に揺れてこちらを見る。

「蓮太郎は、先生やるの、やっぱり楽しくないのか？」

「そうだな……」

　蓮太郎は車窓を流れる廃はい墟きよ群を見た。建造物があらかた崩壊し、空だけが広漠として広い。

「楽しいよ」

「え？」

　一度認めると、胸のつかえが取れた気分になる。

　続く言葉は、割合素直に出てきた。

「きっかけはなんであれ、いま、楽しいよ。お前のおかげだ、延珠。ありがとう」

　延珠は最初目を丸くしていたが、徐々に表情が笑みの形になると、感極まって蓮太郎の腕に抱きついてくる。

　蓮太郎は抗議の声を上げようとして、そこで延珠の蕩とろけそうな表情に気づくと口をつぐみ、黙って延珠を抱く。

　レールと枕まくら木ぎの上を跳ねる列車の音が、優しく沈黙を埋め、穏やかに時間が流れていく。

　どれくらい経たっただろうか、列車は第三十九区前に到着を告げ、名な残ごり惜しげな延珠を促して降りる。

　駅から出ると、下からまくりあげるような追い風が背中を押してくる。

　すでに見慣れた駅前を延珠と一緒に歩連れ立って歩くと、すぐに廃墟ばかりが視界を占めるようになる。

　今日も教室は、外周区の子供たちで超満員だろう。

　歩いているうちに思考がまとまってくる。

　最後になるかもしれない今日は、希望と幸福の話をしようと決めた。

　しばらく歩くうちに、手前を遮さえぎる廃棄物の山が見えてくる。そこを越えれば、開けた草地が広がっている。そして、黒板があり生徒さえいれば、どこだろうとそこは教室になる。

　蓮太郎は目的地に近づくにつれ、落ち着かない気持ちになっていく。だがそれはなぜか、心地よい緊張とは違う、不吉な予感だった。

　蓮太郎はその時、異臭を感じ取って咄とつ嗟さに口と鼻を覆おおう。

　──モノが焼けるにおい？　どうして？

　遠目に警官が見えた瞬しゆん間かん、蓮太郎の心臓が大きく跳ねた。

　あたり一帯が封鎖テープによって囲まれていた。ちょうどそこは、いつも蓮太郎たちが青空教室として使っている場所だった。

　なぜ警官がいるのか理解不能なのに、全身の毛が逆さか立だち、ビリビリする。

　その時、なぜか街の暴漢の粘ねばつく瞳ひとみが、脳裏に再生される。

『やっぱりアンタ等ら民みん警けいが守ってるのは、そいつ等ガキ共なんだな』

　ついに警官との距離が十メートルを切ったとき、警官もこちらに気づき、歩み寄ってくる。

「……延えん珠じゆ、ここにいろ」

「れ、蓮れん太た郎ろう？」

　延珠を差し置いて警官と向き合い、そのまま、二言三言交わす。

　警官の顔には、厳しいものがあった。やがて彼は、うっすらと口を開く。言葉は短く、残酷だった。

　自分の顔から、さっと血の気が引く。

　物事の前後を忘却し、ぐにゃりと景色がゆがむ。

　後半の話は、完全に耳から素通りしていた。

　礼を言うのも忘れて踵きびすを返すと、延珠の元に帰り着く。

　延珠が、自分の顔を見て身をすくませている。自分の顔に恐る恐る手を当てると、パサついた表皮と、硬く強こわばった筋肉の感触があった。

「延珠、もう帰れ。今日は学校に行かなくていい」

「ど、どうしてだ？　どうして急に──？」

「………………」

「じゃあ、明日朝早くにでもちょっとだけ……」

「明日も行かなくていい」

　延珠は喘あえぐ。

「じゃあ、じゃあッ、戦いが終わったあとでもッ──」

「──明後日あさつても、その次も、その次の日も、学校に行かなくていい」

　蓮太郎は延珠の肩に両手をおくと、視線の高さを合わせる。

「延珠、落ち着いて聞いてくれ──」

　延珠の肩に、ギリギリと爪つめが埋まる。彼女の瞳を見ていることが出来ず、俯うつむいた。

「──俺おれたちのクラスで、爆弾が爆発した。あの報道のせいだ」
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　陰気に黒くカビたコンクリ建ての建物を案内されるままに進み、扉の前で待たされる。

　視線を上げ掲かかげられたプレート文字を何度も読み、失ってしまった現実との接点を回復しようと努めるが、すぐに意識は散漫になり、思考は千ち々ぢに乱れた。

　やがて扉が開き、手に白いニトリルゴム手袋をつけた三十代後半の警察官が現れ、手首を返すだけの気のない手招きをする。

　せめて顔なじみの多た田だ島しま警部が出てきてくれればと思ったが、やはり管かん轄かつが違うらしい。蓮れん太た郎ろうは黙礼して中に入る。

　そこは六畳一間程度のコンクリ造りの室内だった。

　照明は薄うす暗ぐらく、線香の匂におい。中は白い布で盛り上がったストレッチャーがひしめいており、夏場なのも災いして酸すっぱいにおいが混じる。数は全部で九つある。隣となりの部屋にも、まだあるらしい。

　蓮太郎は首を振る。

　いい加減にしろと叫びたくなった。これが現実のはずがない。俺おれをいますぐこの馬ば鹿かげた夢から覚めさせて日常に返してくれ。

　そう叫びたい気持ちで一杯になる。

　だが、いつまで待っても悪夢は終わりを見せなかった。

　すれた瞳ひとみをした刑事は、人もなげな表情で手を広げる。

「まあ、おたくが確認してくれて助かっているよ。じゃあ早速だけど見ていってくれ」

　そう言うと、いきなり乱雑に白い布をめくる。

　途と端たんにむっとするほどの血液のにおいが広がり、ぐっと喉のどが詰まり口を押さえると、ぎゅっと目を閉じる。

　眼前の物体は、逃避しかけていた蓮太郎の心に否いや応おうなく現実を突きつける。

　蓮太郎は、しばらくは夜よ毎ごとに悪夢にうなされることを悟り、こみあげてくる吐き気を懸命に飲み下す。

　しばらくして暴れる胃を落ち着けると、最初に聞こえてきたのは、エアコンの作動音だった。

　蓮太郎は、口元を押さえたまま必死に首を振る。

「ひどすぎる……。まさか、こんなことになってるなんて」

「殺傷力を上げるために、爆弾の中にはバラニウムの破片が大量に詰まってたんだ。ひでぇことしやがる」

　すっと蓮太郎の前にゴム手袋が差し出される。

「ガイシャは身分証どころか戸籍すら持ってない『子供たち』だ。おたくが身元を証明してくれ」

「松まつ崎ざきさんは？」

「ああ、あのじいさんか、無事だけどショックで寝込んじまってる」

　蓮れん太た郎ろうは首を巡らせて、周囲に満ちた絶望的な数のストレッチャーを見渡しながら、没ぼつ我がの表情でゴム手袋を受け取る。

　これが全部、自分の生徒だった物体だというのか。そんな馬鹿な。

　行動しなければ、底知れぬ絶望で身動きがとれなくなることを本能的に悟った。

　だが、そんな感情は、あっという間に無む間げんの絶望に上書きされていくことになる。

　蓮れん太た郎ろうはシーツをめくっていくごとに、その目で新たな地獄を見届けるハメになった。

　蓮太郎は折れそうな心を奮わせ、傍かたわらにバインダー片手に控えている刑事に向けて、一人ずつ丁寧に、彼女たちの名前を読み上げていく。

　その作業は、驚おどろくほど朝の出欠確認に似ていた。

　これをやった犯人たちは、いまどういう気持ちなのだろうか。首尾よくいって腹を抱えて笑っているのか。胸がすいた気分なのか。それとも、多少なりとも自責の念を覚えているのだろうか。

　長針が一回転ほどしたとき、ようやく地獄の責め苦と化した作業が終わっていた。

　疲労困こん憊ぱいして、立っているのもやっとの有あり様さまになる。

　書類にサインして「お疲れさん」という声に背を向け、足を引きずりながら外に出ると、待合室のソファに腰掛ける。もうこのまま、眠りについてしまいたかった。

　その時、不意に聞こえた「離せ！」という声に驚おどろいて顔を上げると、視線の先に、二人の警官に取り押さえられながら必死にもがく延えん珠じゆの姿を見つけ、蓮太郎は一いつ瞬しゆん、激しく動揺する。

　深呼吸して心を落ち着けると、厳しい表情を作ってツカツカと少女の元に歩み寄る。

「どうしてここに来たッ？　帰れって言っただろ！」

「ミッちゃんに会いたい！　ササナちゃんと約束したのだッ！　今度天てん誅ちゆうガールズ見せてあげるってッ！」

「延珠、わかるだろ？　彼女たちはもう──」

「──嘘うそだあッ！　そんなの嘘だあああああッ！」

　──延珠、お前……。

　蓮太郎は瞑めい目もくすると、怯ひるみかけている心を叱しつ咤たする。

　やるべきことはわかっていた。

　蓮太郎は、傍かたわらの警察官を静かに見る。

「つまみ出してくれ」

　延珠が、裏切られたような表情でこちらを見た。

「蓮太郎？　蓮太郎ッ？　──蓮太郎ッ！」

　左右を挟はさまれ、遠ざかっていく悲しげな声を聞き、握りしめた拳こぶしが震ふるえ奥歯を噛かみしめる。彼女が蓮太郎の視界から見えなくなりかけたその時、唐とう突とつに、左右を囲んでいた警官がなぎ倒され、延珠がこちらに突っ込んでくる。

　彼女の瞳ひとみが赤い。力を解放したのだ。

「おい馬ば鹿か、やめ──」

　最後まで言い終わる前に強烈な力に突き飛ばされ、気がつけば床に手をついていた。

　反射的に振り返り、彼女が霊れい安あん室しつに飛び込んだことを悟り、愕がく然ぜんとする。

　なんてことだ。

　一いつ瞬しゆん、空気が震ふるえた。

　あるいはそれは、延えん珠じゆの漏らした嗚お咽えつだったのかもしれない。

　次の瞬間、絶叫が警察署内に響き渡った。

　普段の延珠からは考えられない、聞く者の心を握り潰つぶすような悲鳴。

　蓮れん太た郎ろうは硬く目を閉じると、耳をちぎり取らんばかりに両手で掴つかむ。

　すべてのつらい現実から、ほんの一瞬でも目をそらしたかった。




　　　　７




　鉄扉を押し開けると、ヒュルと強い風が横殴りにたたきつけてくる。朝と変わらず、雲の流れる速度は、驚おどろくほど速い。

　蓮太郎はフェンスまで行き、左手で掴むと、顔を上げて、遠く白はつ化かしたモノリスを見る。

　民みん警けいは、いちいち人の死で泣いてはいられない。

　心を凍らせる術すべは、遅かれ早かれ習得しなければいけないのだ。

　泣き疲れた延珠の状態が落ち着いたのを見て、蓮太郎は警察署の屋上に出ていた。

　彼女と別れる直前、延珠はこちらへの気遣いに微笑を返す余裕すら見せたが、蓮太郎はそれを見て、かえって危機感を募らせた。

　蓮太郎は右手に持ったカバンからプリントの束を取り出す。

　それは小テストのあとレクリエーションで書かせた『将来の夢』だった。

　アイドル、女優、パティシエ、看護師、お嫁さん。様々な希望にあふれていた。これらが実現することは、永遠にあり得ない。

　リンチに爆殺、なにが原因で東京エリア住民の心はこれほどまでに荒廃してしまったのだろう。

　蓮太郎は昔、人間は高い知性と徳性を兼ね備えた真の社会性動物だと教えられた。神に一番近い存在だと。

　では、なぜケダモノのように殺し合う。どうして、互いの夢や希望を破壊し合うことが出来る。一体なんのためにこれほど馬ば鹿かなことを繰り返すことが出来るんだ。

　チクショウ、と胸の中でつぶやいた。俺おれは一体なにを見ていたんだ。本当に救いの手を必要としていたのは、あの子供たちの方だったのに。

　屋上を突風が駆け抜け、蓮太郎の制服がはためく。

　手に持っていたプリント類も巻き上げられ、空中を弧を描き、回転、逆さか巻まきながらダンスする。

　蓮れん太た郎ろうはきつく両手でフェンスをつかみ、体を震ふるわせる。

　すまない、みんな、俺おれのせいで、本当にすまない。

　蓮太郎は、歯を食いしばって天を仰あおいだ。

　遠くにあるモノリスが、胸に押し迫ってくるようだった。

　その時、懐ふところに入れた携帯電話が震えた。

　着信名を見て一いつ瞬しゆんためらうが、やがて通話ボタンを押す。

『……いま、大丈夫？』

　蓮太郎はモノリスを振り仰ぐと、やるせなさに目をつぶる。

「俺おれは、自分が『奪われた世代』であることが恥ずかしい。あいつらは『子供たち』を踏みにじって笑ってるくせに、その一方で俺たちにはアルデバランを倒すことが期待されて……でもそれを遂行しなきゃいけなくて……チクショウ！」

『そんなこと、民みん警けいを始めた時からわかってたことでしょ。やり遂げなさい里さと見みくん。それが民警なんだから』

「でも木き更さらさんいつも言ってんだろッ、『正義を遂げろ』ってよ。教えてくれッ、このクソ溜だめみたいな東京エリアのどこに正義がある？」

『違うわ里見くん、だからこそ私たちが戦う必要があるのよ。私たちが勝って東京エリアを救えば、また少しだけ憎しみの剣を捨てて考えを変える人がでるかもしれない。里見くんも、あの子たちの前で言ってたじゃない。〝耐えろ。そして、絶対にやり返そうなんて考えんな〟って。あれはあの子たちの前で良いカッコしたいから思ってもいないことを言ったの？　違うでしょ？　お願い里見くん、精神に正しい光を当てて。正義の心を捨てないで』

　蓮太郎はこめかみに手を当てながら首を振った。

「俺は、どの面つら下げて延えん珠じゆの隣となりで戦えば良いんだ……」

『私にもわからない。でも延珠ちゃんから逃げちゃだめ』

「……本当に嫌いやな商売だな、民警って」

『でも、だからこそやりがいがあるわ』

　蓮太郎は天を見上げると、大きく息を吐いた。

『少しは、落ち着いた？』

「ああ、ありがとう木更さん」

　木更がいたずらっぽく笑う声がする。

『私、これでも結構尽くす女なのよ』

「ティナは？」

『大丈夫。落ち着いてきたわ』

「じゃあアンタは……？」

『ええ、私も大丈夫』

「……そうか」

　彼女がそう言うならば、彼女の声の微かすかな震ふるえと鼻声については気づかないフリをするのが道理なのだろう。

　依然、自分の中に芽生えた怒りは、埋うずみ火びのように静かに、高温で燃えさかっている。

　だがいまはその不条理については考えまいと思った。その矛ほこ先さきはアルデバランに向けられなければならない。

　蓮れん太た郎ろうは前向きな気持ちで、外周区を眺め渡した。

「じゃあ、早いうちに戻って延えん珠じゆの様子を見に行くよ」

　木き更さらは考え込む間まを作ったあと、きっと『わかった』と返そうとしたのだろう。

　だがその言葉は途中で切れ、電話向こうの木更が大きく震え、切れ切れの息が通話口に吐かれる。

「おい、木更さ──」

『──始まったわ、里さと見みくん』

　木更の没ぼつ我がの声に、蓮太郎は眉まゆをひそめる。だが蓮太郎が次の言葉を発するより先に、木更は言葉を重ねた。

『モノリスを見て』

　蓮太郎は地面から視線を上げてモノリスを見る。

　そこで、驚きよう愕がくが頭頂からつま先まで駆け抜けた。

　最初は長方形の角の部分の崩落だった。だがそれはあっという間に次の崩壊を引き起こす。

　ひび割れたモノリスの巨体は、やがてバラニウム侵食液に耐えかね悲鳴をあげ、ついに何をやっても押しとどめられないほどの連鎖倒壊に至る。

　ここからでは崩壊音までは聞こえないが、モノリスの声なき絶叫はかえって鮮明に聞こえた。

　不意に、白はつ化かしたモノリス全体に致命的なひびが入り、モノリスが肩をすぼめるように完全崩壊。蓮太郎の背筋がぞくりとする。

　足あし下もとから崩れ細かい破片となって落下するモノリスが、コマ落としのように見える。

　地面に激突したのも束つかの間ま、轟ごうという音と共に強烈な地鳴りと衝撃波が襲おそってきて咄とつ嗟さに腕を上げ歯を食いしばる。激震は足下から蓮太郎の臓ぞう腑ふを揺すり上げ、衝撃波は周囲の瓦が礫れきや腐った看板、剥はがれたトタンを吹き飛ばす。

　顔を上げると、天を覆おおい尽くさんばかりの莫ばく大だいな土つち埃ぼこりと粉ふん塵じんが舞い上がっていた。

「そんな、馬ば鹿かな……ッ」

　あり得ない。崩壊まではまだ一日あるはずだ。これは、聖せい天てん子しサイドで計算した厳密なものではなかったのか。

　その時、ビュオッという音と共に蓮太郎の服を強風がはためかせ、同時に閃ひらめきが脳裏を駆け巡る。
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「そうか、風……」

　二〇三一年現在、いまだ気象の完全な予測は難しく、カオス的に吹く気流の流れを正確に予想することは出来ていない。

　ＪＮＳＣの連中は読み違ったのだ。風の流れを。

　始まる。『第三次関東会戦』が──まったく意図しないタイミングで。

『里さと見みくんッ！』

「わかってる！」

　蓮れん太た郎ろうは通話を切ると、もう一度モノリスをまっすぐ視線を据え、戦場に向けて走り出した。







　二〇三一年七月十二日午後三時十六分。

　この時この瞬しゆん間かんこそが、東京エリア史上最悪の戦争と呼ばれ歴史に名を刻まれる『第三次関東会戦』の始まりだった。





了








あとがき




　なにかを達成せんと志こころざした時、まずその事柄がどれだけの努力によって行き着くことが出来るのか試算してみることは決して無駄なことではないと考えます。

　そしてたいていの目標は『才能×環境×努力』の公式に当てはめて算出可能なんです。

　たとえば、ゴールラインの必要数値を千だと仮定した時、才能と環境の貯金が十ずつある人ならば、あるいは十の努力で目標（司法試験に合格する、ボーカロイド用のソフトを使って曲を作る、作家になるなど）を達成出来るでしょう（十×十×十＝千）。この公式を用いていると気づくのは、才能や環境の劣悪さをもってして努力を放棄する理由にはならないということ。

　よく「自分には才能がないから……」と嘯うそぶいて努力を放棄してしまう人がいるけど、個人的にはちょっとだけそれは違うと思っていて、才能や環境のパラメータに恵まれなかった人こそ、秀才や天才の百倍の努力をする必要があると思うんです。

　たとえ才能と環境の変数が一しかなくとも、千の努力をすることで十分に目標を達成することは可能です。私ってよく自分を落ちこぼれだったと言ってるんだけど、それでも、最高のものを求める強い気持ちこそが作品のクオリティを決める唯一のものであると信じて、信じて信じて信じ続けて血ち反へ吐どを吐きながら努力し前進を続けることで作家になって、いままたなんとか作家であり続けることが出来ています。




　本著に帯推薦文を寄せてくれた川かわ原はら礫れき先生にお会いして構成や文章の妙を当方が絶賛したとき、氏が音速で首を横に振ってとんでもないと言っていたことを強く記憶しています。

　でも口くち幅はばったい言い方をさせてもらえれば、同じ作家だからこそ、どれだけ謙けん遜そんしても氏の血のにじむような修練の果てに体得した技を行間から感じることが出来るんです。

　自分と同じ努力の人に推薦文をもらえる喜びをここに記しておきたいです。

　みなさんも努力を祝福しよう。一いち途ずに信じ突き進む心があれば、きっと願いは叶かなうから。




　今回も山ほどお世話になりました担当編集黒くろ崎さき氏、拙著の主人公をやたら格好良く描くことで定評のあるイラストレーターの鵜う飼かい沙さ樹き先生、帯推薦文をくださった川原礫先生、他ほか、編集部の皆様を含め本書に関かかわっていただいたすべての方に感謝を。

　最後に読者様。次の話あたりで、いままでサブプロットとしてちょくちょく挿入されていた「あの人」の話も動き出します。次も楽しみにしてくれると嬉うれしいな。

　今巻を手に取っていただき本当にありがとうございました。

　私の本を読んでくれた読者様すべてに神様の祝福がありますように。





神かん崎ざき紫し電でん
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神かん崎ざき紫し電でん

北海道出身東京都在住『第一回小学館ガガガ文庫大賞受賞』のファミレス作家。朝方作家という性格上、当方朝四時前後に起きて早ければ五時前にはファミレスにいる。しかし当然寝起きなのでよく財布を忘れて入店して慌てて取りに戻る。パジャマで入店もする。
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鵜う飼かい沙さ樹き

最近はまっている事は、一切外に出ず何日も家に篭城し、ある日ふと玄関のドアを開けた時に空の青さ、大気の脈動、草葉のそよぐ音に感動することです。

……え？　いやいやいひきこもりじゃないですよ、縛りプレイですよ。
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ブラック・ブレット3




炎ほのおによる世せ界かいの破は滅めつ








神かん崎ざき紫し電でん
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